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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ＣＯＭＴＡ
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　プロローグ







　手紙の返事が来るのが楽しみだった。


　──親愛なる君へ──


　手紙は、いつもその言葉から始まる。そして続くのは、貴族同士が交わしているとは思えない、庶しよ民みんじみた雑談。質問と呼ぶのも大げさなようなささやかな問いかけ。読んだ本の意見交こう換かんが多かった。たまに季節が移ってなにが変わっただとか。


　手紙を出したら返事が来るまでに次の本を読む。自由を許されない生活の中で唯ゆい一いつの楽しみだった。手紙の返事が待ち遠しい。もどかしさを誤ご魔ま化かすように送られた手紙を読み返す。そんなことを繰くり返すうちに込み上げてくるのは、罪悪感だった。


　──この人に、噓うそをついている。


　手紙の主がどんな人物なのか。顔も知らなければ、声も聞いたことがない。歳としのころすら定かではないが、それを問いかけてしまうと自分の噓がバレてしまいそうで訊きけない。


　何度ため息を漏もらしたことだろう。そんなときに思うのは、いつも同じことだった。


　──力が欲しい。


　誰だれにも負けない力が。自分の意志を示せる力が。噓などつかなくて良い大きな力が。そんな力を手に入れるにはどうしたら良いのだろうか？


　やがて文通を始めて一年が過ぎたころ、力が欲しければ、強くなりたいならば、自分から変わらなければならないのだとようやく悟さとった。


　──もう、噓をつくのはやめよう。


　相手は怒るかもしれない。軽けい蔑べつされるかもしれない。それでも、もうこれ以上騙だましたまま文通を続けることが辛つらかった。


　そして、手紙に自分の噓を告白した。


　返事は────
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　カチャリ──夢うつつの中にいたエルミナは、その小さな音で目を覚ました。


「──む、すまぬ、起こしたか？」


　扉とびらを開いたのは、カナメだった。頭とう髪はつの生え際からまつげの先せん端たん、肌はだの色に至るまで純白に染まった容姿。切れ長の双そう眸ぼうには瑠璃猫ドミニトンを思わす、碧みどりがかった黒曜石の瞳ひとみ。薄茶ベージユ色のシャツと群青のスカートの上には純白の前まえ掛かけ。エルミナの侍じ女じよであり屋や敷しきの裁縫師ニードルワーカーである。


　ベッドに体を預けていたエルミナは小さく首を横に振ふった。


「……いや、仮か眠みんを取っていただけだ」


　陽光を弾はじく金色の髪かみ。カナメに負まけず劣おとらず艶つややかな純白の肌。ガラス細工のごとく作りものめいて整った顔がん貌ぼうには翠すい玉ぎよくの瞳。本日のドレスは湖水を思わす深い碧。湖面の月といった容姿である。


「……それで、列車の様子はどうかね？」





　ここはカーネギー市に存在する高級旅館の最上寝室スイートルーム。地上十二階という高さに存在し、エルミナが住むロックウォールには存在しない大きさのものだった。


　エルミナは所用で遠方に出かけることになった。その従者として同行してもらったのがカナメなのだが、道中列車が事故を起こしたため、この街で足止めされていた。


　さすがにその夜は疲つかれ果てて、エルミナも倒たおれるように眠ねむってしまった。一晩明けてから、カナメに列車の復旧状態を確認に行ってもらったのだった。





「今晩には復旧する見込み、だそうじゃ」


　カナメが肩かたを竦すくめる。もうしばらく足止めされるようだ。それから、カナメが一通の便びん箋せんを持っていることに気がついた。飛び入りで入った旅館でエルミナ宛あての手紙が来るとは思えないが、処分していないところを見るとゴミというわけではなさそうだ。


「……手紙が来ていたのかね？」


「う、む……。その、頼たのみ事を、された……のじゃ」


　カナメは困ったように俯うつむいた。凄すさまじく歯切れの悪い返答に、エルミナは身を起こした。


「……君には、無理を言ってきた。悩なやみがあるなら、相談に乗る」


　まったく表情を動かさないまま、声には感情を込めるという、ある意味器用な真ま似ねをしながらエルミナは問いかける。


　カナメは答えを探すように逡しゆん巡じゆんするが、ほどなくして困り果てたように口を開いた。


「おんしや、マルクと出会う前、私にも友達が一人いたのじゃ。私と同じような境きよう遇ぐうで、無条件で心を許すことができた。あやつと会わなければ、私は今もこうして笑うことはできなかったと思う」


「……良い、友人だったのだね」


「じゃが……、私たちは喧けん嘩かをしてそのまま別れた。私が、あやつを拒きよ絶ぜつしたのじゃ」


「……そう」


　エルミナは幽かすかに表情を陰かげらせた。


　エルミナにはエミリオという姉妹がいた。双ふた子ごだったのだ。それがお互たがい気持ちがすれ違ちがってしまい、会うことができなくなってしまった。その償つぐないのためにだけ生きてきたエルミナが、ようやく自分自身の未来に目を向けられるようになるまで、一年かかった。


　思わず、自分自身の境遇とカナメが重なって見えてしまった。


「……その友人に、なにかあったのかね」


　カナメは手紙に目を落とし、それをいじくりながらモゴモゴと呟つぶやく。


「いや……、昨晩、クリスがリオという娘むすめ……いや、男であったか？　まあ、そやつを連れてきたであろ？」


　エルミナは幽かに前まえ髪がみを揺ゆらして首しゆ肯こうする。


　エルミナは事件中に意識がなかったため、なにが起こったのかは聞いた話でしか知らないが、暴走した列車を止めるのに尽じん力りよくしてくれた契けい約やく者しやがいた。彼はなんでもセリア──屋敷の料理人の友人らしい。


　クリス──普ふ段だん女装しているのだが、そのときは夜遅おそかったからか男性の格好をしていた──は「リオが厄やつ介かいな〝対価〟を抱かかえているから助けてやってほしい」と言ってきた。エルミナ自身も以前にも増して契約者を必要としていたため、それを快かい諾だくしたのだ。


「それでそやつ、義ぎ肢しを必要としていたであろ？」


　リオがここにいないのは、彼が隻せき腕わん隻せつ脚きやくでまともに動けない体だからだ。カナメはある程度、人の怪け我がを治すことができるが、失われた四肢を復元するほど万能なわけではない。


　そこまで語って、カナメは言いにくそうに手紙を握にぎったまま両手の人差し指を絡からめる。


「その……、友達……シュウというのじゃが、そやつなら良い義肢を誂あつらえられるのじゃ」


「……つまり、紹しよう介かいを頼まれたのかね？」


「う、む……」


　複雑そうな表情で頷うなずくカナメに、エルミナは無表情ながらも真しん摯しな声音で語りかける。


「……カナメ。私とエミリオのことは君も知っていると思う」


　エルミナとエミリオの事情は、カナメも知っている。僅わずかに表情を陰らせていた。


「……あの日、私ではなくエミリオが〈アルス・マグナ〉に魅み入いられたのは、私がエミリオを拒絶したからだ。そして、私たちは言葉を交わすことができなくなってしまった」


　以前から思うところはあったが、エルミナとカナメの境遇はやはり似ている。そして彼女もエルミナと同じ間ま違ちがいを犯したのだ。


「……だが、責任を感じていたのは私だけではなかった」


「どういうことじゃ……？」


「……エミリオも、自分を責めていた。思い出を全すべて忘れてしまうほどに、自分と私を混同してしまうほどに」


　エミリオは、エルミナの体を使って表に出ることができる。そのエミリオの身に起こった異状は、カナメも知っているはずだ。


「……だから言う。君は、その友人に会うべきだと思う。助けが必要ならばなおのこと」


「じゃが……」


　躊ちゆう躇ちよするカナメの手を、エルミナは取る。


「……大だい丈じよう夫ぶ。君が後こう悔かいしているならば、きっと相手も後悔していると思う。それに」


「それに？」


「……人から頼たよられるのは、存外に嬉うれしいものなのだ。君が必要とするならば、それを伝えてやるべきだと思う」


　それでも踏ふん切ぎりがつかないカナメに、エルミナは幽かながらも笑みと呼べる表情を浮うかべた。


「……私のことは気にしなくて良い。出発まではまだ時間がある。行ってやると良い」


　カナメが観念したように頷くのを確かめて、エルミナはふと郷きよう愁しゆうを覚えた。それは珍めずらしく表情に出てしまったらしい。カナメがやや驚おどろいたように顔を上げた。


「どうかしたか？」


「……いや、君の手紙を見ていたら、少し昔を思い出した」


「昔？　なにかあったのか？」


「……文通を、していた時期があったのだ」


「ほう。相手はやはりラチナスの貴族か？」


「……そう、だと思うのだが」


　曖あい昧まいな返答に、カナメが首を傾かしげた。


「知らぬのか？」


「……手紙だからね。会ったことはない」


　それどころか、名前すら知らなかった。


　カナメは今一つ納得のしていない顔だったが、そういうものか、とひと言残して部屋を後にした。彼女は彼女でこれから自分自身の問題に挑いどまなければならないのだから。


　そんなカナメの背中を見送って、エルミナは小さく呟いた。





「……ただ、私はその人に、噓をついていた」





　だから、手紙の返事は来なくなった。






　第一章　それは執事たちの沈黙で







「──というわけで、今晩まではカーネギーで足止めのようでございます」


　とある高級旅館の一階広間ロビーにて、電話機に向かってマルクはそう締しめくくった。


　愛あい嬌きようのある丸メガネの向こうには涼すずやかな微笑……はなく、少々疲れた表情。ヴァレンシュタイン家の紋もん章しようが刻まれた燕えん尾び服ふくと白手て袋ぶくろは、この街で取り寄せたものにマルクが紋章を手て縫ぬいしたもの。昨晩、事故に巻き込まれて使い物にならなくなってしまったのだ。


　現在、マルクは遠方に出かけることになったエルミナに、影かげながらついてきていた。


『うん。分かったよ。でも道行きの半分で特急列車を壊こわしちゃったんだから、目的地に着くまでにもう一回くらいはなにかありそうだねえ』


　電話機の向こう側から返ってくるのは、言葉とは裏腹にどこまでもゆるみ切った声だった。家令のドミニクである。本来ならば休きゆう暇か中の身なのだが、執事のマルクが主あるじのエルミナを追ったため、屋敷の職務を取り仕切ってくれている。


「縁えん起ぎでもないことを仰おつしやらないでいただきたい」


　マルクが憤ふん慨がいしてため息を漏もらすと、電話機の向こうから別の声が聞こえてきた。


『ドミニクさん、電話もう良いか？　マルク、ジェノバがそっちに行ってるはずなんだ。会ってないか？』


「はて、混線しているのでしょうか？　もしもし、ドミニクさん、聞こえていますか？」


　接せつ触しよくが悪いのかもしれない。電話機をガンガンと叩たたくと、受付の接客員から迷めい惑わくそうな眼まな差ざしを向けられた。


『あ、俺だよ俺、オウマだよ。ドミニクさんから代わってもらってる』


　俺だよ俺、と言われると、何な故ぜか知り合いのように思えるから不思議である。


　──電話機が民間に普ふ及きゆうするようになったら、これで詐さ欺ぎができそうですね……。


　知り合いと偽いつわって金銭を持ってこさせるのだ。問題は受け渡わたしの方法だろうか。顔を合わせれば詐欺だとばれてしまう。銀行の貸金庫あたりに預けさせれば顔も見られないが、そこを使わせるには理由が必要だ。


　新たな詐欺の可能性に考えを巡めぐらせながらも、電話の主が口にした名前に聞き覚えがあったことでマルクはようやくハッとした。


「オウマ……？　オウマ……ああっ！　オウマですか」


　胸の閊つかえが下りたような気持ちでその名前を思い出すと、電話の主は何故か不服そうな声を漏らしていた。


『なあ、なんでそんな今思い出したみたいな声を出すんだ？』


「気のせいでしょう。通話の状態が良くないようです。そのせいに違いありません」


　マルクは額にうっすらと汗あせを滲にじませながらも平静を装ってそう答えた。


　電話の主の名はオウマ。東方の島国キョクト出身の契約者で、屋や敷しきの従僕である。仕事も丁てい寧ねいで性格も良いのだが、どういうわけか存在感が希き薄はくな青年である。


　普段ならば──突とつ然ぜん隣となりから声が聞こえる──驚いて辺りを見み渡わたす──ようやくすぐ側そばに人ひと影かげを視認──あ、オウマだ──という四つの過程プロセスを経て、オウマの存在を認識している。


　それが音声だけだと名前を聞いてもとっさに思い出す……もとい、認識できなかった。マルクの複雑な心境に気付かないオウマは、逆に申し訳なさそうな声を漏らした。


『そ、そうなのか？　悪い。電話機って使うの初めてだから、ちょっと分からなくてさ』


　罪悪感が胸を抉えぐる。


「いえ、それでジェノバがどうしたと？」


『ああ、ジェノバがさ、エルミナさんたちが出て行ったって聞いて飛びだしただろう？　あのあと、ちゃんと合流できたのか？』


　ジェノバは屋敷の医師兼けん庭にわ師し助手である。美しい容姿をしてはいるのだが黒に対する異常な愛情を見せており、さらに質たちの悪いことに同性愛者でもある。屋敷の侍女カナメに求愛しており、屋敷を飛び出したのも主ではなくカナメを追ってのことである。


　どこで間違えたのか、オウマはそんなジェノバに想おもいを寄せている。


　──そろそろ、真実を告げるべきなのでしょうか。


　マルクはいろんな葛かつ藤とうを覚えたが、極めて自然な様子を装って答える。


「ええ。途と中ちゆうで合流できましたよ」


『良かった。それじゃあ、今いっしょなんだな？』


　そう言われて、マルクは首を傾げた。


「はて？　そういえば途中からまたいなくなりましたね……」


　列車を止めるときに、ジェノバとマルクは別行動を取った。ジェノバは先頭車両から切り離はなした客車側に残ったらしいのだが、その後の足取りはマルクも知らない。


『マルク、ジェノバだって女の子なんだぞ。ちゃんと見ておいてやってくれよ』


「そうは言われましても、私はエルミナとカナメを追わねばなりませんし……」


　いつものようにさらりと流そうとして、マルクは違い和わ感かんを覚えた。


　──そういえば、確かにおかしいですね。


　ジェノバは対人恐きよう怖ふ症しようである。一人で街中を歩けるはずもないのだが、それでも数百シクも離れた街から列車を追いかけてきたのだ。事件が解決した今、カナメを追い回していて然しかるべきなのではないだろうか。


　それが未いまだに、ジェノバが騒そう動どうを起こした気配は感じられない。根本的になにかが間違っているが、確かに真理を見み抜ぬいた洞どう察さつ。マルクはふむ、と思案した。


　──なにかに巻き込まれましたか……？


　ジェノバはマルクにとって苦い思い出そのものだが、同じ屋敷の住人として認めていないわけではない。普ふ段だんから馬ば鹿か騒さわぎを起こしているため真ま面じ目めに取り合う機会そのものがないが、彼女は彼女で契けい約やく者しやらしい闇やみも抱かかえていれば、それほど強いわけでもない。


　──ですが、陽ひが落ちるころにはエルミナたちも移動を再開します……。


　列車は夕方には運行を再開する。それまでにジェノバを見つけるのは難しい。マルク自身も今、あまり余よ裕ゆうのある状態ではないのだ。


『マルク、聞いてるのか？』


　電話機の向こうから憤慨したような声が聞こえ、マルクは決断した。


「……分かりました。手は打っておきます。ですが」


『ですが？』


「夕方には、私はここを離れなければなりません。ですから、私はあなたがジェノバを捜さがすことを提案します」


『お、俺が……？』


「はい。私は今、ジェノバの都合を一番には考えてやれません。ですが、あなたならばジェノバのことを一番に考えてやれるでしょう？」


『……！　わ、分かった。そこ、カーネギーだよな？　すぐ行く』


　オウマは単純にもそう喜んでいた。


　──我ながら、少々甘いでしょうか？


　自じ嘲ちようしていると、電話機の向こうから怖おず怖おずとした声が聞こえてきた。


『あー……マルク？』


「なんです？」


『さ、さっきは、悪かった。あんたのこと、冷血漢みたいに言って……』


　マルクは吹き出しそうになった。真実、マルクはジェノバに対しては冷血漢と言われても仕方のない態度を取っている。今さら謝られることではない。


「気にしないでください。あなたには、先日の借りがありますから」


　マルクは先日、ペインという契約者がやってきたときに後れを取り、相棒のカナメに大おお怪け我がをさせてしまった。そのときオウマがいなかったなら、彼女を死なせていた。


　そう答えると、オウマは元気よく「おう！」と残して電話機を切った。


　電話機を壁かべに戻もどして、マルクは苦笑を漏らした。


　──私にも、ジェノバが可か愛わいく見えた時期がありましたっけ……。


　あんなことが──心ト的ラ外ウ傷マとなった事件さえなければ、今でもそう思えていたかもしれない。


「さて、約束してしまいましたからね。……気は進みませんが、手を打っておきますか」


　先ほどオウマにも言った〝手を打つ〟ため、マルクは世界で一番会いたくない人間に会いに行った。
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「──それで、なんです？　その不ふ愉ゆ快かいな服装は」


　旅館ホテル二階通路にて、マルクは心の底から不愉快そうに呟つぶやいた。


　マルクの正面に立っていたのは、長身の女性……に見える青年クリスだった。


　クルクルと縦に巻いた長い髪かみ。十歩分は離れているにも拘かかわらず漂ただよってくる甘ったるい香かおり。顔の原形が分からなくなるほどの厚あつ化げ粧しよう。そしてその服装は下地が赤とはいえ、侍女姿だった。


　神を呪のろいたくなることに、この女装者はマルクの実兄だった。そして彼こそがマルクの言う〝世界で一番会いたくない人間〟だった。ジェノバのことを頼たのんでから、マルクはようやくその服装について問いかけたところだ。


　クリスは「んふ」と奇き妙みような声を漏らして笑う。頭をかち割ってやりたいと、マルクは真しん剣けんに考えた。


「カナメさん、リオ君の義ぎ肢しのこと、引き受けてくれたわ。だから彼女が留守の間、エルミナさんの侍女メイドでもしてみようと思ってね」


　バチンと片目を瞑つぶるクリス。その目玉をえぐり出したい衝しよう動どうに駆かられながらも、頼み事をしたのは自分なのだからと堪たえるマルク。


　マルクは現在、主のエルミナとその侍女カナメの前に姿を見せるわけにはいかない。だからリオのこともクリスに仲ちゆう介かいを頼んだのだ。ちなみにエルミナはこの旅館の最上階に宿しゆく泊はくしており、マルクは宿代を節約するため最下層……ですらない、通路に居座っていた。


「エルミナの側には私がいます。従者ヴアレツトは間に合っていますよ」


　言葉の中に『とっとと消えなさい』という苛か烈れつな意志を込めると、クリスは面白がるように目を丸くした。


「あら？　おかしいわね。あんた今、エルミナさんに顔を見せられないんじゃなかったかしら？」


「ぐ……」


「それから、カナメさんにも会っちゃいけないのよねえ？」


「……なにが言いたいのです」


　クリスは面白くて堪たまらないというように笑みを浮うかべた。


「シュウ＝ツキシロ──キョクトの人かしら。どういう人なのかしらねえ？」


　自分の顔が引きつったのが分かった。


　──そいつはシュウって名でな。〈東方不敗〉はちょいとした仲だったわけさ──


　マルクに義肢職人のことを教えてくれた契約者の言葉である。


　マルクは、主あるじのエルミナに想いを寄せている。そんなマルクに、カナメは──それでも、私はおんしが好きじゃ──そう、言ってくれた。


　カナメほど美しい娘むすめに、マルクとてなにも感じていなかったわけではない。そして彼女はマルクのためにどんな危険なときでも隣となりにいてくれた。そんなカナメから告白されて動じないほど、マルクの精神は強きよう靭じんではない。


　そのカナメに〝ただならぬ仲〟だった人間がいる。平静でいろというのは無理な話だ。


「気になる？」


「な、なにを馬ば鹿かな。カナメにどんな知り合いがいようと、関係ありません」


「あら？　カナメさんのこと、実はどうでも良かったのかしら」


「そんなわけがないでしょうっ！」


　マルクが怒ど声せいを上げると──バタンッ──通路に並ぶ扉とびらの一つが勢いよく開いた。


　そこから顔を見せたのは、激情を表したような赤い髪と、藍らん玉ぎよくの瞳をした長身の女性だった。マルクの同どう僚りようであるセリアだ。


　セリアは迷めい惑わくそうな視線を向けると、なにかをたぐり寄せるように片手を伸のばした。


「五う月る蠅さい──〈ルー・グー〉」





　契約者──この大陸にはその名で呼ばれるものたちが存在する。精せい霊れいに対価を捧ささげ、異能の力を手に入れたものたちである。


　セリアの能力は〝引力〟と〝斥せき力りよく〟である。セリアの〝引力〟に搦からめ捕とられ、マルクは廊ろう下かの壁にぶつかりながら部屋の中へ引きずり込まれた。
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　部屋の中には、あきれ顔で仁王立ちするセリアと、ベッドの上に隻せき腕わん隻せつ脚きやくの美少女……もとい、少年が身を起こしていた。


「な、なんの騒さわぎですか？」


　怯おびえた声を上げる少女……少年リオに、部屋に入ってきたクリスが答える。


「ごめんなさいね。この馬鹿が騒いで──」


　リオの義肢を作る目め処どが立ちそうなこと、そしてそれをカナメに頼んだこと、カナメが義肢職人に会いに行ったこと、ひとしきりクリスが説明すると、リオは俯うつむいてしまった。


「ごめんなさい。自分のせいでご迷惑をおかけしました」


「い、いえ、なにもあなたに責任があるわけではありませんよ」


　頭では男だと分かっているのだが、この容姿で申し訳なさそうな顔をされると、自分がなにか悪いことをしたような気分になる。


　慌あわてるマルクを余よ所そに、クリスがまた余計なことを言う。


「キョクトの名前には馴な染じみがないけれど〝シュウ〟ってたぶん、男の人の名前よね？」


「カ、カナメが今まで男に会わなかったはずもないでしょう」


　狼狽うろたえるマルクに、セリアが眉まゆを顰ひそめた。


「カナメ。疑心？」


「いえ……、なにもそういうわけではないのですが……」


　マルクはカナメを誰だれよりも信しん頼らいしている。それは好意を寄せられたからではない。契約者として、同じ屋や敷しきの使用人として、カナメは常に最善を尽つくしてきてくれた。


　信じられなくなったわけでは、ないのだ。


「つまり、どんな相手なのか気になって仕方がないのだと思います」


　何な故ぜかリオが深い理解を示した。それから、励はげますように微笑する。真っ当な感性を持つ男ならば、九割方落とされるだろう表情だった。


「それほど気になるのでしたら、ご本人に訊きくのが一番だと思います」


「はあ……、それが、今はできないのです」


「面会禁止」


　口ごもるマルクの代わりに、セリアが答えた。マルクが今、ここにいることは、エルミナには秘密なのだ。


　今回の移動に、エルミナはマルクを連れて来ようとはしなかった。それでも追いかけてきたマルクは、エルミナとカナメの前に姿を現さないという条件で、ここにいる。カナメにも会うわけにはいかない。


「それは難しいですね。……では、あとをつけるとかはどうでしょうか」


「何なに気げに凄すごいことを提案しますね。……ですがそれは不可能です。カナメはここにいる誰よりも腕うでが立ちます。顔が見えるような距きよ離りまで近づけば、間ま違ちがいなく気づかれます」


　この場にいる人間は、クリス以外は全員契約者である。そのクリスにしても、裏稼か業ぎようでは名の知れた男であり、こと狙そ撃げきに関してならば契約者以上の腕前である。


　その中でも、カナメの腕は群を抜ぬいている。


「では、別の方法でその相手の情報を入手するしかないと思います」


「い、いえ、なにもそこまでしなくても……と、ずいぶん協力的なのですね？」


　マルクが首を傾かしげると、リオは大真面目に答えた。


「自分だって、セリアさんが知らない男の人に会うと知ったら、いても立ってもいられないです」


　リオとセリアはかつての相棒同士である。それが生き別れとなり、四年間離はなれ離ばなれになっていた。リオには、その四年間の空白が気になって仕方がないようだ。


　マルクとリオは固い握あく手しゆを交わした。


　それを見て、クリスが呆あきれたようにため息を漏もらし、セリアは困ったように視線を泳がせた。こういった仕草は珍めずらしい。それから、リオはクリスに視線を向ける。


「そういえば聞き損ねてしまいました。自分はリオと言います。あなたはどういった方なのでしょうか」


「やあねえ。あたしよ、クリスよ？」


　リオがポカンと口を開いた。


「クリスさんですか？　分かりませんでした」


　女装だと見み抜ぬけなかったわけではないだろうが、リオは素顔のクリスしか見ていない。この男は顔が変わるほどの厚化粧をしている。同一人物と認識できないのも無理はない。


　マルクが頭痛を覚えていると、クリスがニタリと口の端はしをつり上げた。


「あら？　あたしの女装、あたしが誰か分からなくなるほどかしら？」


「自分にそこまでの技術はありません」


　悲しいことに、リオはセリアから女装を命じられ、健けな気げにそれを四年間も守り続けてきた。女装の技術にも磨みがきがかかっている。


　何故か、セリアがピンと来たとでも言うように手を叩たたいた。そして、クリスと怪あやしく視線を交わし合う。天敵二人の意思疎通アイコンタクトに、マルクは恐きよう怖ふを覚えた。


「セリアさん……何故、扉の鍵かぎを閉めるのです……？」


　マルクが腰こしを浮かすと、それを見み透すかしたようにセリアが扉の錠じようを回した。


「処置中、事故防止」


　──一体なんの処置でどんな事故が起こるというのです……！


「クリス……何故、窓の鍵まで閉めるのです……？」


　部屋の逆方向──窓の側では、クリスが後ろ手に窓の鍵──ネジ式──を回していた。


「だって、必要……でしょう？」


　扉からはセリアが、窓側からはクリスが、じりじりとにじり寄ってくる。


「お待ちなさい。あなた方は、なにを……」


「大だい丈じよう夫ぶ。なんの心配もいらないわ。あたしたちに任せておきなさい？」


「問題解消。尽じん力りよく。要信頼」


　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる二人の天敵。マルクは戦せん慄りつしながら、半ば悲鳴のように自身の影かげへと語りかける。


「走りなさい──〈クフ・リーン〉！」


　マルクの能力は〝影〟である。自身の影を操り、他者の影を拘こう束そく、あるいは破は壊かいする。


　──壁かべを破れば逃げ道を作れます！


　クリスとセリア、二人相手に正面から挑いどんでも勝ち目はない。マルクは、躊ちゆう躇ちよなく逃げを選せん択たくした……のだが。


「は……？　なんです？　彼らは味方だから邪じや魔まをすることはできない……ですって？」


　反抗的な契約精せい霊れいは、ニタニタと含ふくみ笑いを溢こぼしながらマルクの指示に反はん撥ぱつした。


「そう。大丈夫。あたしたちは味方よ？」


「マルク君は、私に仲間だと言ってくれました。ですから私もマルク君に味方します」


　自じ称しよう味方──正確には〈クフ・リーン〉の味方である二人は、悪あく魔まのような笑顔でマルクを包囲した。


　──逃げなくては……！


　窓を破ってでも逃げようと、マルクは果か敢かんに駆け出すが──


「捕らえろ──〈ルー・グー〉」


　瞬またたく間まに床ゆかへと押しつけられる。


「さあて、どんな服にしようかな？　黒のドレスとかどう？」「ジェノバ。歓かん喜き」「いや、止やめて、ひいっ──」「やっぱり？　髪かみ型がたはなにが合うかなあ？」「三つ編み推すい奨しよう」「うふ。セリアさん、話せるう」「いや────むぎゅっ？」「大声を出すんじゃないわ。エルミナさんに聞こえちゃうじゃない」「リオ、能力要求」「ひっ──〈ニーア・ヴー〉！」


　リオの能力は相手の時間を止める。目の前の惨さん事じに震ふるえていた彼は、恐怖に駆られるまま、能力を発動した。





「どうしよう。冗じよう談だんだったんだけど……」


「感無量」


　満足そうに感かん嘆たんの吐と息いきを漏らす天敵二人。


　マルクは、袖そでや裾すそを真っ白なフリルで飾かざった漆しつ黒こくのドレスに身を包んでいた。髪は三つ編みにまとめられて──付け毛というものらしい──唇くちびるには赤い口紅ルージユまで引かれている。ちなみに、ドレスの下にはコルセットやパニエまで着せられている。


　ガックリと膝ひざを折るマルクに、クリスが瞳を輝かがやかせて近づいてくる。


「どうしよう……。あたし、今のあなたが笑ってくれるなら、なんでもできる気がするわ」


　クリストファ＝マルドゥーク──女性の全すべてを愛するがゆえ、彼女たちの気持ちになりきろうと女装まで始めた狂きよう人じん。世界の男は女性を笑わせるための消しよう耗もう品ひん程度にも考えていない男からの、心からの親愛の言葉。


　マルクがプルプルと震えていると、リオが気き遣づかうような視線を向けてきていた。自分が能力を使ったせいでこうなったと、責任を感じているのだろう。しかし──


「それで、何故あなたまでその格好を？」


　ベッドで身を起こすリオは、どういうわけかクリス同様の侍じ女じよ姿だった。部屋に入ったときは寝ね間ま着き姿だったのだが……。


　リオは諦あきらめたように首を横に振ふる。


「分かりません……。気がついたら、こうなっていました」


　マルクを女装させるついでに、着せられてしまったらしい。被ひ害がい者しや同士、痛みを分かち合っていると、リオが突とつ然ぜんハッとした。


「マルクさん、メガネを外してもらっても良いですか？」


「はい？　メガネ……ですか？　まあ、かまいませんが」


「それで、もう少し目を細めて」


　言われなくとも、マルクはメガネなしではほとんどものが見えない。自然と目を細めてしまう。


　それを見て、何故かリオが顔を赤らめた。


「昔の、セリアさんみたいです……」


　マルクの味方など、どこにもいなかった。


　立派な淑しゆく女じよに仕立て上げられ涙なみだぐんでいると、クリスが悪夢のような言葉を投げかける。


「さあ。それじゃあカナメさんを追いかけましょうか。エルミナさんのことはあたしたちが見といてあげるから」


「な、なにを言っているのです。カナメに気づかれずに尾び行こうするのは不可能だと──」


「問題皆かい無む。変装済」


「こ、この格好で追いかけろと？」


　マルクはエルミナとカナメの両方に恋こい心ごころを抱いだいてしまった。彼女たちにこの痴ち態たいを見られては生きていけない。


　絶望の中、最後の希望を託たくすようにリオへと視線を向けるが、彼は沈ちん痛つうそうに首を横に振るだけだった。


「自分も、泣いて嫌いやがりましたけど、聞いてはもらえませんでした……」


　先人の絶望は、そのままマルクの絶望だった。





　　　　[image: ]





　燕えん尾び服ふくは、返してもらえなかった。


　結局、マルクはドレス姿のまま、街へと出ていた。コルセットに内臓を締しめ上げられ、歩くだけでも息が切れてしまう。それでも足下の影は人型で固定していた。


　──こんな格好で知り合いに会えば、私は生きていられません。


　商業都市カーネギー──フロアティナでも指折りの大都市で、マルクが仕事をした回数は一度や二度ではない。依い頼らい人や交流があった人間も少数ながら存在する。


「はあ……。あのころは、良かったですね」


　マルクは〈黒衣〉の名で呼ばれ、多額の報ほう酬しゆうで雇やとわれ、心ゆくまで金を稼かせぐことができた。その金は、今はもう、ない。使い込んだからではない。隠かくれ家がとともに灰になったのだ。


　この街にいると、懐なつかしい思い出が溢あふれてくる。現在、女装までして女の子をつけようとしている現実が、どこまでもマルクの心を傷付けていく。カナメをまだ見つけられないことが、唯ゆい一いつの救いだった。


　これだけの大都市である。行き先の分からないカナメを捜さがすのは、とても難しいことだった。冷静になって考えると、自分は不可能なことをしているのかもしれないが、マルクには着き替がえがなかった。


　──何な故ぜ、こんなことになったのでしょうか……。


　周囲の通行人は、チラチラとマルクを眺ながめていく。怪け訝げん……というよりは、不ふ憫びんなものでも見るような視線である。初めはただの自じ意い識しき過か剰じようかとも思ったが、そうでもないらしい。何故なら──


「君、大丈夫？」


　もう、何度目になるか分からないが、また通行人から心配そうな声をかけられた。


　──私は頭が大丈夫か疑いたくなる格好ですか……。


　実際のところ、よろよろと泣き出しそうな顔で街を彷さま徨ようマルクは、いかにも病弱な令れい嬢じようといった容姿である。誰だれでも手を貸してやりたくなる姿なのだが、すっかり拗すねてしまった彼にはそうは考えられなかった。


　顔を上げると、そこには艶つややかな黒くろ髪かみを揺ゆらす少女がいた。身分のある娘むすめなのか、艶あでやかな着物に身を包んでいる。


　少女の顔を見て、マルクはハッと息を呑のんだ。カナメに負まけず劣おとらず美しい容姿なのだが、その瞳ひとみは金色だった。数あま多たの人種がひしめくこの国でも珍しい色である。


「どうかした？」


　首を傾かしげる少女に、マルクは慌あわてて首を横に振った。背に流れる長い三つ編みが、左右に揺れる。


「な、なんでもありません」
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　せめて声だけでも誤ご魔ま化かそうと、囁ささやくように答える。それはそれで儚はかなげに聞こえ、余計に女らしく見えてしまうのだが、マルクはそれを自覚しなかった。


　少女はなおのこと心配そうな顔を見せる。


「具合悪いの？　医者呼ぼうか？」


　──冗談ではありません。


　医者などに〝診しん察さつ〟されれば女装など誤魔化しようがない。マルクは破は滅めつである。


「だ、大丈夫です！　医者などに迷めい惑わくをかけるわけにはいきません」


　蒼そう白はくになりながらも囁くように答えるマルク。少女が怪訝そうな顔をした。


「君、もしかしてなにかトラブルに巻き込まれてるの？」


　トラブルと言うなら紛まぎれもなくトラブルである。マルクの表情を肯こう定ていと受け取ったらしく、少女は深刻そうな顔を見せる。


「どうしよう……」


　少女は通りへと視線を向ける。その先に時計があった。時間を気にしているらしい。なにか用事があるだろうに、マルクの手助けをしようと考えているようだ。


　──申し訳ありませんが、それは余計なお世話ですよ。


　カナメを捜すのに、人手が多いのはありがたいが、女装がバレる危険が増えることの方がマルクには恐おそろしい。


　──このまま逃げますか……。


　少女の助けはお互たがいにとって不利益になるだけである。逃げ出した赤の他人まで助けようとするお人ひと好よしは、少ないだろう。


　マルクは少女の気を逸そらすため、通りを指差した。


「あ、あれはなんですか！」


「え？　あ、リキッドさん」


「へえ、リキッドさんですかっ──？」


　全力で駆かけ出そうとしたマルクは、その名前に足を止めてしまった。


　背後から、カラカラとなにかの車輪の音が近づいてくる。馬車ほど大きなものではない。そしてそれは、マルクには聞き覚えのあるものだった。


　恐る恐る振り返ると、そこには車くるま椅い子すに乗った老人の姿があった。鷲わしのように曲がった鼻。深い皺しわが刻まれた顔には大きな火やけ傷ど。片眼鏡モノクルをかけており、温厚そうな笑顔と傭よう兵へいのような威い圧あつ感かんを混在させる、不思議な男だった。


　──どうしてここに〈戦いくさ艦ぶね〉がいるのです！


　それは〈戦艦〉の名で知られる契けい約やく者しや──リキッドだった。マルクに契約者のいろはを教えてくれた人物であり、師し匠しようとも呼べる存在である。


　数少ない知り合いに、とうとう出くわしてしまった。マルクがガタガタ震えていると、リキッド老は愛いとしい教え子にそうするように笑いかける。


「やあ、こんにちは。また会ったね。用事があるのではなかったのかね？」


「こんにちはリキッドさん。……そうなんですけど、この人が困ってるみたいなんで」


　リキッドは、この街のギャングに雇われており、街の人間からも慕したわれている珍めずらしい契約者である。組み合わせた手の上に顎あごを載のせると、良くできた生徒を褒ほめるように温かく笑いかけてきた。


「これはすまないことをしたね。こちらのお嬢さんはわたしの知り合いでね。待ち合わせ場所を間ま違ちがえてしまったらしい」


「そうなの？」


　少女は不思議そうな顔をしたが、リキッドがいたずらっぽく片目を瞑つぶったので、マルクも慌てて首しゆ肯こうする。


「そうだったんだ。良かったね、ちゃんと会えて」


「え、ええ……。あなたも、ありがとうございました」


「ううん。それじゃあ」


　そう言い残すと、少女は凄すごい勢いで走っていった。どうやら、本当に急ぎの用事を抱かかえていたらしい。


　──綺き麗れいな、娘でしたね……。


　袖そでを揺らすその背中を見送っていると、リキッドが知ち恵え深い賢けん人じんのような声音で語りかけてくる。


「話を合わせてくれて助かったよ、お嬢さん。あの娘こは数年来の友人と会うらしくてね。行かせてやりたかったのだよ」


「いえ、こちらも迷惑をかけずに済んで助かりました。では」


　向こうはまだ自分の前にいるのがマルクだとは気付いていないようだ。スカートの裾すそを持ち上げ、マルクが速やかに立ち去ろうとすると、リキッドは並んで車椅子を走らせる。


「まあ、待ちたまえ。彼女にああ言った手前、君の面めん倒どうはわたしが見る義務がある」


「け、結構です」


「そうかね？　だが君はすでに街の中で噂うわさになりつつある。軽率な行動は控ひかえるべきだろうね」


「う、噂ですって？」


　思わずマルクが足を止めると、背中で三つ編みがタスンと跳はねる。


　そして結構な速度を出していたにも拘かかわらず、車椅子もピタリと停車する。リキッドが懐かしい思い出を回かい顧こするようにクックと笑う。


「君は、声をかけられては逃げ出していただろう？　それにそれだけ思い詰つめた顔でウロウロしているのだ。なにかあると考える人間は多いさ」


　なにも言い訳ができず、マルクが呻うめいていると、リキッドは励はげますような声をかける。


「わたしはこの街では顔が広い方でね。大方のトラブルは解決できると思っている。どうだろう、頼たよってみる気はないかな、お嬢さん？」


　──能力を使わずに、この男を振ふり切るのは不可能です。


　マルクに能力の使い方を教えてくれたのはこの男である。能力を使えば確実に正体がバレる。


「実はカナ……いいえ、シュウという男を捜しています」


　マルクはあくまで〝シュウ〟という男が何者なのかを知りたいのだ。というか、この格好をカナメに見られては、マルクはもう生きていけない。


「ほう……？　シュウという男、かね」


　リキッドはどこか面白がるような声を漏もらすと、沈痛そうに俯うつむいた。


「なるほど。確かにそれは難題だろうね」


「何な故ぜです？」


「シュウという人物は、少々特とく殊しゆな立場の人間でね。いろんな力で守られているのだよ。実際に会うことは難しい」


　シュウという人物は希代の義ぎ肢し職人らしい。それはマルクも聞いていたが、接せつ触しよくすることすら難しいとまでは思っていなかった。


　──何故、カナメはそんな大人物と知り合いなのでしょうか……。


　──ちょいとした仲──胸の奥から、もやもやとした不快感がこみ上げてくる。そんなマルクを見かねたように、リキッドはなにか思い出したように手を叩たたいた。


「ああ、そうだ。君を直接会わせることはできないが、手がかりを与あたえることはできるかもしれない」


「手がかり……ですか？」


「そうとも。その意味を見つけることができるかは、君次第だがね」


　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、マルクは決心を固めた。


「……よろしく、お願いします」


「ふむ。結構」


　そのときのリキッドは、何故か笑いを堪こらえるのに必死のように見えた。
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「ここは、なんの店でしょうか……？」


　リキッドに連れられて、マルクがやってきたのは大きな店だった。中にはたくさんのテーブルが並んでおり、カフェテラスか食堂のように見える。


「この辺りは、飲食店の生存競争が激しくてね。どこの店も客の目を惹ひこうと、変わった趣しゆ向こうを凝こらしているのだよ。その中でもこの店は一風変わっていてね。君が捜さがす、シュウという人間も出入りしている」


　つまり、店の中で捜せということらしい。


「……ありがとうございます」


「なに、礼には及およばんよ。それに、大変なのはこれからだぞ？」


　リキッドが店内に進もうとしたので、マルクは先んじて扉とびらに手をかける。車椅子ゆえの配はい慮りよというより、屋や敷しきでの習慣ゆえである。


　そして扉を開くと────





「「「「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま！」」」」





　マルクは、そっと扉を閉めた。


「どうしたのかね？」


　リキッドの不思議そうな声に、マルクはヒクヒクと顔を引きつらせた。


「……少々、不思議なものが見えたもので」


　驚おどろいて扉を閉めてしまったが、中にはスーツ姿……いや、見み間ま違ちがいでなければ、マルクにとって慣れ親しんだ服装──燕えん尾び服ふくを着こんだ男たちが並んでいたのだ。


　リキッドはおかしそうに肩かたを揺ゆらす。


「変わった店だと言ったはずだよ」


　再びクックと肩を揺らすとリキッドは試すようにマルクの顔を覗のぞき込む。


「もう、止やめておくかな？」


「こ、ここまで来て、引き下がるわけにはいきません」


　そう、女装までしてこんなところに来ているのだ。引き下がれば楽になるかもしれないが、今までの苦く悩のうが全すべて無む駄だだったことになってしまう。


　意を決してマルクが扉を開けると、再び同じ声がかけられる。


「「「「お帰りなさいませ、お嬢様！」」」」


　中で整列していたのは、やはり燕尾服に身を包んだ青年たちだった。全員、不気味なくらい容姿が良い。採用の基準に容姿も含ふくまれているのだろう。マルクが怯ひるんでいると、背中の三つ編みまで怯んだようにもつれた。


「やあ、いつ見てもこの店は圧巻だね」


　愛しい教え子の作品を愛めでるようにリキッドが頷うなずくと、燕尾服の青年団──観念して執しつ事じと呼ぼう──たちは、一いつ斉せいに仰のけ反ぞった。


「「「「〈戦艦〉様──っ？」」」」


　ここでも、リキッドの顔は通じるらしい。


「君たち、すまないがこのお嬢さんはわたしの古い知り合いでね。少しばかり楽しませてやってほしい」


　その言葉で、執事たちの間に緊きん張ちようが走った。街の有力者からの紹しよう介かいである。不手際を見せるわけにはいかないのだろう。


　──私は、ただ単に〝シュウ〟という男の情報を知りたいだけなのですがね……。


　未いまだに、知ってどうしたいのか、自分でも分からない。ただ、気になって仕方がないのだ。それだけのことなのに、何故こうも話が大おお事ごとになってしまったのだろうか。


　マルクが頭痛を覚えていると整列する執事の中から一名が前に進み出た。


　見たところ、十三、四歳だろうか。マルクよりも幾いく分ぶんか年下である。大の大人たちが怯んでいる中、一人前に進み出られるのは、ただ脳天気だというわけではないだろう。


　少年は愛あい嬌きようのある笑顔で腰こしを折った。


「お待たせて、すみません。あ、お待たせして、です。席にご案内します」


　舌を嚙かみそうになりながらも、少年は懸けん命めいに接客をしようとする。マルクでさえ、健けな気げだと思った。


「代金のことは気にしなくて良い。ゆっくり楽しんでくれたまえ」


　リキッドに見送られ、マルクは少年の後に続いた。


　通された席は、椅い子すからしてずいぶん上等なものだった。〈戦艦〉の紹介ゆえ優ゆう遇ぐうされたといったところだろうか。キョロキョロと周囲を見み渡わたし、マルクはふと疑問を覚えた。


　──女性客しかいませんね……。


　確かに男しかいない店に好んで入りたがる男もいないだろう……いや、一部の人間の場合、それも考えられるが、この店では追い出されそうに思える。


　──リキッドは〝この店に出入りしている〟としか言いませんでしたね……。


　出入りしているのは、客だけとは限らない。店員とて、店に出入りしていることには違ちがいないのだから。


　──つまり、店員の中にいる可能性もあるわけですか。


　マルクがそう観察していると、別の執事がやってきた。こちらは金きん髪ぱつの青年で、落ち着きのある物もの腰ごしだった。


「お嬢様。メニューをどうぞ」


　お嬢様──自分が女装している事実を突つきつけられ、また一つ気が重くなる。


　なにも注文しないわけにもいかないので、飲み物でも頼たのもうかと考えたときだった。


「お、お水を、お持ちしま──あっ！」


　先ほどの少年が、トレイにコップを載せて運んで来たのだが、絨じゆう毯たんに足を取られたのか躓つまずいていた。


　躓いた少年の手から、トレイと水入りのコップが放り出される。コップから溢あふれた水は、真っ直すぐマルクに向かって降りかかる。


　水に濡ぬれる──濡れた服の着き替がえを勧すすめられる──女装だとバレる──破は滅めつ！


　瞬しゆん時じに最悪のシナリオを導き出したマルクは、迷うことなく手に持っていたメニューを全力で振るう。


　マルクと水みず飛沫しぶきの間に、人ひと影かげが割って入ったのは、そのときだった。





　ドゴンッ──紙製のメニューが立てたとは思えない音が、響ひびいた。





　衝しよう突とつの衝しよう撃げきに堪たえられなかったらしく、厚紙のページが破れ散る。マルクとて、裏うら稼か業ぎようでは名の知れた契けい約やく者しやである。降りかかる水を振り払はらう程度は造作もない……のだが、危機感に衝つき動かされたそれには、必要以上に力が込められていた。


　その全力の一いち撃げきを後頭部に受けた執事──先ほどのこのメニューを持ってきてくれた青年──の首は、鋭えい角かくに折れ曲がっていた。そして正面からは水とコップが衝突する。


　周囲の客たちはもちろんのこと、コップを引ひっ繰くり返した少年ですら啞あ然ぜんとし、悲鳴を上げることすらできなかった。


　倒たおれた青年は、しばらくピクリとも動かなかったが、やがてプルプルと震ふるえながらも立ち上がる。……まだ、脳のう震しん盪とうを起こしているらしく、今にも倒れそうだが。


　青年は、頭からダラダラと血を流しながらマルクへ視線を向ける。マルクはビクッと身を震わせた。背中の三つ編みも跳はね上がる。


「素晴らしい……一撃でした。ただ速いだけではなく、鞭むちのようにしなやかで、それでいて衝突の瞬しゆん間かんには手首の捻ひねりまで加えられていました」


　それから、ハンカチで顔の血を拭ぬぐう。どんな素材でできているのか、血は広がることなく綺き麗れいに拭ふき取られる。


「どうやら、差し出がましいことをしたようです。お許しください、お嬢様」


　なんという男だろうか。事故とはいえ、己を殴なぐりつけた相手にこれほどの接客。マルクは自分がいかに未熟か思い知らされた気持ちだった。


　続いて、青年は跪ひざまずくと懐ふところから一足の靴くつを取り出した。女性用の踵かかとが鋭するどく尖とがったものだ。


　自分の靴は、それほど汚よごれているのだろうか？　マルクが首を傾かしげると、青年は褒ほう美びを欲しがるような顔でマルクを見上げた。


「次は、どうぞこの靴をお使いください」


「靴……で、ございますか？」


　その意図が理解できず、マルクが困こん惑わくすると、青年は切なそうに吐と息いきを漏もらした。





「この靴で──踏ふんで、いただきたい！」





　空気が、凍こおりついた。気のせいか背中の三つ編みまでささくれ立っているように思う。


　今、この男は一体なにを言ったのだろうか？　マルクは自分の耳……いや、正気を疑いながら問いかける。


「どういう、意味でしょうか……？」


「この靴を以もつて、わたくしめを、思いっきり踏みつけて──いだあっ？」


　変態的な欲よつ求きゆうを訴うつたえる青年の頭を、誰だれかの靴が踏みつぶした。見れば、今し方水を溢こぼした少年だった。


「こうですかあ？　駄だ目めですよハンスせんぱい。こちらのお嬢様は、ぼくが接客中なんですから横取りみたいな真ま似ねをしたら」


　そこに、先ほどまでの愛くるしい少年は、いなかった。腹の底から黒い笑みを浮うかべたかと思うと、今度はまた慌あわてた声を上げる。


「た、大変です！　お嬢様、ごめんなさい。ぼく、うっかりしちゃって、お洋服は汚れてないですか？」


　その変化が、余計に恐おそろしかった。恐らく今転んだのも、青年の執事が庇かばうと見み越こして……いや、彼にかけるつもりでやったのだろう。マルクが戦せん慄りつしていると、足下で潰つぶれていた青年──ハンスが、勢いよく起き上がる。


「くす……。ルカ、ご案内するだけで〝ご奉ほう仕し〟を忘れたあなたの失敗を取り繕つくろってあげただけですよ」


「そんな！　ハンスせんぱいの〝ご奉仕〟って踏まれることじゃないですか。そんなの、普ふ通つうの人は気持ち悪いって思うんですよ？」


　ルカと呼ばれた少年は、天使のような笑顔で悪あく罵ばを吐はく。


　睨にらみ合うハンスとルカ。マルクは今すぐここから逃げ出したくて仕方がなかった。





「うぜえ。いつまでも一人の客にかかってんじゃねえ、カスどもが」





　睨み合う二人を別の青年が蹴け飛とばした。


　こちらの青年は、燕尾服もだらしなく着き崩くずし、口には煙草たばこまで咥くわえていた。とても接客員には思えないが、今の二人よりはよほどまともそうに見えた。


　青年はマルクの前に飲み物をポンと置く。


「別に、お前のために用意したわけじゃあ、ねえからな」


　青年は、何故か顔を赤らめてそっぽを向いていた。


　──なんですかこの面めん倒どう臭くさい方は……。


　マルクが虚きよ脱だつすると三つ編みもくしゃっともつれた。続いて、青年の咥え煙草を誰かの手がパッと握にぎった。


「ラインハルトせんぱい。今ごろ出てきて偉えらそうな顔しないでくれますかあ？」


　火のついた煙草を握り潰したのは、ルカ少年だった。


「そうですね。貴方あなたは歩くだけでこの店の品位を貶おとしめている。この機会に踏み潰されるべきでしょう。虫のようにね」


　ハンス青年からの悪罵に、最後の青年──ラインハルトの顔に朱しゆが差した。


「上等。トップが三人もいる時点で気に入らなかったんだ。そろそろ、誰が頂点なのか理解しろカスども」


　熾し烈れつな睨み合いを始める三人を、マルクは腐くさった魚のような目で眺ながめていた。三つ編みまで精せい彩さいを欠いて見える。


　──とりあえず、シュウという男はこの三人の中にはいないようですね。


　それが分かっただけでも、収しゆう穫かくだったと考えよう。いい加減、精神が疲ひ弊へいしきってきたので、マルクがそっと席を立とうとしたときだった。


「──だったら、ぼくたちの中で誰が一番良いか、お嬢じよう様さまに決めてもらったら良いじゃないか！」


「面白い。お嬢様ならば接客のメソッドというものをご存じだろうよ、カスども」


「あなた方はお嬢様への〝ご奉仕〟というものを理解していない。そうでしょう、お嬢様」


　お嬢様と連呼され、マルクはなんかもう、逃げるのも無理そうだと悟さとった。
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　一時間後。マルクは、まだ店の中に囚とらわれていた。


　適当に一人を指名してさっさと逃げようともしたのだが、それではフェアじゃないと、客たちから不満を投げかけられた。なんでも三人はこの店のトップたちで、彼らの諍いさかいはむしろ名物となっているらしい。


　そして、彼ら三人が巨きよ大だいなデコレーションケーキを建造するのを眺める羽目になっていた。一体誰に食べろというのだろうか。


　──そもそも何な故ぜ、デコレーションケーキなのです……？


　店のメニューの中で一番困難だとか、女性人気が高いとか、そんなことを言っていたような気がする。


　気がつけば部屋の中は薄うす暗ぐらくされており、マルクとデコレーションケーキだけがスポットライトを当てられていた。どれを選んでも文句を言われそうである。


　──どれを選んでも……？


　思考を放ほう棄きしていたマルクの瞳ひとみに、幽かすかな光が戻もどった。執しつ事じたちの沈ちん黙もくする中、マルクはヨロヨロと立ち上がると、マイクを手に取る。そして、静かな声で囁ささやいた。


「誰がトップなのか、ようやく分かりました」


　そして、整列する三人を示す。


「常に張り合い、技量を高め合うあなた方は、三人でトップなのです！」


　やけくそ気味にそう叫さけぶと、三人の執事は驚おどろいたように顔を見合わせた。それから、誰からともなくフッと笑みを浮かべる。


「お嬢様、すてきなことを言うです」


「さすがはお嬢様。愛のある決定です」


「結局、お嬢様の一人勝ちってところか？」


　──ああ、もう、その人をお嬢様呼ばわりするのは止やめていただきたい。


　思えば、その呼び名がマルクの心をズタズタにしているのだ。


　盛大に盛り上がる周囲を余よ所そに、マルクはフラフラと店の外に出ようとする。そこをまたあの三人に呼び止められた。


　──これ以上、なにをしろと？


　マルクが涙なみだぐんでいると、三人が駆かけ寄ってくる。


「お嬢様。もう良いんですか？　ぼくたち、お嬢様を楽しませることができましたか？」


　そのひと言に、マルクはハッとした。彼らはそのために頑がん張ばっていたのだ。マルクは、恐らく自分が退たい屈くつそうな顔をしていただろうことを思い出し、少し反省した。


「いえ、とても楽しかったですよ。ただ、どの方も素晴らしかったので、どう選べば良いか分からなかっただけで……」


　全力での噓うそに、三人はホッとしたような顔をした。


「もう、他にやってほしいことはねえのか？」


「はあ……あ、やってほしいことというわけではないのですが……」


「なにかございますか？」


　ここまで付き合ったのだ。彼らもなにか教えてくれるだろう。マルクは期待を込めてそれを問いかけた。


「実は、シュウという男性を捜さがしています。ご存じの方はいらっしゃいませんか？」


　三人は、顔を見合わせた。


「シュウっていう、男の人？　じゃあぼく、ちょっと分からないな」


「そうですね。男性となると、心当たりがありませんね」


「俺もだな。他の奴やつにも訊きいてみるか？」


　それは、隠かくしているわけではなく、本当に知らない様子だった。


　──まあ、店員以外に男性が出入りするようには思えませんね……。


　騒そう動どうに巻き込まれながらも、マルクは店員や客を観察していたが、確かに東洋人の男は一人も見当たらなかった。リキッドの言葉は、間ま違ちがいだったのだろうか？





　落らく胆たんしながらも、三人に礼を言って外に出る。そこではリキッドが待っていた。


「どうだったかな？　少しは楽しめただろうか」


　マルクは首を横に振ふった。少し乱れた三つ編みが背中で揺ゆれる。


「せっかくですが、ああいった場所には馴な染じみがないもので」


「そうか。それは残念だね。情報の方はどうだったかね」


　そちらもマルクは首を横に振る。リキッドは仕方なさそうに片目を瞑つぶった。


「それでは一つヒントを差し上げよう。君は今日、確かにそのシュウさんに出会っているのだよ。それに気付いていないのは、君が前提を間違えているからだ」


「なんですって？」


　リキッドは大きなヒントをくれているように思えるのだが、先ほどの一件で疲弊しきった脳では、上う手まく考えがまとまらなかった。


　マルクが肩かたを落とすと、リキッドは励はげますような声をかける。


「なに。君ならば、いずれ真実にたどり着けるだろうさ」


「はあ……。だと、良いのですが」


　釈しやく然ぜんとしないマルクに、リキッドが朗らかな笑みを投げかけた。


「それはそうと、ジェノバは元気にしているかね？　最近、とんと連れん絡らくが来なくなってね」


「ジェノバですか？　今、少々連絡が取れないことになっていますが、屋や敷しきでは元気に……？」


　言いかけて、マルクは自分の顔が引きつったのを感じた。


「な、なんの話でしょうか……？」


　マルクがダラダラと嫌いやな汗あせを流していると、リキッドは親指を立て、それを地面に向ける。そこには、山犬プリンシツプの形をした影かげが広がっていた。


「あいにくと、わたしはそういう〝影〟を持った人間を一人しか知らない」


〈クフ・リーン〉は、初めからマルクの命令など聞いてはいなかったのだ。


「まあ、何故そのような格好をしてるかは訊かないが、淑女の秘密をかぎ回るのは止めた方が良いだろうね」


　そう言い残すと、リキッドは去っていった。


　長い長い慟どう哭こくが、澄すみ切った空に木こ霊だました。
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　同時刻。別の場所を白い髪かみの少女──カナメが歩いていた。隣となりの人物と親しげに話しながら。


「──うん。ボクも会えて嬉うれしかったよ。それで、こっちに帰ってくるつもりはあるの？」


「すまぬ。今は、まだやることがある」


「そっか……。ううん。カナメにそれだけ大切なものができたってことの方が嬉しい。義ぎ肢しの方は任せて。……そろそろ、時間？」


「う、む……。ま、またの」


「うん！　今度はボクが会いに行くよ」


　旧友と別れると、前方の路地に見覚えのある人ひと影かげがあった。


「話はついたぞ。その、リオと申すものの義肢は、作ってもらえるのじゃ」


「ありがとう、カナメさん。今の人がシュウさん？　金色の瞳なんて珍めずらしいわね」


「あやつも笑わせたいのか？」


「ええ。でもそれは今見せてもらったわ。で、そのお礼と言ってはなんだけど、ちょっと来てもらえるかしら？」


「さすがに、そろそろエルミナの元に戻らねばならぬのじゃが……」


　時刻は昼をだいぶ回っている。そろそろ旅館を引き払はらう支度を始めなければならない。


「大だい丈じよう夫ぶよ。帰り道だから」


「仕方がないの……。一体、なにがあるというのじゃ？」


「それはもちろん、あなたに最高の笑顔で笑ってもらうためよ」


　人影──クリスに誘さそわれ、カナメはその後へついていった。


　やがてたどり着いたのは、大きなカフェテラスだった。その前に、漆しつ黒こくのドレスに身を包んだ少女が頽くずおれている。


「なんじゃ。今度は、あやつを助けよと申すのか？」


「いいえ。女の子ならそうするところだけど、あれ、男なのよ」


「……あれも、男なのか」


　カナメは一度しか面識がないが、リオも女装していた。流は行やっているのだろうか？　自分の目を疑っていると、クリスはおかしくて堪たまらないというように含ふくみ笑いを漏もらした。


「あれね、実はマルクなの」


「マルク？」


　──あ、あやつ、やはりクリスとは兄弟なのじゃな……。


　カナメが絶句していると、クリスはバチリと片目を瞑った。


「あの馬ば鹿か、カナメさんに気付かれないようにあんな格好してるのよ」


「私に？」


　確かに〝会わない〟と約束したが、変装ならば他にやりようがなかったのだろうか？


　困こん惑わくしていると、クリスがニッと口の端はしをつり上げた。


「カナメさん、シュウさんに義肢を依い頼らいしたでしょう？　でもあの馬鹿、あなたとシュウさんがどういう関係なのか気になってしかたがないんだって」


「どういう関係もなにも、昔の仲間だというだけじゃが……」


「あたしたち、キョクトの名前にはあまり馴染みがないのだけど、シュウって男の人の名前に思えるのよ」


「つまり、シュウを男じゃと思っておったのか？」


「そういうこと」


　カナメはマルクに気持ちを告白した。今さら昔の仲間に男がいたからといってどうだと……いや、確かにカナメもマルクとジェノバが再会したときは気が気ではなかったが……つまり、マルクも同じ、だというのだろうか？


「そ、それはもしや、その……」


「うん。いわゆる〝ヤキモチ〟ってやつよね」


　カナメは、自分がゆでだこのように赤くなっていることを自覚した。


　──あやつも、私に、そのような気持ちを抱いだくのか……。


　それも、あんな格好をしてまで探りたくなるほど？　そう気付いてしまうと、もうどうしようもなかった。


　──あ、無理じゃ……、笑ってしまう……。


　弛し緩かんしてしまう顔をなんとか取り繕つくろおうとすると、クリスが満足そうに声を上げた。


「そう、その顔が見たかったのよ！」





　マルクは知るよしもないが、本日彼がこうむった悲劇の全すべては、この瞬しゆん間かんのためにクリスが仕組んだことだった。


　その後、カーネギーを始めとする一部の都市で、マルクの女装写真が高値で取り引きされることになるのだが、それはまた別の話である。
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　カラカラと、車輪の音が近づいてくる。続けてギイッと音を立てて、部屋の扉とびらが開かれる。車輪の音はそのまま近づき、すぐ側そばで止まった。


「彼らはこの街を発たったよ」


　老人の嗄しわがれた声が、そう告げる。


　ホッと、安あん堵どの吐と息いきが漏れたのが、自分でも分かった。


「これで、良かったのかね？」


　その問いかけに、答えはない。それでも老人は言葉を続ける。素行の悪い生徒を諭さとすように、あるいは、悩なやみ疲つかれて蹲うずくまった若者を励ますように。


「君は以前もそこで蹲っていたね。だが、君は自分の足でそこから歩いていった。私にできることはもう終わった。そう、思っていた。だが、君はまた戻もどってきてしまった」


　それは自分が弱いからだ。自分が逃にげる先は、ここにしかない。


「なにがあった、とはもう訊くまい。だが、私ももう歳としを取った。君をそこに置いておくことはできても、助け起こすことはできないだろう」


　それで、良いのだ。十分なのだ。今誰だれとも話したくない。老人に恩を感じていないわけではないが、それでもまだ独りで蹲っていたいのだ。


　その沈ちん黙もくを拒きよ絶ぜつと理解したのだろう。老人はどこか疲れたようにため息を漏らした。





「道化であり続けることは、辛つらいかね？」





　ガタン──と、金属がぶつかる音がした。老人には、隠し事ができない。全て見み抜ぬかれていた。


「──辛くは、ない」


　初めて発したそれは、掠かすれてはいるが少女の声だった。


「ただ……ときどき、疲れる」


　道化で、ありたかった。なにも考えず、ただ騒そう音おんと騒動を撒まき散らし、人から叱しつ咤たと罵ば声せいを浴びせられながらも、仕方のないやつだと笑ってもらえる、そんな道化でいたかった。そうすれば、なにも悩まなくて済むから。


　そして、老人が言う〝彼ら〟はそうして笑ってくれる人たちだった。だけど、自分はもう、道化にはなれない。……少なくとも、今は。


　立ち止まってしまった。考えてしまった。そして、思い出してしまった。道化ではない自分など、誰にも見られたくはない。だから少女はここから動けなくなってしまったのだ。


　老人は、知ち恵え深い賢けん者じやのごとく、温かさと厳しさを同居させた不思議な声音で言った。


「今も昔も、君は私にとっては愛いとしい愛まな娘むすめのようなものだ。だが、だからこそ、私は君にそこから立ち上がってほしいと、切に願っている。我が友の娘──ジェノバ」


　痛い、と感じた。言葉に刺とげがあるわけではない。ただ、どこまでも自分の内面に響ひびく言葉なのだ。


　カラカラと車輪の音が遠ざかっていく。鋼鉄の棺ひつぎの中、ジェノバはそれを安堵と寂せき寥りように苛さいなまれながら聴きいていた。


　黒が好きだ。黒は単純で、純じゆん粋すいで、なにもかもを覆おおい尽つくしてくれるから。


　暗くら闇やみの中、ジェノバは膝ひざを抱いて瞼まぶたを下ろしていった。






　第二章　山犬は番犬に追われ







「──あっ！」


　カーネギーを遠く離はなれたロックウォールの街郊外──そこに聳そびえるヴァレンシュタイン家邸てい宅たくである蜃しん気き楼ろうの屋や敷しき。その主あるじエルミナの寝しん室しつにて、小さな悲鳴に続いて──ガタンッ──なにかがひっくり返った音が響いた。


「は、はわわわ、やっちゃいました！」


　エルミナの寝室を掃そう除じしていたアイシャは、引き出しがついた棚たなをひっくり返していた。はたきで叩たたいていただけのはずなのだが、何な故ぜだろう？


　クルクルとした癖くせ毛げを真っ白なヘッドドレスで押さえつけ、群青のワンピースの上には清潔な前まえ掛かけ。活発そうな褐かつ色しよくの肌はだに琥こ珀はく色の瞳ひとみ。アイシャは大陸先住民クーランと呼ばれる民族で、力が強い。彼女が不器用な要因の一つは、力加減ができていないことにある。


　それはともかく、倒たおれた拍ひよう子しに引き出しが開いてしまったらしく、中身が散乱してしまっていた。慌あわててそれを拾い集めていると、部屋の扉が叩かれた。


「アイシャ、なにを壊こわしたんだい？」


　なにがあった、とは訊きいてもらえなかった。


　声をかけて扉を開けたのはドミニクだった。


　マルク同様、皺しわ一つなく整えられた燕えん尾び服ふく。十代から五十代までのどの年ねん齢れいにも見える容姿。どこまでもゆるみきった空気を垂れ流しているが、契けい約やく者しや揃ぞろいのこの屋敷で唯ゆい一いつの人間であり、その契約者たちを束ねる存在である。


　部屋の有様を見て、ドミニクはフニャリと笑う。


「ああ……良かった。壊れているものはないみたいだね」


　叱しつ責せきどころか、あたかも〝よく頑がん張ばったね〟とでも褒ほめるような口調。さすがにアイシャは憤ふん慨がいして頰ほおを膨ふくらませた。


「ドミニクさん、あたし、別になんでもかんでも壊してるわけじゃないです。割れ物じゃなかったらそんなに壊さないです」


「割れ物じゃなくても壊すだろう、君は。そもそも壊すって自覚してるんなら触さわるのを止やめようよ」


　と、こちらはどこか涙なみだぐんだ声だった。


　現在、屋敷の使用人はアイシャとドミニク、そして庭師のアーロンしかいない。主のエルミナが遠方に出かけ、皆それに追従、あるいは別の用件を抱かかえて出かけていった。


　一気に人手が足りなくなってしまった。食事はドミニクが作ると言ってくれたが、アイシャもなにかしようと調理を試みて──厨ちゆう房ぼうを〝破は壊かい〟してしまった。普ふ段だんならばセリアかマルクがいてくれるので、少々の失敗なら彼らが未然に防いでくれていたのだ。


　ドミニクが気付いて駆かけつけたときには、厨房は割れた食器と焦こげ付いた鍋なべ、そして砕けたテーブルで大変な有様だった。


　ネズミを見つけてしまったので──主のエルミナはネズミが苦手だ──退治しようとしたのだが、少し慌てていたためテーブルごとたたき割ってしまったのだ。さすがに、あれは失敗だったと思う。


　──おかしいなあ。昨日の夕方はこんな失敗しなかったのに……。


　昨晩はすでに食器も用意してあったため、アイシャが危険物──破壊される可能性のある食器等──に触ふれることはなかったのだ。実際のところ、それは従僕のオウマが用意してくれていたのだが、アイシャはそれに気付いていなかった。


「あう、でも、そのほら、テーブルは、元に戻りましたよ？」


　ここは蜃気楼の屋敷──揺ゆらめく蜃気楼はなにものにも破壊できない。ものが壊れても時間を戻したように復元されるのだ。他にも庭園には季節を無視した草花が咲さき乱みだれていたり、主の許可なきものを遠ざけたりと、数多くの怪かい異いが備わっている。


　それゆえ、アイシャの失敗もさほど大事にはならない……はずだ。


「マルドゥーク君……早く、帰ってこないかなあ」


　ドミニクが膝を抱えてしゃがみ込んでしまった。さすがに休きゆう暇か中の彼に心労を重ねさせてしまったことで、アイシャも罪悪感を覚えた。


「ご、ごめんなさい。気をつけ──」


「──マルドゥーク君がいないと、新しい骨こつ董とう品を飾かざれないじゃないか……」


「ドミニクさん、マルクさんに謝ってください」


　アイシャはぴしゃりと叱しかりつけた。瞬またたく間まに立場が逆転すると、ドミニクはいつも通りフニャリと笑った。


「まあ、それはそれ。お互たがいなかったことにしようじゃないか」


「ドミニクさん、最近言動がマルクさんに似てきてます」


「おや、おかしいな」


　ため息を漏もらしながらも、アイシャは床ゆかに散らした小物を片付ける。棚から抜ぬいた引き出しに戻していき、アイシャはふと手を止めた。


「あれ？　これって、手紙……？」


　アイシャが拾ったのは長方形の小箱だったのだが、その中には便びん箋せんが収められていた。結構な枚数である。


　それを見て、ドミニクは懐なつかしそうに苦笑した。


「ああ、それか。懐かしいな。エルミナお嬢じよう様さまが持ってたんだね」


「いっぱいありますね。なんの手紙ですか？」


「全部同じ人からだと思うよ。文通してたんだ」


　文通──さすがにプライベートな手紙を勝手に見るのは問題だろう。アイシャは引き出しの中に仕し舞まおうとするが、動かした拍子に何通かが箱から抜け落ちてしまった。


　慌てて拾い集めて、ふとその宛あて名なが目に留まった。


「エミリオ＝ヴァレンシュタイン……？　これって、エミリオさんの手紙なんですか？」


「うーん……。文通をしてたのは確かにエミリオお嬢様だったんだけどねえ。なんというか、エルミナお嬢様に代筆をお願いしてたんだよね」


「代筆って、代わりに書いてもらってたんですか？」


「そう。あのころ、エミリオお嬢様は字が汚きたなかったからねえ……。手紙を書くのが恥はずかしかったんだよ」


　ドミニクはしみじみと語るが、良いのだろうか？　そんな主の恥ずかしい過去を暴ばく露ろしても……。


「でも、ちょっと意外です。エミリオさんでもそういうことがあるんですね」


「エミリオお嬢様は、エルミナお嬢様と違ちがって勉強が苦手だったからね」


　なにやら他ひ人と事に聞こえなくてアイシャは肩かたを落とす。それから、ふと疑問を覚えた。


「あれ？　でも、それじゃあなんでエルミナがこれを持ってるんですか？」


　代筆を請うけ負おっていたとはいえ、手紙の宛あて先さきはエミリオなのだ。姉妹とはいえ人の手紙を勝手に読むのはいけないことではないだろうか。


　アイシャの疑問に、ドミニクはフニャリと笑った。


「だからびっくりしてるんだよ」


　まったくもって説得力のない表情ではあるが、どうやらドミニクも知らなかったらしい。


　首を傾かしげながらも、アイシャはなんとなく封ふう筒とうを裏返した。なにかが足りない気がする。


「……？」


　差出人の名前は、書いていなかった。
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「服、返してください」


　涙の跡あとを拭ぬぐおうともせず、マルクはそう言った。リキッドに女装がばれて数十分後。マルクは打ち拉ひしがれながらも旅館まで戻もどってきていた。


　そこにクリスの姿はなかった──恐おそらくジェノバを捜さがしに行ったのだろう。そしてまた誰だれかを不幸にしているのだろう──マルクは、それが自分自身だとは知るよしもない──が、セリアはいた。


　セリアは、全すべて分かっているというように頷うなずくと、普段からは考えられないほど優しい仕草でマルクの手を取る。こんなに友好的な態度を取られたことは初めてだった。


「な、なんです？」


　裏返った声を上げるマルクに答えず、セリアは手になにかを握にぎらせてきた。


　見ると、そこには10スピル紙し幣へいが三枚と、数枚のゴース硬こう貨かがあった。何故お金を渡わたされたのだろうか？　マルクが首を傾げると、奥のベッドで横になっていたリオが、見ていられないというように顔を背けた。


　困こん惑わくするマルクに、セリアは楽しくって仕方がないというような笑顔を向けてきた。


「代金」


「代金？　なんの……です、か……？」


　とうとつに、破は滅めつの悪寒が走った。セリアは恥じらう乙女おとめのごとく頰を赤く染める。


「燕尾服代」


　一流の燕尾服は、値段も一流である。セリアから渡された金額は30スピルと少々。新しい燕尾服を買うには少なすぎる。ヴァレンシュタイン家が仕立てを頼たのんでいる業者では、一着１００スピル以上するのだから。


　それ以上考えてはいけないような気がして呆ぼう然ぜんとするマルクに、セリアは〝こんな恥ずかしいことを二度も言わせないで〟とでも言うように唇くちびるに指を咥くわえた。


　そして、聞き違えのないようにくっきりとした言葉で告げる。


「売、却、代」


　なにを言っているのか理解できない。いや、正しくはどうしても理解したくない。奥のベッドではリオが〝もうやめてあげて！〟とでも言うように、涙を浮うかべて首を横に振ふっている。マルクの背中で三つ編みがヒクヒクと揺れた。


　その時点ですでにほとんど思考を放ほう棄きしていたマルクは、言わなくても良い真実を自分で口にしていた。


「つまり……私の燕尾服を、質に出した、と？」


「是ぜ」


　カクンと膝ひざが折れた。ついでに、心も折れそうだった。


　口から魂こん魄ぱくが抜けていきそうなマルクを眺ながめ、セリアは自分の肩を抱いてゾクゾクと快感に身を震ふるわせる。それでも、マルクが我を失ったのは僅わずかな時間だった。


　──燕尾服を処分されたというならば、新しいものを購こう入にゆうするまでです！


　１００スピルもの出費は痛くて堪たまらない。しかし屋や敷しきに戻れば経費として申告できるはずだ。すぐさま部屋を飛び出そうとして──


「取り押さえろ──〈ルー・グー〉」


「ひいいいいいいいぃぃぃぃぃぃいっ！」


　部屋の中へ、引きずり戻された。


「放してくださいセリアさん。私は……私は、服を買いに行きたいのです！」


「落ち着いてくださいマルク君。もうすぐエルミナちゃんたちが出発してしまいます。今から買いものをして着き替がえる時間はありません」


　落ち着いた口調で淡たん々たんと直視したくない現実を告げるセリア。見れば荷物はすでにまとめてあり、あとは旅館の代金を支し払はらうだけの状態だった。


　マルクが慟どう哭こくの声を上げていると、部屋の扉とびらがコンコンと叩たたかれた。


　さすがに騒さわがしかったから苦情がきたのだろうか。マルクが訝いぶかっていると、セリアが立ち上がって扉に手をかける。反対の手には、ダーツを取りだしていた。


　マルクたち──正確には、主あるじのエルミナたちは狙ねらわれている。自分たちが襲しゆう撃げきを受ける可能性は高い。マルクが周囲に〝影かげ〟を走らせるのを確かめてから、セリアは扉を僅かに開いた。


「どちら？」


「ここに、リオン＝ランチェスターっていう人がいるって聞いたんだけど……」


　それは、まだ少女の声で、マルクにはどこか聞き覚えのあるものだった。一方、名前を出されたリオには心当たりがないらしく、首を傾げていた。


「用件は？」


「義ぎ肢しを作ってくれと頼まれたんだけど、間ま違ちがいかな？」


　セリアが驚おどろいたらしいのが分かった。


　大きく開かれた扉の向こうにいたのは、艶あでやかな着物に身を包んだ少女だった。手には大きな旅りよ行こう鞄かばんを握っている。美しい黒くろ髪かみを背中に流し、快活な笑顔を浮かべたその双そう眸ぼうには、金色の瞳ひとみが収まっていた。


　先ほど、マルクが街で彷さま徨よっていたときに声をかけてくれた少女だった。少女は、部屋の中のマルクに気付いて驚いたように目を大きくした。


「あれ、君、さっきの……？」


「あなたは、先ほどの……？」


　マルクと少女は同時にそう呟つぶやいた。少女が小さく吹ふき出した。


「なんだ。カナメの知り合いって、君のことだったのか」


「はい？　カナメをご存じなのですか？」


　少女は、機き嫌げんが良さそうにニコニコと笑う。


「友達なんだ。少し前にケンカしちゃって、それっきりだったんだけど、さっきようやく仲直りできたんだ。……君の方は？」


「え、あ、私は……その──相棒──でしょうか？」


　それがマルクとカナメの関係を示すにはもっとも適切な言葉に思えた。


「ふうん……。カナメの相棒……ね。じゃあ、君も契けい約やく者しやなんだね」


　少女は金色の双眸を細めた。その瞳がマルクではなく、その足下を見つめていたことで、マルクは展開していた〝影〟を慌あわてて引っ込めた。


　少女はクスクスと笑うと、手を差し出してきた。


「ボクはシュウ──シュウ＝ツキシロ。よろしくね」


　それがどこかで聞いた名だったことに、マルクは首を傾げた。


「シュウ……？　シュウって、あのシュウ？」


　次第に顔を引きつらせていくマルクに、少女──シュウは不思議そうに首を傾げた。


　──女の子ではありませんか……！


　マルクはようやくリキッドから言われた言葉を思い出した。


　──それに気付いていないのは、君が前提を間違えているからだ──


　男だと思っていたから見つからなかったのだ。そもそも、相手が女性だと分かっていれば、マルクとてああも動どう揺ようはしなかった。


　ガックリと膝をつくマルクを見て、何故かセリアまで頽くずおれた。なにかを堪たえるように壁かべをひっかき、肩をプルプルと揺ゆらしている。笑いこけているらしい。こうもあからさまだともはや清すが々すがしい。ちなみにリオはもらい泣きをしたのかハンカチで顔を覆おおっていた。


　絶望と同情と哄こう笑しようが渦うず巻まく室内で、一人状況が呑のみ込めないシュウはキョトンとして瞬まばたきを繰くり返していた。


「ボクの名前、なにか変だった？」


「い、いえ……女性の名前だとは、思わなかったもので」


「んー……まあ、そうかな？　キョクトじゃ男でも女でも通用する名前なんだけど」


　女装までして街中を徘はい徊かいしたというのに、全てはただの勘かん違ちがいだった。


　なかなか立ち直れそうになかったが、名乗ってもらったのに自分が名乗っていないことを思い出し、なんとか答える。


「私は、マルクと言います。マルク＝マルドゥークです」


「マルクちゃんかあ。ボクの認識がずれてるのかもしれないけど、君も男の子っぽい名前だね」


　女装したままであることを忘れていた。三つ編みがへなへなと垂れ下がる。


「はは、は……よ、よく言われます」


　乾かわいた笑みを浮かべながら、マルクはハッとした。


「今、何時ですか？」


　ポケットから銀時計を取り出すと、すでに夕方の四時を回っていた。


「いけません。列車の出発時刻です。セリアさん、リオのことは頼みます。私はエルミナとカナメを追います」


　カナメの名前に、シュウがピクリと眉まゆを揺らした。


「カナメ、なにか危ないことになってるの？」


「まだそうはなっていませんが、いずれそういったことに関かかわります」


「じゃあ、ボクも行く」


　そう言われるとは思わなかったマルクは、転びそうになった。


「い、いえ、あなたにはリオのことをお願いしたいのですが……」


　これ以上、女装がバレるなどという事態に、マルクの精神は耐たえられない。


　影として行動しなければならない以上、マルクの代わりにエルミナたちに近づける味方がいるのはありがたいが、リキッドの一件があった今、少し独りにしてほしいというのが正直な気持ちだった。


　そんなマルクの心境に気付くことなく、シュウはリオへ振り返る。


「ごめん。義肢は作るから、君もいっしょに来てくれる？　もちろん、旅費くらいは持つから────」





「──仕方がありません。時間もありませんし、同行願いましょう」





　旅費を出してもらえる──金銭がマルクの価値観を変革させた。
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　ニュージョンストン──大陸横断特急の終着駅であり、ラチナスを始めとした西せい欧おう諸国への港が存在する大都市。カーネギーから特急列車で九時間かけて到とう着ちやくしたこの街は首都パトリオットに次いで大きく、ラチナス神聖国大使館が存在する。


　──ここに、グラハム＝ヴィルヘルムがいる。


　ラチナス神聖国の大使であるグラハムは、〈宣教師〉を動かすオルダー教枢すう機き卿きようであり、エルミナの婚こん約やく者しやでもある。一体、いつの間にそのようなことが決められていたのか、エルミナ自身も知らなかった。


　いずれにしろ、エルミナとカナメの二人だけで乗り込んだところで接せつ触しよくすることは難しい。まず大使館から呼び出さなければならなかった。


　列車を降り、改札へと向かおうとして、エルミナは隣となりのカナメに目を向けた。列車の中ではエルミナも体調を整えようと仮か眠みんを取っており、あまり会話をする機会がなかったのだが、どこか嬉うれしそうな顔をしている。


　──友達との仲直りは上う手まくいったようだね。


　そう察して、エルミナはホッと表情を和らげたときだった。カナメが、エルミナを庇かばうように前に出ていた。
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「──っ！」


　その背中越ごしに前方を見つめ、エルミナもその男の存在に気付いた。


「どうにも、一度腕うでを落とされたくらいでは懲こりぬようじゃな──ヨハエル」


　そこに立っていたのは、憂うれいに陰かげった表情をした神父だった。礼服の右袖には腕が通っていない。かつてエルミナがもぎ取った部位であり、昨日新たにカナメにそぎ落とされた部位である。


　前に出たカナメの右手は、カタナの柄つかに載のっていた。ヨハエルは悲しそうに腰こしを折る。


「お迎むかえに上がりました。〈精杯グレイルの姫〉──エルミナ＝ヴァレンシュタイン様」


「……今度はなにを企たくらんでおる」


「ご冗じよう談だんを。俺だって片かた腕うででヒラサカさんや〈精杯グレイルの姫〉ともめるつもりはありませんよ。というか、〈精杯グレイルの姫〉と争うなんて悲しいこと、俺にできるわけがないじゃないですか」


「どうかの？」


　カナメの話では、ヨハエルは昨日の列車暴走事件で襲撃犯に協力していたらしい。信用は、できない。エルミナは、カナメの隣に並ぶとヨハエルに目を向けた。


「……君を迎えによこしたのは、ヴィルヘルム卿きようと考えて良いのかね」


「おっしゃる通りです〈精杯グレイルの姫〉」


　エルミナは目を閉じて小さく吐と息いきを漏もらすと、翠すい玉ぎよくの瞳に強い意志を込めて目を開いた。


「……良いだろう。案内したまえ」


「良いのか？」


「……かまわない。どの道、会わなければならない相手だ」


　注意深くヨハエルを睨にらみつけながらも、カナメは愛刀から手を離した。


「まあ、直接ヴィルヘルムに会えるのはありがたい、か」


　案内があるならばわざわざ大使館に行く必要はない。


　大使館の領地というものは、国内に存在する外国の領土である。フロアティナの法は通用しない。犯罪者とて大使館が保護すれば、フロアティナからは逮たい捕ほできなくなる。エルミナにとっては不利な条件しか存在しないのだから。


　エルミナは慎しん重ちように頷うなずくと、ヨハエルに向かって一歩を踏ふみ出した。





　ヨハエルに案内された先には、一台の火力車オートランナが駐とまっていた。原油を精製した液体燃料を使った動力車である。ヴァレンシュタイン家では馬車を使っているため、エルミナも乗るのは初めてだった。


　用意された火力車オートランナは一いつ般ぱんのものよりもさらに大きなもので、後部座席は対面して四人座れる造りになっていた。座席も身が沈しずみ込むような上質なものである。


　正面にはヨハエルが腰こし掛かけた。カナメの方はエルミナの隣に腰掛けてはいるが、いつでも斬きりつけられるように、露ろ骨こつに短刀を膝ひざの上に載せていた。


　沈ちん黙もく。


　エルミナは特に語るべき言葉を持たず、カナメは全神経を以もつてヨハエルと車の動きに注意を払はらっている。正面から殺気をぶつけられたヨハエルは、口を開くこともままならない。


　エルミナは普ふ段だんから口を開くことが少ない人間だが、さすがに息苦しさを感じた。


「……君は、まだうなされているのかね？」


　息苦しさに耐えかねたように、エルミナはそう問いかけた。


「はい？　ああ、〈精杯グレイルの姫〉の夢ですか。……ええ、今でも毎晩見ていますよ」


　言いながら、ヨハエルがガタガタと肩かたを震ふるわせる。本当は、今こうしてエルミナの前にいるだけでも恐おそろしくて堪たまらないのだろう。


　それでもヨハエルは片手で顔を覆うと、病んだ笑みを浮うかべる。


「俺はあなたのことしか考えられない。あなたを忘れられません。きっと死ぬまで」


　ヨハエルは、その気持ちを愛情だと考えている。


　しかしそれは間ま違ちがいだとエルミナは思う。彼の腕をもぎ取ったのはエルミナである。そのとき、抗あらがいがたい恐きよう怖ふを刻んだはずだ。ヨハエルはその恐怖から自我を守るために、そういった考え方をしなければ仕方がないのだ。


　さすがに、責任を感じた。しばしの逡しゆん巡じゆんの後、躊躇ためらいながらも口を開く。


「……その腕、治しても良い」


〈アルス・マグナ〉──それがエルミナの精せい霊れいの名だ。世界の記き憶おくを司つかさどるこの精霊は、因果律の消去という防ぼう御ぎよも回かい避ひも不能な〝抹まつ消しよう〟を振るう反面、蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきに見られるような〝再生〟能力も併あわせ持っている。


　アルバやリオのように、完全に失われたものは再生できない。〝失われたもの〟として時間を刻んでしまっているのだから、失われていない人体とは共存できない。しかし〈アルス・マグナ〉が〝抹消〟したヨハエルの腕ならばまだ取り戻もどせるはずだ。


　エルミナの提案に、ヨハエルが意外そうな顔をした。カナメも同じような顔を見せたが、やれやれというようにため息を漏らす。


　ヨハエルの方も、すぐに我に返っていた。そして首を横に振る。


「必要ありませんよ、〈精杯グレイルの姫〉。この腕は俺の、あなたへの気持ちの証あかしですから」


　──だから、治した方が良いと思うのだが……。


　エルミナが小さく吐息を漏らすと、カナメがフンと鼻を鳴らした。


「放っておくがよかろ。こやつがどういうつもりであれ、敵であることに変わりはない。……それとも、こやつとも〝契けい約やく〟を結んでおくのか？」


　契約──エルミナの背中に刻まれている〈空白の契約書〉──〈アルス・マグナ〉への対たい抗こう策として作製した〈精霊の器〉は、契約した契約者に絶対服従を誓ちかわせる代わりに、契約者としての対価を還かん元げんできる。ヨハエルの人格も正常に戻る……はずだ。


「契約？　それって、あの屋敷の使用人になるってことですよね。もちろん俺は問題ないですよ？　というか是ぜ非ひお願いします。俺の身も心も〈精杯グレイルの姫〉の所有物だというこの上ない証となりますから！」


〈契約書〉の存在は、〈アルス・マグナ〉の存在を知るものの中でもさらに一ひと握にぎりの人間にしか知らされていない。ヨハエルは〝契約〟を屋敷の使用人になることだと思ったらしい。


　ただ〝契約〟を交わすということは、自分の血にヨハエルの血を混ぜ、自分の背中に彼の名前を刻むことである。


「……それは」


　──生理的に、抵てい抗こうが……。


　言葉には出さなかったが、無表情に苦く渋じゆうの色が浮かんだ。ヨハエルがどこか傷付いたような顔をし、カナメが小さく吹き出した。


「まあ、おんしらしいとは思うが、今は自分のことを考えるのじゃな。こやつのことはそれからでよかろ？」


　確かに、エルミナはこれから初めて、自分の意志で戦わなければならない相手と会うのだ。カナメの言う通り、余計なことを考える余よ裕ゆうはない。


　エルミナはもう一度ヨハエルに視線を向ける。


「……それで、ヴィルヘルムは一体どのような人物なのかね？」


「はい？　グラハムさんですか？　そうですねえ、強いて言うなら、性格は悪いですね」


「おんしをけしかけてくるのを見れば、それは分かる」


　辛しん辣らつなカナメのひと言に、ヨハエルがビクリと身を震わせる。


「あ、あれはほら、俺も借金があるんで仕方がないんですよ。別にヒラサカさんに恨うらみがあるとかじゃあ」


「私が死ねば借金が減る──などと言っていたように思うが」


　ガタガタと震えるヨハエルに、エルミナは話の続きを促うながす。


「と、とにかくですね。あ、そういえばグラハムさんの顔はご存じですか？」


「……いや、知らない」


「なんじゃ、おんしも知らぬのか？」


　カナメが意外そうな声を漏らした。


　ヴィルヘルム枢機卿がこの国に来訪した日、エルミナたちは〈宣教師〉──ペインとミリエラとの諍いさかいがあり、伝聞紙に目を通す時間もなかった。


　──確かに、顔写真くらいは調べられたはずだね……。


　エルミナが単身ヴィルヘルムに会いに行くのは、それ相応に覚かく悟ごのいることだった。その上エルミナは自分の体の所有権を失いつつあり、今少しの時間を手に入れることはできたが、やはり残された時間は少ない。さらには婚約のことをマルクには知られたくないという気持ちも大きかった。


　他のことを考える余裕は、なかったのだ。自分自身の迂う闊かつさに嘆たん息そくしていると、ヨハエルはごそごそと車内に置かれていた伝聞紙を手に取った。


「ええっと……今日の記事にも載ってると思うんですけど……ああ、これはちょっと小さいですねえ」


　ヨハエルが示した記事には、車に乗り込もうとする男の姿があったが、遠えん距きよ離りのせいか顔がぼやけていて人相は分からなかった。ただ──


「……若いのだね」


　せいぜいまだ二は十た歳ちくらいだろうか。エルミナが訝いぶかっていると、カナメも怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめていた。


「どこかで見た顔じゃな……」


「それと、とりあえず〈精杯グレイルの姫〉が来るのに合わせて、グラハムさんはパーティを開くつもりらしいですよ」


「……パーティ？　私が来ることを想定していたということかね」


　エルミナがヴィルヘルムの情報を知り、ロックウォールを飛び出したのは二日前の話である。一日足止めを受けたとはいえ、それから宴パーテイを企き画かくしたのでは間に合わない。料理や場所はともかく、招待客の事情というものがあるのだから。


　──ペインたちを送った時点で、私がそうすると見み抜ぬかれていたということか。


　だとすれば、問題だ。エルミナの行動が見み透すかされているということだ。行動の全すべてが後手に回っていることになる。エルミナの行動は相手に準備をさせない奇き襲しゆうであってこそ意味があるのだ。


　呻うめくエルミナに、ヨハエルは追い打ちをかけるようにこう言った。


「まあ、グラハムさんはその能力でのし上がった人ですから。それでグラハムさん、パーティで〝あのこと〟を発表するつもりみたいですよ」


　あのこと──確認するまでもない、エルミナの婚こん約やくのことである。


「では、パーティが始まるまでにそやつをどうにかせねばならぬのじゃな」


「そうですけど、それはちょっと難しいと思いますよ」


「……何な故ぜ？」


「昨日からどこに行ったのか分からないんですよ」


　哀あい愁しゆうを漂ただよわせて肩を竦すくめるヨハエルに、エルミナは小さく首を傾かしげた。


「……それならば騒さわぎになっているのではないのかね」


「そっちは替かえ玉だまがいるんで問題にはなってないですけどね。どこから指示を出してるのか俺にも分からないんです。二日前まではいっしょにいたんですけどねえ。〈姫〉がこちらにいらしてるのに放っておいたりできませんから、そのうち帰ってくると思いますけど」


　──〈精杯グレイル〉以外にも目的があるということだろうか……？


〈精杯グレイル〉の奪だつ取しゆはオルダー教と〈宣教師〉にとって悲願だったはずだ。枢すう機き卿きようという立場の人間ならば確かに外交も必要だろうが、替え玉を用意しているあたり、そういった用事は別に済ませているように思える。


　──〈精杯グレイル〉以外にオルダー教にとって重要なもの……。


　考え込むエルミナをよそに、カナメが思い出したような声を上げた。


「待て、思い出したぞ。こやつ、列車の中でエミリオを攫さらった男ではないのか？」


　エルミナが目を丸くすると、ヨハエルはなんでもなさそうに頷いた。


「たぶん、その人だと思いますよ。銃じゆう撃げきされて逃げてきたみたいでしたし」


「……カナメ、どういうことかね」


　カナメは気まずそうな顔をした。


「おんしが眠ねむっている間、エミリオが出てきて私とはぐれたという話はしたであろ？　そのときエミリオを連れていったのがこの男なのじゃ。髪かみの色が、違ちがうように見えるがの」


　カナメは白黒モノクロームのヴィルヘルム卿を指差す。カナメが知る男は黒髪だったらしいが、写真フオトグラフの男の髪は白い。金きん髪ぱつか白はく髪はつか。あるいは茶髪あたりだろう。それから怪訝そうな目をヨハエルへ向ける。


「まあ、髪の色くらいは染められるものか。……それにしても、おんし、よく喋しやべるの」


　カナメの不ふ審しんの目に、ヨハエルは憐れん憫びんに満ちた表情で胸に手を当てる。


「俺は身も心も〈精杯グレイルの姫〉のものですよ。それに俺はもう、厳密には〈宣教師〉じゃあないんで、グラハムさんに報ほう酬しゆう以上の秘密を守る義理はないですよ」


　その言葉がどこまで真実なのか確かめられれば、少しは気が楽になるかもしれない。しかし、それを可能としていた〈空白の契約書〉はエルミナの手を離はなれてしまった。


　──なかなか、思うようには運ばないものだね。


　もどかしさに身じろぎすると、ヨハエルがポンと手を叩たたいた。


「あ、もう一つあります。パーティ会場のホテルには、俺を含ふくめて契約者が四人います」


〈宣教師〉を失ってなおまだそれだけ戦力があることを、エルミナは疑問に感じた。


　──こちらで雇やとい入れたものもいるのだろうね。


　そう観察して、エルミナはもう一つ疑問を口にした。


「……ホテル、とは？」


「ああ、まだ言ってませんでしたね。すみません。ジョンストンホテルっていう、高級ホテルです。グラハムさんはそこで寝ね泊とまりしてる……ことになってますんで。それと、パーティ会場になってるのもそこのホールです。だから一休みしてもらえると思いますよ」


　エルミナは小さくため息を漏もらした。しばらく自分にできることはなさそうである。


　──自分の力というものは、こうも小さなものなのだね。


　ドミニクならばこんな状じよう況きようでもすぐに打開策を導き出してくれた。マルクも恐おそらくなにかしらの方法を探し出し、そして行動してくれただろう。


　その二人は今側そばにはいない。カナメの気が利かないというわけではない。彼女はエルミナの剣つるぎであり、マルクたちとは役割が違うのだ。


　剣を振るうのは──ヴィルヘルムに立ち向かうのはエルミナなのだ。だというのに初めから後手に回っている。ヴィルヘルムの手の平で踊おどらされているような錯さつ覚かくを覚えた。


　──それでも、これは私の問題なのだ。私が解決する。


　ほどなくして、火力車オートランナはジョンストンホテルへと到とう着ちやくした。
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「パーティ……ですか」


　同時刻。ジョンストンホテルを見上げ、マルクは呻きながら目を細めた。……服装のせいでは、ない。こちらの旅館はカーネギーで泊とまっていたものよりさらに一回り大きい。


　ヴィルヘルム枢機卿は、今晩この旅館で宴パーテイを開くつもりらしい。名目はこの国の成功者たちと交流を深めるというものだ。


　そうして旅館を見上げながら、マルクが浮うかない顔をしているのは……。


「さすがに、警備が厳重ですね」


　高級旅館とはいえ一いつ般ぱん客きやくが出入りできないわけではない。しかし受付どころか入口からすでに、黒服に身を包んだ一団が張り付いている。上着の盛り上がりから銃じゆうを携けい帯たいしていることが窺うかがえ、周囲への警けい戒かい力からも訓練されたものだと感じ取れる。その上、枢機卿が滞たい在ざいする階は借り切られており、その上下の階にも厳重な警備が布しかれている。


　侵しん入にゆうするだけならば、ある程度の力量があれば可能だろう。そこで気付かれずに行動することも、一流の契けい約やく者しやならば不可能ではない。しかし、潜ひそみ続けるとなると可能なものは存在するだろうか。


　渋じゆう面めんを浮かべるマルクに、長身の女性が声をかけてくる。セリアだ。


「動きは？」


「特になしです。……リオとシュウは？」


「処置開始」


　シュウとリオは別の旅館で義ぎ肢しの調整に入っている。彼らは屋や敷しきの使用人ではない。巻き込むつもりはなかった。


　揺ゆれる列車の中で、コンマ１スーシク以下の測量が要求される義肢の調整など問題外も良いところである。ニュージョンストンで宿を取り、そこで調整を始めることになった。


「ですが、どう潜せん入にゆうしたものでしょうね……」


　呻いていると、セリアが優しげな笑みを浮かべてポンポンと肩かたを叩いてきた。マルクは、嫌いやな予感しかしなかったが。


「妙みよう案あん有り」


「そ、そうでございますか。ひ、ひとまず動きはなさそうですし、私は服を……」


「不要。作戦行動」


「ひっ──セリアさん、あなたはまさかここまで来てまだこの格好を続けろと……！」


「是ぜ」


「いや──────────────────っ！」


　乙女おとめの悲鳴を上げながら、マルクは旅館へ引っ張って行かれた。





　十数分後。マルクは確かにヴィルヘルム枢機卿が滞在する階に潜入していた。とは言っても、昇降機エレベーターで普ふ通つうに侵入できた。この旅館は昇降機エレベーターを導入していた。ニュージョンストンの摩ま天てん楼ろうは有名で、今世紀に入ってから昇降機エレベーターの導入も本格化してきてはいるのだ。


「ですが、この仕打ちはあんまりです……」


　もちろん、女装は継けい続ぞくさせられていた。この格好ならば警備に見つかっても道に迷った宴パーテイの招待客を装える……ということらしいが、セリアが趣しゆ味みでやらせているようにしか思えない。


　──この格好では武器が携帯できないので困るのですが……。


　社交界のドレスは燕えん尾び服ふくやスーツとは違い、ポケットも襟えりの裏もない。武器を忍しのばせるならばスカートの中くらいなのだが、マルクの羞しゆう恥ち心しんはそれを許容できなかった。


　現在、マルクが所持する凶きよう器きは袖そでの中に強引に隠かくした銀ナイフが二本だけである。


　──〈宣教師〉が瓦が解かいしたとはいえ、契約者が一人もいないということはないでしょうね。


　この国ならば報酬さえ用意できれば契約者はいくらでも見つかる。それにヨハエルもまだいる。敵は、枢機卿一人ではないのだ。


　昇降機エレベーターを下りると小さな広間になっており、来客用の長なが椅い子すが二つ並んでいる。その正面に大きな扉とびらが一つだけあり、そこを潜くぐると大きなホールになっていた。ガラス製のテーブルと、それを挟はさんで上質なソファが設置されている。


　枢機卿が借りるだけあって、最上級客室というものだ。階ごと一つの部屋となっており、一晩と言わず永住したくなるほど上等である。天てん井じようも高く設計されており、頭上で揺れるシャンデリアにはいくつもの蠟ろう燭そくが灯ともされていた。維い持じ費だけでも相当な額だろう。


　ともかく、遠目に警備の状況を眺ながめられれば良しとして、昇降機エレベーターの操作の仕方が分からない客を装って登ってきたのだが……そのまま、侵入できてしまった。


　──奇き妙みようですね……。


　仮にも他国の枢機卿が滞在する階層である。私室に警備を置きたくないと考えたのかもしれないが、その場合はまずここまでたどり着けないだけの警備が外に配置されているはずである。それがなんの問題もなく侵入できる。


　枢機卿の身を守るため、偽にせの滞在場所をいくつか用意していることも考えられる。


　──エルミナがここに来た以上、ただの偽物フエイクとも考え難いのですが……。


　エルミナは枢機卿と──〈宣教師〉と決着をつけるために来たはずだ。見え透すいた偽情報に踊らされるとは思えない。それに彼女の隣となりにはカナメがいる。カナメはこの国でもっとも優れた契約者の一人であり、罠わなのにおいには敏びん感かんに反応する。


　──どちらにしろ、せっかく侵入したのですから調べるだけ調べておきますか。


　枢機卿が寝泊まりするだろう寝しん室しつ。それと部下や警備が控ひかえるだろう場所。外から侵入することが可能だろう抜ぬけ道。そういった位置を確認しようとするのだが、マルクの目は否応なく〝あるもの〟に引きつけられてしまっていた。


　──どれも、高く売れそうですね……。


　水すい晶しようの彫ちよう像ぞうに白はく磁じの壺つぼ。絨じゆう毯たんは歩けば靴くつが沈しずみ込むほど弾だん力りよくのある毛並みで、壁かべにかけられた絵画は十六世紀の名作に思える。本物だろうか……？　室内に飾かざられた調度品はどれも高級そうなものだ。マルクの給料では一年かけても手に入らないだろう。


　そっと調度品に手を伸のばしたときだった──カチャリ──と、すぐ側の扉が開いた。


「……おや？　部屋を間ま違ちがえたかな」


　そこから現れた男は、のんきにそう呟つぶやいた。


　──グラハム＝ヴィルヘルム……！


　金色の髪と紺こん碧ぺきの瞳ひとみ。美び丈じよう夫ふと呼んで差し支つかえない顔がん貌ぼうで、真っ白な法ほう衣えに身を包んでいる。オルダー教の中でも教皇に次いで地位の高い──つまり枢機卿の法衣である。


　マルクは、硬こう直ちよくした。調度品に伸ばした手。物ぶつ欲よくに支配された表情。そして関係者以外立ち入り禁止であるプライベートルームにいるはずのない侵入者。どこからどう見ても、この上なく不審者であった。


　コホンと咳せき払ばらいをすると、マルクは囁ささやくような声でこう言った。


「申し訳ありません。道が分からなくなってしまって」


　枢機卿が、ポカンと口を開いた。


　──セリアさん、やはり、無理がある話だと思います……！


　呆あきれられたのだと分かり、マルクは羞恥心で死にたくなった。


「おかしいですね。ここは部外者は立ち入ることができないようになっているはずなのですが……ですが、迷い込んだのでしたら仕方がありませんね」


　納得したように頷うなずくと、男は見るものを魅み了りようするような笑みを浮かべた。そしてその右手に〝握にぎったもの〟を向けてくる。


「どちらから迷い込まれたのかは分かりませんが、あちらから出られますよ。見み咎とがめられる前に、どうぞ」


　そっと差し伸べてきた男の手を、マルクは〝影〟で拘こう束そくした。


「ほう。なかなか油断ならない方ですね」


「はあ。私も拳けん銃じゆうを突つきつけてくる人間に、無警戒でいるわけにもいかないもので」


　なにを考えたのか、男は白々と笑顔を浮かべながらも右手には拳銃を握っていた。それでマルクを傷付けることはできないが、発はつ砲ぽうされては音で人に気付かれる。それゆえマルクは能力を使ったのだ。


　──思わぬところで敵を捕ほ縛ばくしてしまいましたね……。


　このまま痛めつけるのは上う手まいやり方ではない。拉ら致ちしてエルミナたちに突き出すのが良いだろうか。ともかく、マルクは今自分が女装をしていることに初めて感謝した。これならば少々無茶をやらかしたところで素性を隠すことができる。


　逃とう亡ぼうの筋道に思いを巡めぐらせるマルクをよそに、男は困り果てたように苦笑を漏らした。


「拘束されてしまいました。見ていないで助けていただけますか？」


　その呼びかけで、マルクはようやくもう一つの気配に気付いた。


　目を向けると、柱の陰に一人の男が腰こし掛かけていた。侵入者の存在に憤いきどおりを感じているのか、追い詰つめられたかのように余よ裕ゆうのない表情をしている。


　室内だというにも拘かかわらず野暮臭くさいロングコート。左目のすぐ側に縦一筋の裂れつ傷しよう痕こん。軍人を思わす風ふう貌ぼうで、手元に視線を落とすその姿には隙すきの一片も見つけることはできない。


「こっちは手が離はなせん。自分でなんとかしろ。それができないなら時間を稼かせげ」


　呻うめくように絞しぼり出された声には、鬼き気き迫せまるものがあった。


　男が視線を落としているのは、一冊の本だった。分厚い装丁は金の縁ふちで飾られている。枢すう機き卿きよう──己の雇やとい主だろう人間の窮きゆう地ちにも拘わらず、本から目を離そうとする素そ振ぶりは見られない。


　──あの本……武器にでもなるのでしょうか？


　契約者の能力は、ときとして思わぬものを凶器に変えることがある。男が手にした本もそういった部類のものだろうか。


　こちらも拘束するべきかと、足下の影──〈クフ・リーン〉に語りかけようとしたときだった。文字を追って左右に揺れる男の眼球が、驚きよう愕がくに彩いろどられた。


「冗じよう談だん……だろう？」


　その手から本をポロリと落とすと、男はフラフラと立ち上がり、現実を受け入れられないかのように片手で顔を覆おおう。


「ロレインがフランツのやつと駆かけ落ちだと？　グレイのやつはどうなる。そんな結末で納得しろと言うのか。ふざけやがって……俺がここまで読むのに、一体どれほどの時間を費やしたと思っているんだ。ちくしょう……畜ちく生しようっ！」


　絶望の声。なにかよほど納得のいかない結末だったらしい。


　──この方、まさか本の続きが気になっていただけなのですか……？


　仮にも自分の雇い主が侵入者に捕とらえられているというのに、読書を優先していたというのか？


　啞あ然ぜんとして、マルクはつい枢機卿から意識を外してしまった。





「戯おどけろ──〈フィン・ターン〉」





　影に、奇妙な違い和わ感かんが走った。ハッとして枢機卿に意識を向けると──


「──ひっ、な、なにが……だ、誰だれ──いや、なんでわたし、銃じゆうなんか──っ！」


　狼狽うろたえた悲鳴を上げるのは、枢機卿ではなかった。


　服装は確かに枢機卿の法衣だが、ダボダボと裾すそを持て余し、細身とはいえ成年男子の体たい軀くは小さく縮み、代わりに胸には二つの隆りゆう起き。髪かみの色も金色から夕暮れのような赤に変色しており、顔立ちに至ってはまるっきり少女のそれだった。


　マルクが拘束していたのは、枢機卿ではなく見知らぬ少女だった。


　──逃にげられた……？


〈クフ・リーン〉の影は捕らえた獲え物ものを逃がしはしない。自分の能力を疑ったわけではなかったが、目の前で部外者の少女が泣き始めていることでマルクは動どう揺ようしてしまった。


「助けて……う、うちに帰してください。わたし、わたし、なにも悪いことなんてしてません！　なんでわたしがこんな目に……」


「お、落ち着いてください！　私はなにもあなたに危害を加えるつもりは……」


　慌あわててつい能力を解いてしまったときだった。


　枢機卿と入れ替かわった少女は、べっと舌を出して右手の拳銃を突き出した。


　──演技……！


　パンッ──マルクはなんとか身を仰のけ反ぞらせて銃じゆう弾だんを回かい避ひする。再び影を走らせようとするが、そのときには少女は後ろに飛び退のき距きよ離りを空けていた。


　呻くマルクに、嘆なげきの声を上げていた男がようやく動きを見せた。


「お前に恨うらみはないが、八つ当たりをさせてもらう」


　そう言って両手の拳こぶしをぶつけ──ガチン、と金属音を響ひびかせる。手甲だ。どうやら格かく闘とう技ぎを扱あつかう手合いの契けい約やく者しやらしい。


　──でしたら、接近を許す理由はありませんね。


「走りなさい──〈クフ・リーン〉！」


　マルクの呼びかけに応こたえ、足下の影が茨いばらのような輪りん郭かくを描えがいて駆け抜ける。少女の方は一度見たからだろう。さらに後ろに下がってやり過ごすが、男の方は床ゆかに手をついて回避する素振りは見せなかった。


〈クフ・リーン〉の影に搦からめ捕られた男は、手足を嚙かみ砕くだかれる──はず、だった。


「蝕むしばめ──〈フェル・デイア〉！」


　ギャン──山犬プリンシツプの悲鳴が響いた。


　男の影を侵しん食しよくした〈クフ・リーン〉の影が、小さく弾はじける。同時にマルクの胸にも鋭するどい痛みが返ってくる。


　──精せい霊れい殺し……！


　屋や敷しきに残った侍じ女じよアイシャ──そして〈アルス・マグナ〉を振ふるうエルミナ。彼女たちの能力は契約者の精霊を直接攻こう撃げきできる。実際に精霊を滅めつするほどの威い力りよくを持つのはエルミナだけだが、その精霊に干かん渉しようできる力をマルクは〝精霊殺し〟と呼んでいた。


　──ならば、あちらの娘むすめから……！


　この男に迂う闊かつに能力を使うわけにはいかないが、敵はもう一人いる。突とつ然ぜん現れたこの少女が何者なのかは分からないが、敵である以上、沈ちん黙もくしてもらう必要がある。


　マルクは少女めがけてナイフを振りかぶるが──


「──っ？」


　振り返ったそこに先ほどの少女の姿はなく、代わりに腕うでを振りかぶった丸メガネをかける少女──認めたくはないが、女装したマルクの顔──があった。


　──鏡……？


　なにがなんだか分からない。自分と同じ顔がそこにあったことで、マルクはにわかに硬こう直ちよくしてしまう。その隙を、鏡のマルクは見み逃のがしはしなかった。


　べっと舌を出した偽にせマルクの手には、一いつ挺ちようの拳銃が握られていた。


「──くっ！」


　パン──空気が爆はぜる音。マルクはなんとか床に転がるように回避する。


　──この能力、擬ぎ態たいだということですか？


　枢機卿から見知らぬ少女に入れ替わり、それからマルクと同じ顔になった。顔だけでなく、体格まで変化させる擬態能力に思えた。


「安心する暇ひまはないぞ？」


　マルクが身を起こしたときには、もう一人の男が眼前に迫せまっていた。そして下から掬すくい上げるように拳が叩たたき込まれる。


　──速い……！


　背筋に冷たいものを感じながらも、マルクはとっさに身を仰け反らせる。叩き込まれた拳は、スカートの端はしと詰め物をした胸元を掠かすめただけだった。


　──ですが、アイシャほど鋭くはありません！


　男は流れるような動きで左の拳を繫つなげてくるが、そのときにはマルクも身を退いて距離を取っていた。


　パン──そこに、二度目の銃声。


　距離を空ければ少女……偽マルクによる銃じゆう撃げき。そちらに注意を向ければ〝精霊殺し〟の契約者に隙を見せてしまう。上手い連れん携けいだった。しかし──


　キンッ──マルクが無造作に振るったナイフが、火花を散らした。


　偽マルクの顔が、にわかに硬直した。彼……いや、彼女だろうか？　ともかく、向こうにはマルクがナイフで銃弾を弾はじいたように見えたはずだ。種を明かせば、能力で〝拘束〟した銃弾をナイフで切りつけただけなのだが……。


　ともかく、その迎げい撃げき行動は二人の契約者に動揺を走らせた。


　その隙に、マルクは身を翻ひるがえして逃とう走そうを開始する。二対一。武器はナイフが二本。おまけに相手の一人は〝精霊殺し〟。勝ち目の薄うすい戦いを続ける理由は、マルクにはない。


「──チッ、逃がすか！」


　男の怒ど声せい。彼らが我に返ったことを認識し、マルクは一歩真横に飛び退く。


　パン──三度目の銃声が響くが、マルクには当たらない。


　そうして走りながら、マルクは部屋に飾かざられていた水すい晶しようの置物を掠め取る。先ほど高価そうだと目をつけていた品物だ。


　マルクはそれを懐ふところの中──ではなく、行く手に設置されているガラス製のテーブルへと放った。


　ガッシャン──喧やかましい音を立てて、ガラスのテーブルは砕け散った。


　すでに三度もの銃声が響いているのだ。警備が気付かないわけがない。今さら、物音に気を遣つかう必要はなかった。


　割れたテーブルの側に駆け寄ると、マルクは散らばるガラスの欠片かけら──ナイフよりも少々大きい──を拾い上げる。そして──


「フッ──！」


　鋭く息を吐はいて、ガラスをナイフの要領で投げる。投げた先には〝精霊殺し〟の契約者。男は手甲で防ごうとするが──


「避よけろアッシュ！」


　偽マルクの一いつ喝かつを受け、とっさに身を仰け反らせる。


　ガシャン──外れたガラスのナイフは柱にぶつかって砕けた。


　男──アッシュという名なのだろうか──の顔には、驚愕の色が滲にじんでいた。その頰ほおから、一筋の血が流れ落ちる。割れたガラスはどんな刃は物ものよりも鋭い。骨を断つ威力はなくとも辺りどころが悪ければ臓ぞう腑ふまで平然と抉えぐる。


　そして叩きつけたガラスはその勢いに比例して周囲へ鋭い破片を撒まき散らす。強い痛みは逆に感覚を麻ま痺ひさせてしまう。皮ひ膚ふを切り裂さく程度の傷ほど、痛覚は敏びん感かんに反応する。


　──できれば、この手は使いたくなかったのですがね……。


　直接防ぼう御ぎよをすればガラスの雨を浴び、避けても破片の散さん弾だんを受ける。銀ナイフなどよりも遥はるかに悪質な凶きよう器きである。銀ナイフとは違ちがい、手加減が利かないのだ。


　と、そのときになってマルクは自分の胸元がはだけていることに気がついた。


「──っ！」




[image: ]





　慌ててそれを手で隠かくす。詰つめ物をした女性用下着を身につけた男など、変態以外の何物でもない。幸い、向こうもまだそこまでは見み抜ぬいていないようだ。


　顔を真っ赤に染めながらも胸を隠してホッとしたところ、今度はスカートも破れていることに気付き、そしてマルクもその異常に気付いた。


「腐ふ食しよく……している？」


　ドレスのスカートは、刃物で切られたような切り跡でもなければ、強い力で破かれたようなものでもなかった。薬物で腐食したような、そんな崩くずれ方だった。


　マルクの訝いぶかる声に、男がフンと鼻を鳴らした。


「腐食じゃあない。〝劣れつ化か〟だ」


　頰の血を拭ぬぐうと、男は懐から一本の筒つつを取り出した。


　武器かと思いきや、水すい筒とうのようだ。栓せんを捻ひねると、そのまま頭の上で傾かたむける。当然のこと、中からは水が流れ出し、男の頭にダバダバと降りかかる。


「……ふう」


　男は頭を振るい、水みず飛沫しぶきを撒き散らす。背後にいた偽マルクが迷めい惑わくそうに後あと退ずさった。


「アッシュ。ここは一応グラハムの部屋です。汚よごされては困りますが」


「〝対価〟だ。気を悪くするな。それに、どの道もう手て遅おくれだろう」


　すでにマルクがテーブルをたたき割ったあとであり、男の能力のせいか、絨じゆう毯たんもボロボロになっていた。


　──対価……？


　首を傾かしげるマルクに気付くと、男は「ああ」と声を漏もらした。


「俺の対価は〝発はつ汗かん作用〟なんでな。汗あせをかけない体質なんだ。ちょっと暴れただけで体に熱が溜たまっちまう。ときどきこうして水を浴びないと、頭が茹ゆで上がっちまうのさ」


　見れば、男の頭からはうっすらと湯気が立っていた。今の攻こう防ぼうだけですでに熱を持っていたらしい。しかし、対価とは自分の弱点だと言える。その弱点を自分からさらけ出すことに疑問を抱いだいていると、男は敬意を示すように姿勢を正した。


「俺の名はアッシュ。アッシュ＝ハザードだ。で、そっちはリーンだ。本名かは知らんし、男か女かも知らん」


「バラさないでくださいよ……」


　リーンと呼ばれた偽マルクは肩かたを竦すくめる。その顔がマルクのそれから先ほどの少女に変へん貌ぼうする。やはり〝擬態〟が能力らしい。この少女の姿が正体なのだろうか。


　どうやら、こちらの実力を認めた証あかしに自己紹しよう介かいを始めたようだ。正体を明かしてはエルミナの足かせになりかねないが、まったく名乗らないのも礼れい儀ぎに反する。


「〈黒衣〉……と、呼ばれています」


　いくばくかの逡しゆん巡じゆんの後、マルクは口を開く。男──アッシュは「ほう」と声を漏らした。


「お前が〈黒衣〉か……なるほど、女だとは思わなかったが、確かに名に見合う実力だ」


　強敵の存在に歓かん喜きしたのか、不敵な笑みを浮うかべる。


「〈黒衣〉……俺とリーンの二人を相手に対等に戦い、なおかつ恥はじらいを忘れぬいじらしさ。そしてその丸メガネとお下さげ髪がみ。さらにはときおり男と聞き違える低い声……」


「……？」


　マルクはキョトンと首を傾げた。三つ編みが背中で左右に揺ゆれる。実力を称しよう賛さんされているのかと思ったが、次第に強さとは関係のない内容になっている。


　困こん惑わくするマルクに、アッシュはまったくもって理解不能の言葉を口にした。





「──惚ほれた……。どこからどこまでも俺好みだっ！」





　その告白に、リーンがポカンと口を開いた。出会ったばかりの侵しん入にゆう者しやに愛の告白をしたのだ。彼……いや、彼女だろうか？　ともかくリーンの反応は自然である。


　マルクの方も言葉の意味が理解できず、しばらく硬直していた。しかしそれでも数秒の間に、残ざん酷こくなことにじわじわと理解が追いついてしまう。


　そして、マルクは────


「──っぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


　腹の底から悲鳴を上げて、迷わず手に持っていたガラスのナイフを投げつけていた。


　飛来するガラスの破片を、アッシュは両手を交差させて正面から受け止める。破片が腕や頰を傷付けていくが、アッシュはまったく気にも留めない。


「恥じらいか、可か愛わいいな〈黒衣〉！」


　全身に悪寒が駆かけ抜ぬける。マルクはジェノバから言い寄られるカナメの気持ちが、嫌いやというほどよく分かった。


「引き裂け──〈クフ・リーン〉！」


　影かげが希き薄はくなガラス片に、マルクの影は乗せられない。二本しかない銀ナイフの一本に影を乗せ、〈魔槍〉として撃うち込むが──


「無む駄だだ！　お前の能力はすでに見せてもらった──〈フェル・デイア〉！」


　ナイフを躱かわしながら右の拳こぶしを突つき出す。アッシュの拳に触ふれた瞬しゆん間かん、〈クフ・リーン〉の影が弾かれる。劣化の能力は精せい霊れいの力をも劣化させる。その能力を組み合わせた格かく闘とう技ぎは脅きよう威いと表現する他ない。


　しかし、弾かれてなお〈クフ・リーン〉はアッシュへと纏まとわり付く。


　さすがにマルクがここで敗北すると、自分も男子の花園という異世界を見せられるという現実を理解したのだろう。普ふ段だんは見せない粘ねばり強さを見せてくれた。


　影を搦からめ捕とられ、アッシュも拳を封ふうじられる。


「やるな〈黒衣〉！　だが、それでも俺の情熱を止めることはできない。蝕むしばみ尽つくせ──〈フェル・デイア〉！」


　アッシュの咆ほう哮こうに、床ゆかが灰色に変色していく。〈クフ・リーン〉が負けじと拮きつ抗こうするが、高価な絨毯が見る見る風化して崩れていく。


　その領域が自分の足下まで這はい寄って、マルクはようやくアッシュの狙ねらいに気付いた。


　──この男、床をぶちぬくつもりですか！


　気付いたときには、足下の感覚がなくなっていた。


「──くっ」


　ガクンと足下が下がり、膝ひざまで沈しずみ込んだところで落下は止まる。下の階の天てん井じようまでは侵しん食しよくされていなかったらしい。


　しかし一いつ瞬しゆんとはいえ床から足が離はなれたことで〈クフ・リーン〉の影が解けてしまう。その隙すきに、アッシュはマルクを間合いに捉とらえていた。


　右の拳が腹部を、左の拳が顎あご先を狙い、華か麗れいな連撃が打ち込まれる。拳に触れられれば床や衣服同様〝劣化〟させられる。マルクは後退して回かい避ひしようとするが──ガツン──劣化の侵食を免まぬかれた本来の床がそれを阻そ害がいする。


　拳は躱したものの、尻しり餅もちをついてしまう。


「捉えたぞ〈黒衣〉！」


　欲よく情じようの眼まな差ざし。貞てい操そうの危機感に衝つき動かされ、マルクは手にしたガラス片を振ふり上げる。


　アッシュは身を仰のけ反ぞらせるが、僅わずかに躱せない。胸元を大きく引き裂かれる。


「嚙かみ砕くだけ──〈クフ・リーン〉！」


「蝕め──〈フェル・デイア〉！」


　ゴキンッ──〈クフ・リーン〉の影が左の拳を砕くが、同時にまた床──正確には階下の天井が侵食される。


　二度目の侵食で、とうとう床だったものは完全に抜け落ちた。マルクはアッシュもろともその穴に落下する。


「きゃああああああああっ！」


　なんとか転てん倒とうせずに着地するも、そこには招待客らしい運の悪い女性がいた。周りには上質な絨毯が伸のびており、ガラス棚だなに高価そうな壺つぼが飾かざられている。階下の廊ろう下かのようだ。


　普段ならば巻き込むわけにはいかない、とマルクも注意を払はらっただろう。しかし、今はありとあらゆる意味で危機に直面している。


　マルクは躊ちゆう躇ちよなくガラス片を投げつけ、戦せん闘とうを続行する。


　壁かべに衝しよう突とつしたガラスは雨となって襲おそい掛かかる。アッシュは腕うでを交差させてそれに耐たえ、なおも不敵な笑みを浮かべる。


「強いな……。今こそ確信した。俺の二十二年の生しよう涯がいは、お前と出で逢あうためにあった！」


　どこまでも熱い言葉に、マルクの胸の奥から込み上げてきたのは、吐き気だった。


　マルクは側そばで腰こしを抜かしていた招待客の腕を摑つかむと、その首にガラス片を突きつける。


「ひいっ？」


　哀あわれな女性は悲鳴を上げるが、恐きよう怖ふに衝き動かされたマルクの耳には届かなかった。


「それ以上近づけば、この女性の命は保証しません！」


「かまわん！　俺とお前の間に、その女はなんの障害にもなりえない！」


　マルクは小さく舌打ちを漏らすと、女性から手を離した。盾たてにも使えないならば、抱かかえていても荷物になるだけである。もはや人として扱あつかってもらっていない女性は、ほろほろと涙なみだを流す。


　もはや執しつ事じだとか男だとかいう以前に、人間性を疑うべき行動。しかし〈クフ・リーン〉ですらその行動を諫いさめることはなかった。


　──ここで仕留める他ありません。


　マルクはガラス片を構える。アッシュはすでにあちこち血まみれであり、情熱だけで動いている状態だ。じきに力ちから尽つきるだろう。すでにそれだけの手傷を与あたえている。


　恐怖に衝き動かされ、マルクがガラス片を投げたときだった。


「──アッシュ。屈かがんで八時の方向に身を退け」


　どこからともなく囁ささやかれたその声に、アッシュはその通りに回避行動を取った。


　壁に衝突したガラスは雨となって飛び散る──が、アッシュの下には一片たりとも届かなかった。


　──防がれた……いいえ、躱された？


　不規則に飛び散るガラスの破片を回避するなど、契けい約やく者しやのカンを以もつてしても不可能である。動どう揺ようしながらも、マルクは今度は天井めがけてガラス片を投げる。頭上から降り注ぐガラスの雨だ。運だけで回避できるものではない。


「立ち上がって一歩前に出ろ」


　再び囁かれる声に従い、アッシュはガラスの雨の中を前進する。その行動だけでも信じられないというのに、またしてもガラス片はアッシュの体を傷付けることはできなかった。


　──どうなっているのです……！


　凶きよう悪あく過ぎてマルクが使うのを躊躇した凶きよう器きである。それがまったく通じない。そしてマルクはアッシュの後方に、いつの間にか一人の青年が佇たたずんでいることに気付いた。


　──あの男の能力ですか……！


　青年に注意を向けたときだった。


「リーン。対象の左。ショーウィンドウを狙い撃て」


　ガシャン──マルクの隣となりにあった、高価そうな壺を飾ったガラス棚が砕けた。


「──くっ」


　透とう明めいなガラスは地に落とす影も希薄である。〈クフ・リーン〉の影でも防げなかった。


　頰ほおや衣服を切り裂さかれ、マルクは堪たまらず後退する。その表情にあったのは困惑よりも憤いきどおりだった。


　──この男、私の真ま似ねを……！


　睨にらみつけたときには階上からもう一つの人ひと影かげが飛び降りてきていた。


「遅おそいですよ猊げい下か。おかげで私が戦うハメになりました」


　青年を庇かばうように立つリーンの言葉で、マルクは目を丸くした。


「猊下……グラハム＝ヴィルヘルム……？」


　そこにいた青年は、染めているのか髪かみの色こそ黒だったが先ほどマルクが捕らえそこなった枢すう機き卿きよう──ヴィルヘルムと同じ顔だった。マルクはようやくリーンがヴィルヘルムの影かげ武む者しやだったことを理解した。


　──三対一……これ以上、交戦を続けるのは得策ではありません。


　この階にはエルミナもいるはずだ。彼女と鉢はち合あわせするのはマズイ。引き際だった。


「──何事じゃ？」


　聞き覚えのある、相棒の声が聞こえた。


　──カナメ？　この姿を見られるわけにはいきません……！


　普段から全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せているその声に、マルクは冷や水を浴びせられたような感覚を覚えた。マルクは躊躇なく背中を向けると、そのまま逃とう走そうした。廊下の先には窓があり、外の景色が覗のぞいていた。


「愚おろかですね。ここは二十二階ですよ？」


　パン──銃じゆう声せいが追い打ちをかけるが、マルクは契約者のカンに任せてそれを回避する。しかし──


「リーン。左下方三十五度に修正」


　パン──続いて響ひびいた銃声は、大だい腿たいに鋭するどい痛みを走らせた。


　──躱かわせなかった？


　足を撃たれ、体勢を崩くずしながらもマルクは最後の銀ナイフを正面に投げつける。その一いち撃げきは廊下の先の窓ガラスを打ち砕くが、マルクの位置からは10シク近く離れている。


　それでも、マルクは血迷ったわけではなかった。


　突とつ然ぜん前に引っ張られるような感覚が襲い、マルクの体は正面へと運ばれる。


「逃にがすか！」


　マルクは振り返りもせず、ガラス片を背後に投げつける。またあの男の指示があり、誰だれにも当たることはなかったが、追つい撃げきの手を一歩止めることには成功する。


　そのときには、マルクは窓から旅館の外──地上44シクの高さに放り出されていた。





　周囲に捕つかまるものはなにもなく、マルクの能力は地に足がついていなければ使うことができない。そもそも〈クフ・リーン〉の影は自分以外の対象に干かん渉しようするものであり、自身には作用しない。


　それでも、マルクは慌あわてることなく後方、自分が引きずり出された旅館の窓を警けい戒かいしながら落下を続ける。


　そして、十数秒で地面に叩たたきつけられるはずのマルクは、それよりも少し長い時間をかけて足から地面に着地していた。カクンと膝が折れる。撃うたれた足には力が入らなかった。


「無事？」


　端たん的てきな単語で、珍めずらしく身を案じるような声をかけてくれたのは、セリアだった。マルクを旅館から引きずり出し、地面まで運んでくれたのも彼女である。


　セリアがいながら独りでマルクが先行したのは、脱だつ出しゆつが必要になったとき彼女に拾い上げてもらうためだった。窓ガラスを割ったのがその合図だったのだ。


　膝を折り、ガクガクと震ふるえるマルクに、セリアもさすがに心配そうな顔を見せた。


「なにがあったのですか？」


　単語ではなく、まともな言葉。マルクの様子からただならぬ出来事が起こったのだと感じたのだろう。


　あれほど恐おそろしい目に遭あったのは初めてだった。エルミナと初めて出会ったとき、圧あつ倒とう的てきな返り討ちに遭わされたときでさえ、これほど恐怖することはなかった。自分の肩かたを抱いて、返事もできないマルクに、セリアは珍しく労いたわるような眼差しを向ける。そして肩を貸すとマルクを助け起こす。


「……移動しましょう。ここにいては危険です」


　マルクはそれに頷うなずくことしかできなかった。


　──男から告白された──ただでさえ女装で傷付けられていたマルクの精神は、その事実にどこまでも打ちのめされていた。






　第三章　姫ひめは策さく略りやくの檻おりに囚とらわれ







　その男に対して彼女が最初に抱いた感情は──嫌けん悪お──だった。





　女性は慎つつましく従順であれ──それは誰が言い出した言葉でもなく、欧おう州しゆうにおいて千年の昔からそうあるべきだと定められてきた思想だった。


　しかし、それも一世紀の昔に起こった産業革命以来、変革の兆しが見られていた。西の新大陸では女性実業家も成功を収めており、男女間の価値観も変化を始めている。


　しかしここラチナス神聖国では、古い思想が未いまだ根強く浸しん透とうしていた。


「ははは。卿は素晴らしいご息そく女じよに恵まれましたな」


　他の貴族から賛美を向けられ、父は複雑な微笑と謝辞を返す。


　そんなやりとりに欠片かけらほども関心を示さず、少女──いや、まだ幼女と呼べる顔立ちの彼女は、窓の外に目を向けていた。真っ暗な窓を白い雪が彩いろどっている。


　彼女は有能だった。いや、有能過ぎた。幼くしてその才能を開花させてしまった少女に対して、多くの男性が抱くのは羨せん望ぼうや恋れん慕ぼ、色情ではない。〝畏おそれ〟である。自分よりも有能な女性と付き合うことに、貴族の男たちは耐たえることができない。


　伴はん侶りよを得る……いや、伴侶として求められることは難しい。


　少女の方に、それを気にかけてやる義理はない。彼女とて自分に劣おとる相手と付き合いを持ったところで、得るものはないのだから。


　ところが、父の方はそうもいかない。


　この時代、貴族は贅ぜい沢たくと堕だ落らくで己を装そう飾しよくすることが美徳であるとされていた。先の世界大戦の直後であっても、さしたる痛手を被こうむることもなかったこの国は裕ゆう福ふくでいられた。


　その贅沢と堕落は財産を見る見る食いつぶしていく。借金をしてまで贅を尽くそうとする貴族も珍しくはない。そんな生活を支えるために、より裕福な貴族と懇こん意いになろうと考えるものも少なくはない。


　そして、その最も効果的な手段は婚こん姻いんである。己の子を裕福な貴族の子と婚姻させればその財産が手に入る。子を持った親はそれが権利だというようにまた財産のある貴族と婚姻させ、独身の貴族は財産のある花はな嫁よめを得ようと社交界で口説き回る。


　少女の父は、自分の娘むすめを聡そう明めいで魅み力りよく的な女性に育てようと考えた。それは彼らの思想からすれば正しく賢かしこい考えであったが、ただ一つ誤算だったのは少女が父の期待を遥はるかに超こえて聡明だったことだった。


　少女──ジェノバ＝ジェノワーズは、この日、十歳という幼さでありながら、優良な人間が十何年という歳月をかけていただく博士号を与あたえられた。


　──時間の浪ろう費ひだな……。


　ジェノバはつまらなそうにため息を漏もらす。宴パーテイは夜を通して続けられる。外では季節外れの大雪が降っており、屋や敷しきから抜ぬけ出すこともできない。その時間から彼女が得られるものはなにもない。主しゆ賓ひんでありながら、誰からも話しかけられることがないのだから。


　大人の都合に付き合わされ、つまらなそうにため息を漏らしていると、目の前にグラスが差し出された。顔を上げると、そこには中年の紳しん士しが佇んでいた。隣には中年にも少年にも見える不思議な青年──執しつ事じのようだ──が控ひかえている。


「大陸から取り寄せた紅甘実アポルロの果実水ジユースなのだが、どうかね？」


　この日初めてまともに声をかけられたことに、ジェノバは少々驚おどろいたように目を丸くした。それからグラスを受け取る。


「いただこう──ヴァレンシュタイン卿きよう」


　その紳士はリカルド＝ヴァレンシュタイン──オルダー教教皇の相談役にして公こう爵しやくの位を持つ大貴族だった。


　果実水ジユースは甘く、なかなかに美お味いしかった。少女らしく満足そうなため息を漏らすジェノバに、リカルドは楽しそうな笑みを浮うかべる。


「私にも君くらいの歳としの娘が二人いてね。君は、そのうちの片方に似ている」


「それは気の毒に」


　ジェノバは愛想笑いも返さず、そう返した。自分が主賓である宴パーテイで独りのジェノバと似ていると言われても不運な人間だとしか思えない。


　リカルドは気を悪くした様子もなく、肩を竦すくめる。その表情は笑みを浮かべていたが、どこか悲しげに見えた。


「そう。不ふ憫びんな娘だ。あの子は君と同じく聡明で美しいが、私は彼女を愛することができない」


　ジェノバは眉まゆを顰ひそめた。ヴァレンシュタイン家ほどの名門ならば、財産目当てに子供の婚こん約やく者しやを探す必要もないだろう。有能だからと言って嘆なげくこともないはずだ。


　首を傾かしげるジェノバに、リカルドは淡たん々たんと語る。


「彼女には大きな才能がある。しかし私は彼女からその未来を奪うばい取ることになる。私は、彼女になにも与えてやれないし、なにも残してやれない」


　ジェノバはフンと鼻を鳴らした。


「それで私に同情を投げかけるのは自己満足でしょう。愛を与えてやれないならば、本でも与えれば良いのです。少なくとも、私はそこから多くのことを学びました」


　同じ貴族であっても、自分よりも遥かに立場が上の大人に対して、十歳のジェノバは敬意の欠片かけらもなくそう答えた。退たい屈くつといらだたしさで機き嫌げんが悪かったとはいえ、自分でも言い過ぎたと感じた。不敬だと殴なぐられても文句の言えない態度である。


　ここまで無礼な態度は想像しなかったのだろう。リカルドはポカンと口を開き、会話が聞こえる程度には近くにいた父が蒼そう白はくになって震える。ただ一人、リカルドの執事だけがフニャリと気の抜けるような笑みを浮かべていた。


　やがて、父が怒いかりを顕あらわにする前に、リカルドはクックと肩を揺ゆらした。


「なるほど。君は噂以上に聡明な子だ。考えもしなかったよ。確かにそれならば与えてやれるし、残してやることもできる」


　ぶたれても文句はないと思ったジェノバは、逆に呆あつ気けにとられた。


「あの子も本が好きらしい。書庫を造ろう。大きな書庫だ。何十万という書物を収められるような」


　壮そう大だいな計画を閃ひらめいたように、リカルドは楽しそうに語った。それから、ジェノバへ焦しよう点てんの合っていない眼差しを向ける。


「素敵なアイディアをくれた君に、一つ〝未来〟を伝えておこう」


「未来……？」


「そう。君はこれから一つの困難に直面する。身構えておきたまえ」


　困難など、いくらでも乗り越こえてきた。だからジェノバは今ここにいる。そう思ったはずなのだが、リカルドの言葉には一笑にできない力強さがあった。


「だが、君はその困難を背負うことにより、君が今味わっている煩わずらわしさから解放される。自由だ。君は、その自由を受け入れれば良い」


　謎なぞかけのような言葉に困こん惑わくしていると、リカルドはその視線をジェノバから違ちがう方向へと移動させる。


　その視線に誘さそわれ、目を向けた先には一人の少年の姿があった。


「坊ぼつちゃま……。アルコールをいただいては旦だん那な様にお叱しかりを受けます」


　その隣となりに付き従う執事──こちらも少年だった──が心配そうにそう諫いさめている。貴族の少年はそれがカンに障ったように顔を歪ゆがめると──


　バシャ──執事の顔に、グラスの中の紫房果プルテア酒を吹きかけていた。


「いつから俺に説教ができるほど、お前は偉えらくなった？」


　──教養のないガキだな……。


　少年とはいえ明らかに自分よりも年上の相手に、ジェノバはそう思った。


「あの子供が、なにか……？」


　問いかけたときには、そこにリカルドの姿はなかった。どこに行ったのかと周囲に目を彷さま徨よわせると、宴パーテイの会場を後にするリカルドと執事の背中が見えた。


　──なんだと言うのだ？


　困惑しながらも、ジェノバはリカルドが示した──少なくとも、ジェノバにはそう思えた──少年へと視線を戻もどす。


　少年は執事を罵ば倒とうすると、給仕から別のグラスを受け取り一気に呷あおる。この時代、アルコールを飲めない男子は軽く見られがちだが、それにしても危険な飲み方だと感じた。


　ジェノバが嫌悪の目で見ていると、隣に父が寄ってきていた。これ以上野放しにしておくと娘がなにを言うか分からないという不ふ安あんに駆かられたらしい。そんな父の心境を察していながらもまったく気に留めることなく、ジェノバは疑問を投げかける。


「あの少年は誰だれですか？」


「ああ、あれはヴィルヘルム卿のご子息だな。家いえ柄がらは悪くないが、ヴァレンシュタイン卿のご令れい嬢じように言い寄っているという話だ」


「あまり教養が深そうには見えませんね」


「ジェノバ……」


　できるだけ言葉を選んだつもりだったのだが、父は咎とがめるような声を漏らす。


　しかし先ほどのリカルドのときもそうだが、父の苦く慮りよも理解できないわけではない。ジェノバは彼女なりの気づかいを投げかけることにした。


「あの少年を止めた方が良いと思います」


「何な故ぜだ？」


「普ふ段だんからあのような飲み方をしているのでしょう。アルコールが神経系に悪あく影えい響きようを与えている可能性があります」


　ジェノバの指し摘てきに、父は困ったように眉を寄せた。


「彼はまだ若い。アルコールに毒される歳ではなかろう？」


　ジェノバは見事な黒くろ髪かみを揺らし、首を横に振ふる。


「手が震ふるえています。顔色も異常です。加えて執事バトラーへの乱暴からも彼が不自然な興奮状態にあることが窺うかがえます。耐たい性せいもないのに強いアルコールを飲み過ぎた人間にはよく見られる症しよう状じようです」


　言ってる側そばから、少年は頭痛を起こしたらしく、頭を押さえて近くのテーブルに手をつく。執事にアルコールを浴びせ、さらに興奮したせいだろう。


　さすがに、父も様子がおかしいと察したらしい。慌あわてて少年の側に駆け寄った。


「グラハム君、具合が悪いように見えるが…………」


　父がそう声をかけたときだった。少年は、突とつ然ぜん目を剝むいて倒たおれ込んでいた。


「誰か医者を！」


　そう言ったのは、図らずも父だった。そして、周囲の視線は自然とジェノバへと向けられる。ジェノバが博士号をいただいたのは、脳医学……特に神経に関する論文が認められたからである。医者として認められたのだ。


　外では大雪……いや吹雪ふぶきが荒あれ狂くるっている。病院へ運び込むことは難しい。そしてこの宴に医師の資格を持つ人間は招待されていない──ジェノバ以外は。


　──なにゆえ私がこんなガキを……。


　不快感を覚えていると、不意に先ほどのリカルドの言葉が思い出された。


　──君はこれから一つの困難に直面する。身構えておきたまえ──


　困難とは、このことではないか。周囲からは父も含ふくめてなにかを期待するような眼まな差ざしが向けられる。十歳の自分になにができるのだと言いたかったが、逃げ場は、なかった。


　仕方なく、ジェノバはスカートの裾すそを持ち上げると急きゆう患かんの側に駆け寄った。


　発作を起こしたように体を痙けい攣れんさせる少年の容態を診みて、ジェノバは眉を顰める。


「そこの執事バトラー。この少年……なにか持病を抱かかえているな？」


　執事は狼狽うろたえながらも首を横に振る。


「い、医師から診しん察さつを受けたことはありません。詳くわしくは……」


「つまり、それらしい様子はあったのだな？」


「……ときおり、目が見えにくくなることがあるようでした。それと……これは私見ですが、記き憶おくがあやふやになっていることが」


「愚おろか者め。それだけ症状が出ていながら何故医師を頼たよろうとしない」


「も、申し訳ありません。坊ぼつちゃまは医師を毛け嫌ぎらいしていらっしゃいまして」


　医者嫌いで診察を拒こばんでいたらしい。


　──手て遅おくれ──そんな単語が、ジェノバの脳裏を掠かすめた。


「ぼ、坊ちゃまは、助かりますか？」


　不安に彩いろどられた執事の言葉に、ジェノバは思い浮かんだ単語を振り払はらうように首を振った。年ねん齢れいなど関係はない。自分は医師で、目の前に急患がいる。


　ジェノバはその場で簡単な検けん診しんを始める。呼吸も脈みやく拍はくも乱れており、なにかの発作を起こしていることは間ま違ちがいないが、痛むのは頭らしい。意識がないにも拘かかわらず、搔かきむしるように頭を押さえている。指で瞼まぶたを開くと、ドロリと出血していた。


　──これは、脳だな……。


　視力や記憶力の低下など、執事の話からも脳に異常があった可能性が高い。その症状とアルコールの過か剰じよう摂せつ取しゆに関係があるとすれば、脳血流の異常が考えられる。アルコールは脳血流を低下させ、血流が低下した脳は記憶力や、希まれに視力にも異常を起こす。


　──だが、十代の子供に起こる症状ではないはずだ……。


　もしもアルコール以外にも原因があるとすれば──


「執事バトラー。この少年はここ数ヶ月の間に頭部への外傷がなかったか？」


　ジェノバの問いに、執事は悩なやむ素そ振ぶりを見せてからハッとした顔を見せる。


「二ヶ月前に、坊ちゃまは階段を踏ふみ外して少し頭を打ちました」


　なるほど、とジェノバは納得した。脳の血管が損傷して起こる硬こう膜まく下か血けつ腫しゆの手合いだ。慢まん性せいのものならば、時間をかけて少しずつ出血するためすぐには異常に気付かない。それがアルコールの摂取と極度の興奮で血管が開き、急性の発作を起こしたのだ。


　──硬膜下血腫ならば、私一人でも手術ができる。


「熱湯と度数の強いアルコールを。それと私の部屋から鞄かばんを。ここで手術をする」





　宴パーテイの場を離はなれた空き部屋の一つ。柔やわらかすぎるベッドの上に木板を載のせ、その上にシーツを敷しいて臨時の手術台に改造する。明かりは蠟ろう燭そくのものでは影かげが揺らいで見え、手元を誤る危険があるため屋や敷しき中から電気の明かりを集めさせた。


　そうして拵こしらえた手術室にて、ジェノバは執しつ刀とうを開始していた。頼れる人間はいない。それでもジェノバをもっともよく知る人間である父だけが隣で助手を務めている。必要な道具をジェノバに手て渡わたし、汗あせが流れればそれを拭ぬぐうのだ。


　頭ず蓋がい骨こつの切開は、幼いジェノバには骨の折れる作業だった。頭皮を剝はがして頭蓋を顕わにし、滑かつ車しやで回転する錐きりで穴を空けるのだ。父は耐たえきれず手術室を飛び出した。数分後に真っ青な顔をして戻ってきただけでも彼は大した男だった。


　やがて頭蓋骨に親指ほどの穴が穿うがたれると、その下に繊せん維い状の膜が現れる。脳硬膜というものだ。この膜の裏に血が溜たまり、脳を圧あつ迫ぱくしているはずだ。ハサミで切開し、血腫を除去してやれば手術は完かん了りようする。


　脳のう挫ざ傷しようまで引き起こしているとさらに大がかりな手術が必要となるが、どの道それは専門の施し設せつが必要となる。今命を救うための処置はここまでだ。


　気を緩ゆるめたつもりはなかったが、そこでこの少年が自分の執事にアルコールを浴びせたあの光景が脳裏を過よぎった。


　──助ける価値が、あるのか？


　性根の歪んだ貴族はいくらでも見て来たつもりだが、その中でもこの少年はかなり見下げ果てた人種だった。それが硬膜下血腫が引き起こしたものかもしれないとは知りつつも、嫌けん悪お感かんがわき上がった。


　──私は医師だ。


　迷いを振り払うように呼吸を整え、もう一度手術に意識を戻す。それは、幼くとも紛まぎれもなく医師の顔だった。呼吸を殺し、完かん璧ぺきな動作でハサミを差し込む。


「脳硬膜の切開に入る」





　ジェノバは知らなかった。


　リカルド＝ヴァレンシュタインが予言した〝困難〟とは、その先に起こることだと。





　パンッ──なにかが弾はじける音とともに、目の前が真っ暗になった。


　医師として優れた知性を持とうとも、ジェノバ自身はまだ十歳の子供だった。突然視界を失ったことに、ビクッと手を震わせてしまった。


　握にぎったハサミがざっくりとなにかを抉えぐったのが、感かん触しよくで分かった。


「あ……？」


　その状態から、ジェノバは動けなくなった。手て応ごたえから、取り返しのつかないことになったのは分かっていた。それでもそこから動かさなければなんとかなるのではないか。そんな起こりえない奇き跡せきを夢想して、まるっきり動けなかった。


　やがて、外に控ひかえていた執事が異常に気付いて蠟燭を持ってくる。


　蠟燭の明かりで照らされた真っ赤なハサミを見て、ジェノバはようやく震え始めた。


　そして、ジェノバはグラハム＝ヴィルヘルムという名の少年を、殺してしまった。





　それは、明らかに事故であり、誰に罪があるものでもなかった。年齢とは関係なく、ジェノバが責任を問われるべき事件ではなかった。


　しかし、当のジェノバはそうは考えなかった。


　──私は、人を殺した──


　その日を境に、ジェノバはメスを持てなくなってしまった。父がいくら苦慮しようとも、彼女は立ち直ることはできなかった。


　そして、遠い異国の地でジェノバは精せい霊れい〈デル・ドーレ〉に魅み入いられ、契けい約やく者しやとなった。
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「エルミナ。一つ訊ききたいのじゃが……」


「……なにかね？」


「侍女メイドの私まで着き飾かざる必要があるのか？」


　カナメは、紅の着物に身を包んでいた。旅館に着くなり、宴パーテイの前に着き替がえるように渡わたされたのだ。エルミナは表情を変えることなく淡たん々たんと頷うなずく。


「……君は主しゆ催さい者ではなく、招待客の使用人としてここにいる。おかしなことではない」


「そういうものか？」


　正直なところ、侍女姿以外は久しぶりで落ち着かなかった。それでもキョクトの服を用意してあったのは主催者の──エルミナの婚こん約やく者しや──グラハム＝ヴィルヘルムだと考えると複雑な心境だが──配はい慮りよに感謝すべき点なのだろう。


　ともかく、宴が始まるまで、カナメたちは特にできることがなかった。


　──時間稼かせぎをされているように感じるの……。


　二千年という年月をかけて、オルダー教が追って来た〈精杯グレイルの姫〉──そのエルミナが出向いてきたというにも拘かかわらず、なんの牽けん制せいもなく待たされている。今までの〈宣教師〉の行動を考えれば不自然な気がした。


　エルミナの方もそれは同じらしい。俯うつむいた顔は普段よりもさらに無機質になっているように思える。


　最近は、カナメでもエルミナの表情が分かるようになってきた。カナメがそれに慣れてきたのか、それともエルミナの表情が実際に動いているのか。


　──あるいは両方か？


　列車の中での出来事──付き合うとはどのような──思い出すのも恥はずかしい話だが、そんな会話をして以来、お互たがい気を許せるようになった気がする。


「まあ、良い。それよりおんし、具体的にはどうするつもりなのじゃ？」


「……〈精杯グレイル〉が存在しないことは、彼らも気付いているのだと思う」


　長い歴史の中で、〈宣教師〉が〈精杯グレイルの姫〉にたどり着けたことは何度かあったらしい。その数回の接せつ触しよくで、彼女たちの本質にたどり着けなかったと考えるほど、エルミナもカナメも楽観してはいない。


「……では彼らはなにを望んでいるのか。それは〈精杯グレイル〉──つまり〈アルス・マグナ〉の破は壊かいだったのではないかと思う」


「理り屈くつの上では、〈アルス・マグナ〉はオルダー教そのものが存在しなかったことにできるからの」


　エルミナはやはり表情を変えなかったが、小さく頷いた。


「……〈アルス・マグナ〉にその力が在っても、契約者にはそれを振ふるうことができない」


「それを教えれば、あやつらは諦あきらめると？」


　否定。エルミナは首を横に振った。


「……その程度の考えで、二千年も追いかけては来ない。だが、二千年の間に時代は変わった」


　産業革命以来、人々は宗教よりも理屈が目に見えて分かりやすい因学ルートを求めている。オルダー教は世界最大の宗教ではあるが、宗教であることに変わりはない。産業革命の影響は受けている。


「……〈精杯グレイル〉があれば、因学ルートでは説明できない──つまり〝在るはずのないもの〟を、神の奇跡を見せることができる。傾かたむいた人々の価値観を修正することができるかもしれない」


　ふむ、とカナメは頷いた。


「いつぞやヨハエルが言っておったことか？」


　──〈精杯グレイル〉は必要とされているのです──


　そう言って、ヨハエルはエルミナを連れ去ろうとした。結果右みぎ腕うでをもがれたが。


　エルミナは、試すようにカナメの顔を覗のぞき込んでくる。


「……君は、この二つのうちどちらが真実だと思うかね」


　オルダー教は〈精杯グレイル〉を破壊したがっていた。しかし今必要ともしている。


「つまり、意見が割れているということか？」


「……そう。現教皇は破壊したかったのだろう。しかしヨハエルを差し向けてきたのはヴィルヘルムだったはずだ」


　ヴィルヘルムは〈精杯グレイル〉を必要としている。


「ふむ……。だから、婚約という手で近づこうとしておるのか？」


「……そう思う」


　ならば、生半可な手段ではその婚約をはねのけることはできないだろう。


「ならばどうするのじゃ？」


「……やはり、正せい攻こう法ほうが一番だと思う」


「正攻法？」


「……ここはフロアティナであってラチナスではない。成功者たちは神の奇跡よりも自らの実績を信じる。異国の貴族との関係コネクシヨンは魅み力りよく的てきかもしれないが、いつ敵となるか分からない国との友好関係よりは私が……いや、ドミニクが築いた人脈の方が価値がある」


　世の中は数年前の世界大戦から立ち直ってはいない。フロアティナとラチナスは敵同士だったのだ。また戦争になれば味方になるかは怪あやしい。


「おんしが婚こん姻いんの意思はないと表明すれば、周りもついてくると？」


　婚約者とはいえ、エルミナの意思を無視して連れ去るような権限は持たない。そして次期教皇ともあろう人間が、海外に長期間滞たい在ざいすることも許されることではない。一度追い返すことができれば、その後に交こう渉しようを持ちかけられてもはね除のけることができる。


「……状じよう況きようは有利だと思う。時間はかかるかもしれないが、今を凌しのぐことは難しくはない。ただ……」


「ただ……？」


「……その程度のことも理解していない相手には思えない」


　なにか厄やつ介かいな切り札を用意しているのかもしれない。そういうことらしい。


「いずれにせよ、今夜のヴィルヘルムの出方次第ということか？」


「……そうなる」


　ヴィルヘルムはエルミナの行動を予測している節がある。


　──あの男、確かにただものではなかったの……。


　列車の中で出会ったひ弱そうな男を思い出し、カナメは眉まゆを顰ひそめていたときだった。


「──っ？」


　カナメは顔を上げて鋭するどく目を細めた。


「……どうした？」


「今、銃じゆう声せいが聞こえた」


　続けて──ガッシャン──ガラスが砕くだける音。


　今度はエルミナにも聞こえたらしい。天てん井じように目を向けた。


「……なにごとだろう？」


　ここはヴィルヘルムの滞在場所──ラチナスとフロアティナの警備が布しかれた場所である。そこに侵しん入にゆう者しやが来るとすれば、それはエルミナの敵というよりもむしろヴィルヘルムの敵だろう。


　──マルク……か？


　エルミナには伝えていないが、マルクもカナメたちについてきている。今もどこか近くにいるはずだ。それが発見されてしまったのではないだろうか。


　不安が表情に出てしまったらしい。エルミナが意外そうに翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを揺ゆらした。


「……心当たりが？」


「そういう、わけでもないのじゃが……」


　言葉を濁にごすと、エルミナは小さく吐と息いきを漏もらして立ち上がった。


「どうした？」


「……気になるのであろう？」


　さも当然のようにそう言われ、カナメは自然と笑みを溢こぼしてしまった。


「確かに、おんしはそれだけで屋や敷しきを飛び出したのであったの」


　カナメは自分のカタナを手に取ると、部屋を飛び出した。
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　カナメの背中を追いかけながら、エルミナは自分の胸を押さえた。


　──これで、良かったのだろうか？


　ヴィルヘルムはエルミナの行動を読んでいる。カナメにはなんとかなると答えたものの、このままではエルミナがヴィルヘルムを追い返すのは難しいだろう。


　そこで、この騒さわぎが起こった。


　──このことも、ヴィルヘルムは想定していたのだろうか？


　それは、一つの賭かけだった。ヴィルヘルムのシナリオに存在しない出来事が起こったならば、なにかの糸口を摑つかめるかもしれない。しかし、これもヴィルヘルムのシナリオ通りだとしたならば、エルミナはノコノコと自分から不利な状況に飛び込むことになる。


　不安とともにじっとりと掌てのひらに滲にじんできた汗あせを、エルミナはスカートに拭ぬぐいつけた。ドミニクが見たら行ぎよう儀ぎが悪いと叱しかられるところだ。


　カナメはエルミナがついて来られる速度で走ってくれている。ドレスのスカートがもどかしかったが、それでも突つき放されることはなかった。


　やがてガラスの割れる音、そして銃声が近づいてくる。廊ろう下かが突き当たったところで、カナメがとうとつに足を止めた。どうやらその先で銃じゆう撃げき戦せんが行われているようだ。


「──何事じゃ？」


　状況が摑めない以上、むやみに飛び出すわけにもいかない。カナメの問いかけに、誰だれかが廊下を駆かけ出す。顔は見えなかったが、普ふ段だんエルミナが愛用しているような黒のドレスを着ていた。


　パン──銃声とともに、ドレスの人ひと影かげが体勢を崩くずす。


　──撃うたれた？


　無表情ながら、エルミナが口元を覆おおう。続けてガラスが割れる音。


「逃のがすか！」


　腹立たしそうな声。女性のものに聞こえた。


　廊下の先の様子を窺うかがっていたカナメが、振り返る。その視線から、手を出して良いか問いかけているのだと気づき、エルミナは頷き返した。カナメは鞘さやに収まったカタナを無造作に握にぎり、何気ない素そ振ぶりで廊下の奥へと踏ふみ入った。


「なんの騒ぎじゃ、これは？」


　カナメに続いてエルミナが進むと、そこには三人の男女の姿があった。


　一人は血まみれの男で、一人はダボダボの法ほう衣えに身を包んだ少女。最後の一人はよれたシャツとズボンという、庶しよ民みんじみた服装の青年だった。


　その中の一人──血まみれの男は、落らく胆たんを隠かくすように頭をかく。続けて懐ふところから水すい筒とうを取り出すと、それを自分の頭に向かって傾けた。


「あー……強えぇ……」


　ダバダバと水を浴びながらそう呟つぶやくと──バタン、と倒たおれ込んでいた。すでに深傷ふかでを負っていたらしい。


　カナメが毒気を抜ぬかれたように瞬まばたきをしたが、その向こうにいた青年が肩かたを竦すくめたことで鋭く目を細めた。


「写真フオトグラフを見たときはまさかとは思うたが、本当におんしなのじゃな」


「さて？　なんのことだか分からないな。君は誰かな？」


　その反応に、カナメはさも親しい友が下らない冗じよう談だんを口にしたかのように苦笑した。


「リーン。左斜ななめ下────」


　青年がなにかを口走ったときには、カナメは床ゆかを滑すべるように踏み込こみ、カタナの柄つかに手をかけていた。そして──


　パン──銃声とともになにかが宙に放られる。


「え……？」


　気の抜けた声を漏らしたのは、法衣の少女だった。なにかを握るように指を曲げているのだが、その手にはなにも握られていない。代わりに、カタナの柄が突きつけられていた。


　カナメは半分までカタナを抜きながら、その柄で少女の手を打ち据すえたのだ。


　しかし代わりにカナメの腕うでも伸のびきってしまい、その体勢からカタナを抜ききることができなくなる。青年の方がそれに気づき、拳けん銃じゆうを抜く。


　──撃たれる！


　エルミナが声を上げようとしたときだった。


　カナメは刀身を半ばまで見せたカタナ……ではなく、鞘を握った左手を引く。抜けないと思われたカタナはそれだけでスルリと抜けた。続けて右の手首を半回転させながら肘ひじを引き、自由になったカタナをそのまま突き入れる。


　見えないほど速かったわけではないのだが、狙ねらわれた青年はまったく動けなかった。青年ののど元に切っ先が突きつけられたことで、少女が悲鳴のような声を漏らす。


「猊げい下か──っ？」


　ゾバッ──新たな拳銃を取り出そうとしたのか、懐に手を入れた少女の体が、頭から真っ二つに割れた。


「そうなりたくば、動くがよかろ」


　カナメが無む頓とん着ちやくにそう呟いたことで、エルミナはようやく息を吐はいた。


　少女の顔にどっと汗が滲にじみ出す。顔色は蒼そう白はくで、呼吸も発作でも起こしたように途と切ぎれ途切れだが、少女は生きていた。真っ二つになったはずの体にも、最初に打ち据えた手首以外、怪け我がらしい怪我もない。


　──そういえば、あの岩山での一件以外、カナメが戦っているところは初めて見る。


　カナメが初めて屋敷にやってきたとき、彼女は敵だった。執しつ事じのマルクと数回にわたって交戦した末、敗北して屋敷に来ることになったのだが、それ以来彼女が戦うところをエルミナは見ていない。


　──あのころよりも鋭くなっているようだね。


　当時のカナメは達人というより手負いの獣けもののように荒あら々あらしい剣けんを振ふるっていた。それが今は落ち着いているというか、ずいぶん動きが精練されて見えた。無む駄だな力が入らなくなったというところだろうか。


　加えて、たった今見えた幻げん覚かく。カナメの異能は触ふれたものを〝液状化〟させることである。幻覚は異能ではない。剣の達人が殺気を自在に操るというのはキョクトの書物で読んだことがあるが、今のがそうなのかもしれない。


　マルクが何者にも屈くつしない〝盾たて〟だとするなら、カナメは紛まぎれもなく〝剣〟だった。


　そしてその〝剣〟は、エルミナの敵を瞬またたく間まに制圧していた。カナメを軽く見ていたつもりはないが、それでもこれだけ圧あつ倒とう的てきだとは思わなかった。


　──だから、マルクはカナメを側そばに置くのだね……。


　小さな嫉しつ妬と心が疼うずく。マルクが頼たよる理由が分かってしまうから。そして自分自身が今彼女が隣となりにいてくれることを心強く思ってしまうから。


　迷いを振り払はらうように首を振ると、カナメが振り返らずに問いかけてくる。


「さて、このまま仕留めても構わぬのじゃが、どうする？」


　──どうしたものだろうか……。


　カナメの問いをそのまま自分自身に投げかける。こういった状況になるとは思わなかったので、とっさにどうすれば良いか思いつかなかった。


　──情報を、引き出すべきなのだろうね……。


「……私の部屋に連れて──」


　エルミナが言いかけたときだった。青年が、自分ののど元に突きつけられたカタナを素手で握った。


「なんのつもりじゃ？」


　カタナを握られたところで、カナメにはなんの問題もない。彼女の腕とカタナの切れ味を以もつてすれば、軽く突き入れるだけで青年は絶命する。にも拘かかわらず青年は切っ先を握り、あまつさえそれを自分自身に突き刺さすように引いて見せた。


　首から、鮮せん血けつが滴したたった。


「殺したければそれも良いだろう。だが、その前に話をさせろ」


「〈宣教師〉の命いのち乞ごいを聞き入れるほど、私もエルミナも寛かん容ようではないが？」


　口を開く機会を逃のがしたエルミナの代わりに、カナメが冷ややかな声で問いかける。


「〈宣教師〉を動かすのに、私がこの国に来る必要はない」


「どうかの？　おんしがいるから今〈宣教師〉が動けるようになったのであろ？」


「……ペインは、エルミナに危害は加えなかったはずだ」


　カナメはペインに重傷を負わされた。しかし、彼はエルミナの前に立ったとき、交戦を避さけようとした。


　カナメが判断を求めるように片目を向けて来る。エルミナは仕方なく頷うなずく。


　それを確かめて、青年はホッとしたように息をついた。


「場所を変えよう。ここにいては面めん倒どうだ。……リーン。俺の髪を元に戻もどせ。それと、アッシュの手当てを」


　そう言って、青年はようやくカタナから解放される。リーンと呼ばれた少女はまだガタガタと震ふるえており、立ち直りきれてはいなかったが、青年の髪へと手を伸ばす。


　黒かった青年の髪が、金色に変わった。




[image: ]





　──擬ぎ態たい能力……？


　それは写真フオトグラフで見たヴィルヘルムとなんら変わらぬ姿だった。


　青年が歩き始めたのを見て、エルミナの胸に苦いものが広がった。


　──主導権を、奪うばわれた……。


　エルミナは別の部屋で話を聞き出そうと考えた。青年もそのように提案してきたのだが、エルミナが青年の提案に頷かされた形にされてしまった。


　そして、それが現在の力関係のように感じられた。
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　ヴィルヘルムが入ったのは、同じ階の空室だった。内装はエルミナの部屋よりも簡素なものだが、それでも装飾品まで一流のものが使われているようだ。


　部屋の様子を眺ながめてから、エルミナはカナメに目を向ける。


「余人の気配はない。盗とう聴ちよう器きの手合いまでは、分からぬがの」


「盗聴器とはそれほど便利な道具ではない。小型で効率良く音を拾える集音器はまだ開発されていない。そもそもどこかに電源を依い存ぞんさせなければならん。せいぜい、電話に仕込むのが関の山だ。今の技術ではな」


　カナメが不快そうに目を細めた。


「ペラペラとよく喋しやべるの」


「黙だまっていて貴様が納得するならそれも良いが──すみません！　しゃべってないと落ち着かないんです！」


　いつの間に抜いたのか、カナメがカタナを突つきつけていた。あっさり傲ごう慢まんな態度が崩れたことに、エルミナは少々戸と惑まどった。


　──人格が見えない……。


　ヴィルヘルムのそれは明らかに場ば違ちがいな反応である。


　これもなにかの策なのだろうか。エルミナが警けい戒かいしていると、ヴィルヘルムが椅い子すを示した。座れということらしい。警戒しながらも、エルミナは腰こし掛かける。それを確かめてからヴィルヘルムも座るが、カナメは座らなかった。いざというときすぐに対応するためだ。


「最初に言っておきたいのは、俺は敵ではないということだ」


「妄ぼう言げんもそこまで真顔で言えると見事じゃな」


　カナメがざっくりと切り返し、ヴィルヘルムがにわかに呻うめいた。後ろ暗いものはあるらしい。


　エルミナは気持ちが和むのを感じた。自分一人ならヴィルヘルムの手玉に取られたかもしれない。しかしカナメが隣にいるのだ。少しだけ、気持ちに余よ裕ゆうを持てた。


「……それはつまり、君は〈精杯グレイル〉を〝必要だ〟と考える派は閥ばつにいるということかね」


　ヴィルヘルムが、少し大きく目を開いた。


「……君たち〈宣教師〉は〈精杯グレイル〉の破は壊かいを目的としていたはずだ。だがそれは叶かなわない。そして〈精杯グレイル〉がオルダー教の象しよう徴ちようであることも事実だ。だから〈精杯グレイルの姫ひめ〉を監かん視ししてきた」


　呻くように、ヴィルヘルムは頷く。


「……そのもっとも効率的な手段として、君たちは〈精杯グレイルの姫〉を娶めとることにした」


「──待て、それは違ちがう」


　エルミナの言葉を遮さえぎるように、ヴィルヘルムが立ち上がる。少々意外ではあったが、向こうも感情もあるし動どう揺ようもする人間なのだと確認できて、エルミナは冷静さを研とぎ澄すますことができた。


「……事実だ。それがこの二千年の間に、君たち〈宣教師〉がやってきたことだ。それを否定することは認めない」


　自分自身でも驚おどろくほど攻こう撃げき的な言葉。エルミナは自分が腹を立てているらしいことをようやく自覚した。


　ヴィルヘルムは反論することなく肩かたを落とし、もう一度椅子に腰こしを落とす。


「確かに、そういった過去があったことは認める。リカルド＝ヴァレンシュタインを含ふくめ〈宣教師〉はそうして〈精杯グレイルの姫〉を束そく縛ばくしてきた。だが、俺は〈宣教師〉である前にオルダー教の信者だ。事実を知ってなお〈精杯グレイルの姫〉を貶おとしめるつもりはない」


　エルミナは眉まゆを顰ひそめた。なにか話がかみ合っていないような気がした。


「本来ならば、俺たちは〈精杯グレイル〉とその〈姫〉に傅かしずくべき存在だ。しかしオルダー教の先人たちは〈精杯グレイルの姫〉からその地位を奪って教義を我がものにした。教義を穢けがした罪は贖あがなう。そのために、俺はこの国に来たのだ。あなたに頭を下げるために」


　違い和わ感かんがますます強くなる。


　──教皇に近い地位を与あたえる、とでも言いたいのだろうか？


　相手の意図が読めず困こん惑わくしながらも、エルミナは首を横に振る。


「……私はオルダー教の地位に興味を持っていない。ラチナスに帰るつもりもないが」


　今度はヴィルヘルムが眉を顰めた。


「あなたは、自分の正当性を主張したくはないのか？」


「……正当性？」


〈精杯グレイル〉の持ち主が頂点に立つべきだとでも言うのだろうか。エルミナは首を傾かしげた。その反応に、ヴィルヘルムが慌あわてたような声を上げる。


「待て。〈精杯グレイル〉はあなたが持っているのだろう？」


「……〈精杯グレイル〉は彼方かなたの時代に失われている」


「そういう話ではない。〈精杯グレイル〉の契けい約やく者しやはあなたなのだろう……いや、それもまた違うな」


　言いたいことが整理できないのか、ヴィルヘルムが頭を抱かかえていた。ついつい助けを求めるようにカナメに目を向けると、彼女も肩を竦すくめるだけだった。


　やがてヴィルヘルムが自分を落ち着かせるように頭を横に振った。


「分かった。順を追って訊きこう。〈精杯グレイル〉は失われ、契約精せい霊れいと化した。そこはいいな？」


　首しゆ肯こう。別にそこで勘かん違ちがいをしているわけではないらしい。


「では、あなたが──〈精杯グレイルの姫〉がオルダー教を追われた理由は？」


　それではまるで元々〈精杯グレイルの姫〉がオルダー教に所属していたように聞こえる。


　──〈精杯グレイルの姫〉がオルダー教と無関係だとは考えないが……。


「……私たちが〈精杯グレイル〉を持ち出したとでも？」


　エルミナの言葉に、ヴィルヘルムが絶句した。それから再び頭を抱えると、深い深いため息を漏もらした。


「なるほど……。食い違いは、そこか」


「……なにが言いたいのかね」


「あなたは、何な故ぜ自分の血族が〈精杯グレイル〉の宿主になるのか、疑問に思ったことはないか？」


「……それは」


　思わなかったわけではない。何故自分たちばかりこんな目に遭あうのか。ただ、それは理り不ふ尽じんに対する憤いきどおりであり、その原因を求めようとまでは考えなかった。


　そんな暇は、なかったのだ。エルミナとエミリオに残された時間は無限ではない。エミリオを助けられるかもしれない──その希望はあまりに小さく儚はかなく、そしてそれを叶えられるだけの時間が残されているのかも分からなかった。


　それでも、エルミナは確かに希望を摑つかんだ。糸くずのような希望を確かに形にし、実現までの道のりを築いた。そしてそれはエルミナから決定的に残った時間を奪い去った。何故なら、エルミナはエミリオを助けられたわけではなく、自分の体を明け渡わたしただけだったのだから……。


　全すべては、たった一年の間の出来事である。目の前の理不尽な現実に、エルミナは全力で反はん抗こうした。生まれて初めて自分の意思で考え、行動したのだ。


　そんな中〝どうして自分たちなのか〟など、そんな無む駄だな疑問に自分の時間を費やす暇はなかったのだ。それはただの過去であり、目の前の現実に対してなんの意味も持たないのだから。


　初めて突きつけられた指し摘てきに、エルミナはようやく疑問を抱いだいた。


　──私たちの血族は一体なんなのだろう。


　ヴィルヘルムは立ち上がると、胸に手を当て静かに腰を折った。





「〈精杯グレイルの姫〉──エルミナ＝ヴァレンシュタイン。あなたは、祖オルダーの正統な末まつ裔えいであり、その血をもっとも色いろ濃こく受け継ついだ人間だ」





　エルミナは、ポカンと口を開いた。


　──祖オルダーの正統な末裔──


〈宣教師〉──オルダー教は、二千年という月日をかけて〈精杯グレイルの姫〉を追い詰つめてきた。その〈姫〉がオルダーの末裔……つまり、自分たちは身内に追われていたのか？


　困惑を隠かくせないエルミナに、ヴィルヘルムは続ける。


「旧ラチナス帝てい国こくの時代。帝国は国の統治に宗教を使おうと考えた。当時民衆から広く支持を受けていたのがオルダー教だった。帝国はオルダー教を国教に定めるにあたり、その教義を大きく改かい竄ざんした」


「……改竄した？」


　ヴィルヘルムは沈ちん痛つうそうに頷うなずく。


「オルダーは揺ゆるぎない絶対神でなければならなかった。人と交わっていては神聖が薄うすれる。そしてその血族に従わねばならなくなる。だから、オルダーの血族が存在してはならなかったのだ。帝国はオルダーの血族──つまり〈精杯グレイルの姫〉を抹まつ殺さつしようとした」


「……でも〈精杯グレイル〉は砕くだけなかった」


「そうだ。長い時間をかけてオルダーの血族を追い詰めたとき、そこには〈精杯グレイルの姫〉がいた。〈精杯グレイル〉は、眠ねむれる〈姫〉とその身内の危機に幾いく度どとなく力を振ふるった」


　教義の改竄──それは恐おそらく、本来のオルダー教の教えを大きく歪ゆがめてしまったのだろう。今のオルダー教に、象徴としての〈精杯グレイル〉はあってもそこに明確な必要性を見み出いだすことはできないのだから。


　──だから、〈精杯グレイル〉は〈器〉を失い、私たちを眠り姫にしたのか……。


〈精杯グレイル〉が失われ、そして探たん索さくされる長い時間の間に、帝国は他の宗教も取り込んでいった。そしてその分〈精杯グレイル〉の力も増していった。


〈精杯グレイル〉を〈アルス・マグナ〉にしたのは彼らを追い出した帝国なのだ。エルミナは、〈宣教師〉が何故ああも必死で〈精杯グレイル〉を追っていたのか、その本当の理由をようやく理解した。


「……だから、君たちは〈精杯グレイル〉が怖こわかったのか」


〈精杯グレイルの姫〉には、現在のオルダー教に復ふく讐しゆうするだけの理由がある。それを可能にしてしまう力がある。〈宣教師〉は復讐が恐ろしかったから、〈精杯グレイルの姫〉を追い続けていたのだ。


「まさか、当の〈精杯グレイルの姫〉がそれを覚えていないとはな」


　疲つかれたような声だった。向こうも向こうで、かなり気を張っていたのだろう。自分を殺すだけの力と動機と正当性を持った人間と会話しているのだから。


　──ならば、和解は可能なのではないだろうか。


　ヴィルヘルムは次期教皇であり、エルミナとも対等に会話をしようとしている。信じてみる価値はあるのではないだろうか。


　エルミナは息を整えると、毅き然ぜんとした口調でこう言った。


「……私は、自分と妹の身を守るだけで精せい一いつ杯ぱいだ。二千年も昔の正当性を主張するほど、余裕を持ってはいない。これが答えでは、不足だろうか」


　ヴィルヘルムがホッとしたように息を吐はいた。


「不足はない。では、俺といっしょに来てくれるな？」


　その言葉に、エルミナの落らく胆たんは大きかった。二千年も続いた勘違いを終わらせられる。そう、期待してしまったのだから。


　──まるで分かっていない。


「……私は、ラチナスに帰るつもりはない。君と、こ……婚こん約やくするつもりもない」


　毅然とした態度を取ったつもりだったが〝婚約〟という単語を口にすることには未いまだに躊ちゆう躇ちよしてしまう。


　ヴィルヘルムは困ったように眉を顰めた。


「俺はあなたと敵対するつもりはないが、オルダー教とて一枚岩ではないのだ。あなたを守るための理由が必要なのだ」


「……なにも婚こん姻いんを結ぶ必要はないはずだ」


「必要なのだ。あなたは今、ラチナスでどういう立場に置かれているのか理解していないのか？」


「……今の私はフロアティナの国民だ。ラチナスは関係がない」


　あくまで拒きよ絶ぜつするエルミナに、ヴィルヘルムが頭を抱えた。それから、言いにくそうな目を向けて来る。


「リカルド＝ヴァレンシュタインは現教皇の相談役であり、公こう爵しやくの位を持っていた人間だ。あなたの身み柄がらを隠すことはできても、彼の死に対しての追つい及きゆうは凌しのぐことができない」


　父の死──何故か、頭から冷や水を浴びせられたような気分だった。


　そして、それを裏付けるように、ヴィルヘルムはこう言った。





「──父親殺し──あなたは現在その容疑をかけられている」





　なにを言われたのか、とっさに理解できなかった。


　──父親殺し……？　私が？


　炎えん上じようする屋や敷しき。眠ってしまったエミリオ。そしてその全てを拒絶したエルミナ。母が死に、全てが壊こわれてしまった一年前の悪夢。そのときそこにいた父は、どうなった？


　パンッ──なにかが破は裂れつしたような音が響ひびいた。


　エルミナはビクッと身を震ふるわせた。殴なぐられたのかと感じた。


　顔を上げると、カナメがエルミナの視界を覆おおうように立っていた。そして、その向こうでヴィルヘルムが顔を押さえていた。


　殴られたのは、ヴィルヘルムだった。カナメが横っ面をひっぱたいたのだ。


「やはり、おんしは信用できぬ」


　冷たい眼まな差ざしでヴィルヘルムを睥へい睨げいすると、カナメはエルミナに向き直った。手を引いてエルミナを椅い子すから立たせると、そのまま部屋の扉とびらに手をかける。


　半ば放心状態だったエルミナは、されるがままにカナメに続いた。


　去り際に、ヴィルヘルムの表情が後こう悔かいするように歪んだのを見た気がした。





　　　　[image: ]





「大だい丈じよう夫ぶ？」


　心配そうに、マルクの顔を覗のぞき込んできたのはシュウだった。膝ひざを抱えて蹲うずくまっていたマルクは、なんとか顔を上げると力なく笑い返した。


　ジョンストンホテルから脱だつ出しゆつしたマルクは、セリアに肩かたを貸してもらい、隠れ家……というか、リオとシュウに用意した安旅館に転がり込んでいた。


　傷の手当ては、セリアがしてくれた。普ふ段だんの態度が信じられないくらい優しかった。傷付いたマルクの心は救われた気分だったが、愛あい称しようが「マルクちゃん」になっていたのはなにかの間ま違ちがいだと思いたかった。


　マルクはなんとはなしに窓へ目を向ける。窓ガラスの向こうには、金属の鈴が置かれている。旅館の設備というわけではない。セリアは、引き続きジョンストンホテルの監かん視しをしてくれている。なにか変化があれば、この鈴を打って知らせてくれるのだ。


　しかし、今の怯おびえきったマルクに一体なにができるのだろうか。未だに立ち直れないマルクに、足下の影かげが珍めずらしく励はげますようにざわめいた。


「……なんです？　男だと教えれば良い……ですって？」


　マルクはガタリと立ち上がった。


　──そうです。女装などしているから要らぬ誤解を受けるのです！


　女装をやめれば、あの恐ろしいアッシュも言い寄ってはこないだろう。簡単な話ではないか。気が動転していて、そんなことも見落としていた。


「君、誰だれと話してるの？」


　気がつけば、シュウが不思議そうに首を傾かしげていた。


「い、いえ……。自分の思い違ちがいに気付いたもので」


「そうなの？」


　怪け訝げんそうな顔をするシュウに、マルクは誤ご魔ま化かすように話を振る。


「そ、それよりも、義ぎ肢しの具合はどうですか？」


「うーん……。肘ひじと膝もあるから少し時間がかかるかな。今はちょっと休きゆう憩けい中」


　シュウが言うには、優れた義肢とは形や大きさ以上に、重量の調整が重要らしい。特に足は右と左の重さが均等でなければ体に相当な負荷がかかる。合わない義足で歩き続ければ、一年と経たたずに骨格が歪む。他にも力加減の調節も必要らしく、一朝一夕で終わるものではないのだ。


　そういった調整で一番負担がかかるのは、患かん者じやである。適度な休息が必要なのだ。


「今まで使ってた義肢は相当合わないものだったみたいだね。筋肉の片寄り方を見れば分かる。それでも骨格の歪みが軽けい微びなのは、リオさんが武術かなにかやってたからだよ」


　リオは処しよ刑けい人の技である大おお鎌がまの継けい承しよう者しやである。呪のろわれた技も、人のために振るえば誰かを救えるのではないか──彼……もとい彼女……いや彼で合っているか、ともかく、そんな信念の下振るわれる大鎌は、マルクでも手を焼く鋭するどさだった。


　合わない義肢でそれだけの鋭さを誇ほこっていたのだ。シュウの義肢を使えばあるいは、カナメに届くほどかもしれない。


　──カナメは、無事でしょうか……。


　あのとき、マルクが逃とう走そうした場所にカナメもいたはずだ。あの状じよう況きようで関かかわり合いにならなかったはずはない。三人もの契けい約やく者しやを相手に、彼女はどう戦っただろう。自分は結局彼女たちの立場を悪くさせただけなのかもしれない。そう考えると、ため息が漏もれていた。


　そんなマルクに、シュウが励ますような声をかける。


「大丈夫。リオさんの義肢は最高のものを用意するよ」


　──リオの心配をしていたわけではないのですが……。


　カナメのことは、シュウには言っていない。マルクが侵しん入にゆうした旅館にいるはずだとしか伝えていない。敵に目をつけられたかもしれないなどと言えば、彼女は迷わずカナメを助けに行くことだろう。カナメの仲間まで巻き込むわけにはいかないのだ。


　──ですが、彼女は何者なのでしょうね……？


　こうして話していれば普ふ通つうの娘むすめにしか見えないが、十代でこの時代最高の義肢を誂あつらえ、彼女に関する情報まで規制されている。ただカナメの友人というわけではないはずだ。


　カナメとの過去を問いたい衝しよう動どうに駆かられるが、それで彼女を巻き込むのも問題である。


　マルクが悩なやんでいると、今度はシュウがなにか訊ききたそうな顔を向けてきていた。


「ところでさ、ボクも訊いていいかな。君、カナメの相棒だって言ってたけど、君とカナメがそんなに必死になって助けようとしてる人って、どんな人なの？」


「エ、エルミナですか？　そうですね……本と紅茶が好きな、きっとどこにでもいる普通の女の子です、ね」


　どれだけ大きな力を持っていても、どれだけ動じない表情をしていても、どれだけお金を持っている貴族だとしても、困っている人間がいれば助けようと当たり前のように考え、そして辛つらければ助けを求めたいと思う、普通の人間なのだ。


　シュウは、分からないというように首を傾げた。


「なんでそんな普通の子を、君たちが守るんだい？」


　自分はどうしてエルミナを守りたいのか。


〈精杯グレイルの姫〉という、数すう奇きな宿命を背負った少女だからだろうか。


　執しつ事じにとっての主あるじ──そんな答え方もある。しかし、マルクが抱いだいている感情はそれだけではない。


　愛いとしい人──そう呼ぶべきかもしれない。だが恋れん慕ぼの情だけで傅かしずいているわけでもない。


　しばらく考えて、マルクはもっとも近い言葉を見つけた。


「居場所……でしょうか。私たちはエルミナの隣となりにいたいのです」


　エルミナがいない世界など、想像もつかない。もしもそんなことになったら、マルクは今までのようには生きていけないだろう。


「君が雇やとわれているから？」


　契約者に対して当然の疑問。マルクは首を横に振ふった。


「私は、もともとエルミナを始末するよう、依い頼らいされたのです」


　シュウが意外そうに目を開いた。


「それが……少し手て違ちがいがありまして、暗殺には失敗して、エルミナは勘かん違ちがいしたまま私を雇いました」


「それから？」


　興味が湧わいたらしい。シュウは子供のように金色の目を輝かがやかせて続きを促うながしてきた。


「雇われるうちに、居い心地ごこちがよくなってしまいまして……」


「それでそのまま居着いちゃったの？」


　マルクは仕方なさそうに苦笑した。


「エルミナは、全て知っても私を側そばに置いてくれると言ってくれました。私が暗殺しようとしたことでさえ、彼女にとっては些さ細さいなことだったのです」


　エルミナは、そんなことはどうでもよくなるほど大きな問題に向き合っていた。〈アルス・マグナ〉──そして眠ねむりに落ちたエミリオ。ラチナスから追いかけて来る〈宣教師〉。それらに比べて、マルクの暗殺など取るに足らない些さ事じだったのだ。


　シュウは怪訝そうに眉まゆを顰ひそめていた。


「それって、普通の女の子の言葉なのかい？」


「ええ、普通の女の子でした」


　マルクは自信を持ってそう答えた。


　エルミナは十六歳という年ねん齢れい通りの、なんの変へん哲てつもない少女だった。それを知ってしまったから、マルクはエルミナを支えたいと思った。笑わせてやりたくなったのだ。そして彼女を見つめるうちに──恋こいをしてしまった。


　──そうです。エルミナは、私にとってそういう存在だったのです。


　ただ、問題なのはそんなふうに想おもえてしまう少女が二人になってしまったことなのだ。


「そう……。うん。それが聞けて少し、安心したかな」


「安心ですか？」


「うん。カナメもきっとそんな〝普通の女の子〟として見てもらえてるんだと思うから」


「……ええ」


　マルクは力強く頷うなずいた。


　──私にとっては〝特別〟な女の子なのですがね……。


　マルクはドレスの裾すそを直すと、背筋を伸のばして立ち上がった。


「さて、休憩は終わりにします」


　現在マルクが解決すべき問題は、自分の気持ちに答えを出すことなのだ。ヴィルヘルムだか枢すう機き卿きようだか知らないが、そんな些末な問題にいつまでも構っている暇ひまはないのだ。


　さっさとエルミナとカナメを連れて帰り、そしてきちんと返事をしよう。


　そのときだった。





　リィィンッ──窓の鈴が、澄すんだ音色を響かせた。
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「──聞いておるのか、エルミナ？」


　肩を揺ゆすられ、エルミナはようやく自分がなにかを言われていることに気付いた。


　そこは、エルミナが取った客室だった。いつの間に戻もどって来たのかよく覚えていない。カナメに手を引かれていたのはなんとなく覚えているが。


　未だ放心状態のエルミナに、カナメは小さくため息を漏らした。


「あやつの戯ざれ言ごとなど真に受けるでない。私はおんしがそのようなことをできる人間だとは思っておらぬ」


　エルミナは、無表情を崩くずして俯うつむいた。


「……事実だ」


「なに？」


「……彼の言ったことは、事実なのだ」


　それから、胸の中で詰つまりそうなその言葉を紡つむぎ出した。


「……私は、父を死なせた」


　愛されたいと思った。だが父はエルミナを愛してはくれなかった。エミリオと入れ替かわって、人間扱あつかいをしてもらうことはできたが、やはりそれで愛されているのは自分ではなかった。


　──父の望み通り人形になれば、愛してもらえるのだろうか？


　エルミナは、そこに希望を持つことしかできなかった。


　人形になって、全すべてをエミリオに押しつけて眠ってしまえば、あるいは愛してもらえるのではないだろうか。しかしそれでもエルミナは愛してもらえなかった。そして、エルミナは父が望んだ以上の人形になってしまった。


　人形は絶望などしない。愛を教えてもらえなかったエルミナは、絶望を学ぶことはできなかった。


　そして父は死んだ。


　エルミナが父の望んだ通りの人形になれれば、そうはならなかったはずだ。しかし〈アルス・マグナ〉が選んだのは──真に絶望したのは、エミリオだった。エルミナは、ただの人形にしかなれなかったのだ。


　ただの人形になったエルミナは、目の前の全てを閉め出してしまった。


　エミリオの絶望は、そこにあった全てを薙なぎ払はらった。父は、そこにいたのだ。消しよう滅めつしていく父の姿を、確かに見たのだ。だが自分の中から全てを閉め出してしまったエルミナは、その父を助けようという感情も捨ててしまった。


　エルミナは父を見捨てた。あるいは、自分ならば〈アルス・マグナ〉を──エミリオの絶望を救うことができたかもしれないのに……。


　父親殺し──それは、紛まぎれもなくエルミナの罪だった。


　そして、それもエルミナが考えまいとしてきた過去だった。考えるほど重要ではないと、切り捨てた過去なのだ。目を背け続けて来た事実が、目の前に突つきつけられた。それがエルミナが躓つまずいた理由だった。


　──駄だ目めだ。もう、なにも考えられない。


　躓いてしまったエルミナは、一年前に立ち戻ってしまっていた。全てを拒きよ絶ぜつして、自分の中に逃にげ込んでしまったあのころに。そんなエルミナにカナメは──


　ムギュウ──頰ほおを引っ張ってきた。


「……なにをふるのはね」


「たわけ。このたわけ。助けられたかもしれない。だけどそうはしなかった。おんしが言いたいのはそういうことであろ？」


　──心が読めるのかね？


　エルミナが目を丸くすると、カナメはもう片方の頰も引っ張ってきた。


「おんしは、ただ一度の後こう悔かいのために、今までの全てを無む駄だにするつもりか？　おんしがマルクを置いてまでここに来たのはなんのためじゃ？」


「……そえは」


　いい加減、頰を放してほしかったがカナメは放してくれそうもなかった。


「目の前を見よ。おんしがここまで背負ってきたのはなんじゃ？　エミリオ、〈アルス・マグナ〉、マルク、ヴィルヘルム、全部おんしが解決せねばならぬ問題であろ。そこに今さら一つ背負うものが増えたくらいでなにを落ち込んでいる」


　散々な言われように、エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを揺らして瞬まばたきを繰くり返した。


「おんしが背負っているものが重たいことくらい、私は……私たちは知っている。だから、私たちはおんしの隣にいるのじゃ。重たいなら私たちがいっしょに背負ってやる。いっしょに歩いてやる。そのためにおんしは私を連れて来たのであろ」


「……カナメ」


「前を見よ。おんしが挑いどむべき敵が目の前におるのじゃ。おんしは泣き寝ね入いりをするためにここまで来たのか？」


　エルミナは、カナメの肩かたに縋すがりついた。


「……負けたくない」


「なら勝て」


「……どうすれば良いのか、分からない」


　いっしょに歩いてやる──エルミナは、その言葉に全力でしがみついた。そうしなければ立ち上がれないから。そうすれば立ち上がれるかもしれないから。


「考えろ。私も考える」


　ギュッと、頭を抱だきしめられた。トクントクンと心臓の音が聞こえた。鼓こ動どうの音は速かった。カナメとて不安でないわけではないのだ。それでもいっしょに背負ってくれると言ってくれた。


　エルミナはしがみついたまま、なんとか声を絞しぼり出す。


「……枢機卿の婚こん約やくを蹴けり、父親殺しの罪を指し摘てきされれば、この国も私を守ることはできない」


「その罪、厳密にはおんしの責任ではなかろ？　無実を主張することはできぬのか？」


「……難しい。それ以上に、枢機卿の婚約を蹴ることの方が問題だろう」


「それは何な故ぜじゃ？」


「……私が──いや、ドミニクが作った人脈は、お互たがいに利益があって初めて成立している。私が婚約を蹴れば、彼らは得られるはずだった利益を失う」


　エルミナが婚約破は棄きをすれば、エルミナの人脈はそのままオルダー教次期教皇との友好関係という特大の利益を失う。その損失を成功者たちがただで許すことはできない。〈宣教師〉を止める盾たては失われ、エルミナたちは常に危険に晒さらされることになる。


　成功者たちからの加護を失うことは直接の敗北ではない。しかし第一級取り引き禁止事じ項こう──そんな危険物として認識されているエルミナは、排はい除じよすべき害悪と見なされる。


　──あなたの敵はヴィルヘルムだけじゃないかもしれない──


　クリスが残した言葉は、こういった意味だったのだ。


「おんし、それを知ってここまで来たのではなかったのか？」


「……私はヴィルヘルムが婚約を発表する前に、それを防がねばならなかった。だが、後手に回ってしまった」


　ヴィルヘルムが婚約発表を目的として宴パーテイを開く以上、すでにその噂うわさは回ってしまっている。そして今晩その正式発表を防ぐことも難しい。


「……私の行動は、全て見み抜ぬかれている。どうすれば出し抜くことができるのか、分からない」


　心細かった。自分で立ち向かうというのは、これほど勇気の必要なことだったのか。カナメに縋りついていなければ、エルミナは今にも泣き崩れそうだった。


「おんしが人脈を損なわなければ、無実を主張できるか？」


「……それは、恐おそらく。だが婚約を破棄することはできなくなる」


「おんしに婚約を破棄する正当な理由があればどうじゃ？」


　すぐには、答えがでなかった。


　そんな都合の良い理由があるのか、それは考えない。それができたとして可能なのか。ジェノバに比ひ肩けんする知識と知性を総動員して、エルミナは考えを巡めぐらせる。


「……可能かもしれない。ヴィルヘルムのなにかしらの非を指摘することができれば」


「ならば決まりじゃ。あやつの弱みを探し出せ。あやつが逃げ出さねばならぬだけの弱みを見つけるのじゃ」


「……方法は？」


　ヴィルヘルムは今夜婚約を発表する。もう、数時間しかない。それまでに弱みを見つけ出すなど、ましてやこんな見知らぬ土地でそれを行うなど不可能だとしか言いようがない。


「情報屋がいる。信しん頼らいができる、国の外にも力を持っている情報屋じゃ。そやつを頼たよる」


「……だが、ここにいては全て筒つつ抜ぬけだ」


　──盗とう聴ちよう器きは電話に仕込むのが関の山だ──つまり、電話を使えば盗聴される危険がある。まずはここから出なければならない。そしてあと数時間で宴パーテイが始まるこの時間に外出はできない。逃げることはできるが、成功者たちに悪い印象を与あたえることになる。


　本来エルミナを守るはずだった〝国〟という盾は、すでに盗ぬすまれた状態だと言えた。


　しばしの沈ちん黙もくを挟はさんで、カナメが問いかけてくる。


「おんしが体調を崩したことにして、パーティを先に延ばすことはできぬか？」


「……できたとしても、一日といったところだろう」


　招待客たちの都合もある。長々と時間を引き延ばす魂こん胆たんが見抜かれれば、エルミナを待たずして婚約を発表すれば良いのだから。


「ならば期限は一日じゃ。それまでになんとかするのじゃ」


「……だが、その場合、私がここにいなければならない」


　体調を崩したと主張して街へ出かけるのは無理がある。


「おんしが無理でも、侍女メイドの私が街に出るのは不自然ではあるまい？　薬の買い出しなど、いくらでも理由はつけられる」


「……でも」


　独りぼっち──今、カナメに置いて行かれるのは心細かった。自分でも軟なん弱じやくだと思うが、今独りにされて耐たえきれるか自信がなかった。カナメがいなくなってしまえば、エルミナはまた一年前と同じ人形になってしまう。


　それを感じ取ったのか、抱きしめていてくれたカナメの体が、不意に離れた。


「……カナメ？」


　瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうには、確かな決意の色が揺ゆれていた。それは、今から大きな問題に挑むというよりは、なにかかけがえのないものを捨てるかのように見えた。


「良いな？　もう一度言う。猶ゆう予よは一日じゃ。それまで、あやつを失しつ脚きやくさせるだけの情報を見つけてくるのじゃ」


　それは、どうしてもエルミナにそれをしろと言っているようにしか思えなかった。それが不可能なのは今説明したばかりだというのに。


　カナメは、懐ふところから一本の短たん剣けんを取り出した。マルクが言うにはモルドレットという、名高い銘めいの一品らしい。


　ここでそれを取り出す意図が理解できず、エルミナはひたすら困こん惑わくした。エルミナが死んだことにでもするつもりだろうか？　名刀とはいえたかがナイフでエルミナに死を与えることはできないというのに。





　そしてカナメはそのナイフを────
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　セリアからの合図に、マルクは迷わず旅館を飛び出した。


　足を負傷しているマルクは速くは走れない。そんなマルクの足に合わせて、シュウも隣となりを駆かけていた。リオだけ置いてきてしまったが、彼は彼でなんとかすると言ってくれた。


　──動きましたか……！


　旅館で遭そう遇ぐうした契けい約やく者しやは全部で三人。戦せん闘とうに特化していたのはアッシュだが、リーンという少女もあの能力では知り合いに扮ふんして暗殺という使い方もできる。そして最後に出てきた青年──ヴィルヘルム本人……。


　──こちらの動きを読めるようでしたね……。


　契約者は、もともと総じてカンが良い。銃じゆう弾だん程度ならば造作もなく回かい避ひできる。音速で撃うち出される弾丸より速く動けるわけではないが、なんとなく狙ねらわれていること、そして撃たれる瞬しゆん間かんが分かる。だから、前もって回避できる。


　だが、それとはなにか異質なものに思えた。何故なら──


　──私の侵しん入にゆうは、予想されていたようでした。


　つまり、予知能力のようなものではないだろうか……？


　──私には未来が全て見える。良い未来も、悪い未来も──


〈アルス・マグナ〉がマルクに届けた幻まぼろし──エルミナの父と母であろう、二人の男女。その父──リカルドは契約者だった。そしてその能力は未来の〝確定〟能力だったのだ。


　同じような能力が、ないとは言い切れない。


　──いいえ、同じではありません。


　ヴィルヘルムは、マルクが躱かわせたはずの攻こう撃げきを命中させたのだ。それは、リカルドが変えられなかった未来を変えたということではないのか？


　──そんなものは関係ありません。


　マルクは知ってしまったのだ。


　あの幻──リカルドとヴィオラ──エルミナの両親がどんな気持ちでこの未来を選せん択たくしたのか。どれだけの覚かく悟ごを以もつてエルミナとエミリオの姉妹を産み、育てたのか。


　二人が紡つむいだ夢を知って、それでもマルクはエルミナの側そばにいたいと思った。リカルドとヴィオラの夢もまとめて背負うと、覚悟を決めたのだ。


　たかが定められた未来程度の存在に、膝ひざを折るわけにはいかないのだ。


　そうして駆けること数分。マルクはようやくセリアの姿を見つけた。周囲を警けい戒かいしながらこちらに走っている。その隣に真っ白な髪かみをした少女の姿を見つけ、マルクは慌あわてて物陰に身を潜ひそめた。


「なにしてるんだい？」


　息を切らしたシュウが怪け訝げんそうに訊きいてくる。マルクは今、カナメとは会わない約束をしているのだ。それを説明しようとする前に、セリアの呼び声が届いた。


「マルク君！　来てください」


　マルクは僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたが、すぐに覚悟を決めた。


　──カナメが助けを必要としているならば！


　白い髪の少女は力なく肩を落としていた。そんな少女の肩を、セリアが労いたわるように抱だいている。


「カナメ。なにがあったのです？　エルミナは？」


　少女は俯うつむいていて顔を上げようとはしなかった。薄うす茶ちや色のシャツに群青のスカート。真っ白な前まえ掛かけとヘッドドレスという、いつも通りの侍女姿をしている。


　返事はなかった。よほどのことがあったらしいのは、見ただけで分かった。


「なにがあったのですか、カナメ？」


　マルクは彼女が意外に脆もろいことを知っている。戦うことも、本来は好きではないのだ。それをマルクの頼たのみだから剣けんを取ってくれる。こんなふうに打ち拉ひしがれているカナメを、守らなければと感じた。


　近づいて、マルクはふと違い和わ感かんを覚えた。カナメとは、背せ丈たけが違ちがうように思えた。


　戸と惑まどっていると、少女は震ふるえる声音でこう言った。


「……すまない」


　声を聞いて、マルクもようやく違和感の正体に気付いた。自分の耳と目を疑いながらも、その名前を口にした。





「あなたは、エルミナ……？」





　白い髪の下から覗のぞいて見えたのは、今にも泣き出しそうなほど濡ぬれた翠すい玉ぎよくの瞳ひとみだった。


　──なにが、どうなっているのです……？


　そこにいたのは、カナメの姿をした、それでも銀啼鳥ソローネの声音を持ったエルミナだった。


　顔を上げた拍ひよう子しに、真っ白な髪がずり落ちた。
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「どうして…………」


　理解が追いつかないマルクをよそに、エルミナは震える声音で、しかし涙なみだは決して流さずこう言った。


「……カナメは────」
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　ナイフを手に取ったカナメはそれを自分の首の後ろへ持っていった。反対側の手は、自身の長い髪を束ねて摑つかんでいる。


　そして──真っ白な髪の束に、無骨なナイフが突つき立てられた。


　声を上げる間も、なかった。長く美しかった髪が、首筋の長さで切られていた。


「……なんてことを」


　啞あ然ぜんとするエルミナに、カナメは切り取った髪を突き出す。


「私の髪を使えば、見張りの目も誤ご魔ま化かせよう」


　それで、変装をしろと言っているのだと、なかなか理解できなかった。


「……どうして。私は、君にそんなことをさせるつもりはなかった！」


　エルミナは、カナメの肩かたに摑みかかる。


　戦闘に関しても、裁さい縫ほう師しとしても、長い髪は邪じや魔ま者である。それでも彼女が髪を伸のばしていたのは、それがマルクの好みだったからだ。マルクはよくカナメの髪を美しいと言っていた。カナメとて、それが嬉うれしかったはずなのだ。それを切った。信じられなかった。


　カナメは、目を逸そらさなかった。


「いっしょに背負うと言った。これが私にできることじゃ」


「……だからと言って、髪を切ることはなかった。そんなことを、してほしくなかった」


　呻うめくようにそう言うと、カナメは毅き然ぜんとした態度で答える。


「だから、やる意味があるのじゃ。おんしは私に絶対こんなことは命じない。ヴィルヘルムがいかにおんしの行動を読んでいようとも、私の行動までは読めぬ」


　カナメは、自分が一番やりたくないことをやったのだ。そんな行動を読めるはずがない。


「行け。セリアと……あと、マルクも近くに来ているはずじゃ。頼れ。そして自分の未来を摑んでこい」


　マルクの名前に、ビクリと体が震えてしまった。


　それでも、カナメは〝頼れ〟という。彼女は〝私たち〟と言った。セリアも、そしてマルクも、いっしょに背負う覚悟があるのだと、そう言ったのだ。


　手は差し伸べてもらった。後は、その手を摑む勇気がエルミナにあるのか。


　──目を逸らしたい。


　だが、ここまでしてもらって、逃にげるなどという恐おそろしいことができるはずがない。


　答えられないエルミナに、カナメは自じ嘲ちようするような笑みを浮うかべた。


「私は卑ひ怯きようか？」


　エルミナは、カナメの肩に縋すがりついた。


「……君は、ずるい」


　それはエルミナが観念した瞬間でもあった。


「……必ず戻もどる。留守は、任せた」


「お嬢じよう様さまの仰おおせのままに」


　執しつ事じと同じ言葉を返して、カナメは腰こしを折った。


　そして、エルミナは走っていった。


　屋や敷しきに残してきた、秘密を知られたくない相手──


　エルミナとカナメが恋こいした少年の元へ──


　立ち止まるわけには、いかなくなったのだから。






　第四章　されど未来は惑まどいに呑のまれ







「──姉様、お願い、助けて！」


　部屋に飛び込んで来るなり泣きついてきた妹に、エルミナは目を丸くした。


「何事かね？」


　銀啼鳥ソローネのごとく美しい声音ながらも容姿に見合わぬ、知ち恵え深い賢けん者じやのごとき口調。ベッドの上に金色の絨じゆう毯たんのごとく長い髪を流し、手には難解な書物。どこまでも透すき通った翠玉の瞳に浮かべる困惑の色だけが、およそ少女の歳としに見合ったものだった。


　一方、エルミナに泣きついてきた妹は、髪は短く切り揃そろえ、狼狽うろたえるその顔も声も年相応のもの。ベッドの上での読書が嫌いやというほど似合うエルミナに対して、妹は太陽の下で駆け回るのが似合う活発な娘むすめだった。


　そして、エルミナのドレスが黒なのに対して、妹のドレスは白。どこまでも正反対の少女だが、顔の作りだけは鏡に映したかのように同じものだった。二人は、双ふた子ごだった。


　なんとか宥なだめると、妹は涙の滲にじんだ目で見上げてきた。


「姉様……、どうしよう……」


「なにがあったのかね」


　普ふ段だんあれだけ活発な妹からは想像もつかない心細そうな声。エルミナもさすがに慌てた。


「話してくれないと分からない。なにがあった？」


　妹はしゃくりあげながら、消え入りそうな声で囁ささやく。


「お父様が……」


「お父様が？」


　父は妹には厳しい。なにか辛つらいことを言われたのだろうか？　盲もう目もくの父だからその身に良からぬことが起こった可能性もないでもないが、それならば妹は泣き崩くずれる前に悲鳴を上げているだろう。そもそも、エルミナに助けてとは言わないはずだ。


　瞬またたく間まに幾いく多たの可能性を導き出すエルミナ。やがて、妹は震える声音でこう続けた。


「──お父様が……文通を、しろって……」


　それは、エルミナが導き出したどの可能性にも適合しない言葉だった。


「文通……とは？」


　眉まゆを顰ひそめるエルミナに、妹は大おお粒つぶの涙を溢こぼす。


　──文通……どういうことだろう……？


　これほど妹が打ち拉がれているのだ。ただの文通ではあり得ない。


　問題なのは文通の内容だろうか？　妹の答えにくい、あるいは答えるわけにはいかないことを伝えなければならない、詰きつ問もんのような内容だろうか。もしくは相手に問題があるのかもしれない。贅ぜいを尽つくした生活を営む貴族には、奇きっ怪かいな性せい癖へきを持った人間も少なくはない。また政治的、あるいは確かく執しつ的な理由から存在する貴族間の謀ぼう略りやくほど、陰いん湿しつなものはない。そういった相手と文通を行うならば否いや応おうなくその暗い部分に触ふれざるを得ない。


　ベッドの上で書物から蓄たくわえ続けた知識を総動員し、文通という単語から想定しうる限りの悪い事態を導き出すエルミナ。妹はその絶望を打ち明ける。


「現司教の方のご子息で人ひと柄がらも良くて、おまけに運動も勉強もなんでもできる、ラチナス神聖国の宝だなんて呼ばれてる方と文通しろと言われたのです」


　エルミナは、妹の言葉を精せい一いつ杯ぱい理解しようと尽くした。しかし、そこから妹の絶望を読み取ることはできなかった。


「なにか、良くないことに関かかわっている人物なのかね？」


「違いますの。とってもお優しいですし、敬けい虔けんなオルダー教徒ですわ。ゆくゆくは枢すう機き卿きようだとか言われてますし、どこを取っても後ろ暗いものなんてなさそうな方です」


「……では、なにが問題なのかね？」


　妹は、涙で濡れた瞳をさらに潤うるませた。





「わたくし、そのような立派な殿との方がたに読まれて恥はずかしくない文章なんて書けませんわ！」





　妹の嘆なげきの叫さけびに、エルミナは、全すべてを理解した慈じ母ぼの微笑ほほえみを投げかけた。





「──ならば、勉強をしたまえ」





「いやあぁぁぁぁぁぁあっ！　姉様、見捨てないで──あうっ？」


　縋りついてくる妹の顔面に、エルミナは読んでいた本の表紙を見み舞まった。それからその本に目を落として呻き声を漏もらす。


──本に折れ目が……軽率だった。


　すでにエルミナの最優先事じ項こうは妹の悩なやみから、傷んだ本の容態へと移行していた。


　一方、妹は鼻を押さえながらも果か敢かんにエルミナの手を取る。


「お願い、姉様！　助けて。姉様しか頼たよれる人はいないんですの！」


　本日も良好とは呼べない体調のエルミナは、とうとう疲つかれたため息を漏らす。


「そうは言われても、私にはなにもできまい」


　せいぜい、文面を見直してやることくらいだろうか。ページについてしまった折れ目を丁てい寧ねいに直しながらそう答えると、妹は握にぎったままの手にギュッと力を込める。


「姉様なら、大だい丈じよう夫ぶですわ。いいえ、これは姉様にしかできないことです」


「……？　なにかね？」


　妹は万感の期待を込めてこう言ってきた。


「姉様ならば、恥ずかしくない文章を書けるはずです！　代行を、お願いしますわ！」


「──断る」


　一部の迷いも存在しない、見事な切り返しだった。


　ああ、と頽くずおれる妹に、エルミナは呆あきれたようなため息を漏らした。


「私が書いては君のためにならないであろう。社会勉強だと思って、きちんと取り組みたまえ」


　そして読書を再開しようとするエルミナの手に、妹は諦あきらめも悪く縋りついてくる。


「は、初めてわたくしの文章を読む相手としてハードルが高すぎるとは思いませんの？」


「気が引き締しまって良いと思う」


　シクシクと落らく涙るいする妹に、エルミナは仕方なさそうに苦笑した。


「どのような相手なのかね」


「え？　それは、その、司教様のご子息で……」


「そういった意味ではなく、人としてどのような人物なのかね。趣しゆ味みや思想、こだわりや苦手なものなど、問いかけるべきことはいくらでもあるはずだ。まずはそういったことから問いかけてみてはどうかね？」


　これだけ動転している妹を見捨てるほど、エルミナは無情ではなかった。この屋敷で自分をまともに人間として扱あつかってくれるのは、妹と教育係のドミニクだけなのだから。


　書くべき内容について助言するが、妹はそれでも不安そうに表情を陰かげらせる。


「で、でも、いきなりそんなことを訊きくのは失礼ではありませんこと？」


「文頭での挨あい拶さつくらいは踏ふまえるであろう？」


「難しいですわ」


　少々軟なん弱じやく過ぎると、貴族の嫡ちやく子しならば批難されるところだが、エルミナはそれも仕方がないと思った。子供の自分たちは、大人の紳しん士しと文通をするだけでも気後れする。それが身分の高い人間ならばなおのことである。


「仕方がないものだね」


　自分でも甘いと思いながらもエルミナはそう呟つぶやくと、妹が怖おず怖おずと顔を見上げた。


「そ、それじゃあ……」


「清書は自分でしたまえ。だが、見本くらいは考えても良い」


　妹の顔が、パッと明るんだ。


「ありがとう、姉様！　大好き！」


　そう言って、妹は抱きついてきた。苦笑しながらも、エルミナはそれを咎とがめることはなかった。こんな嬉うれしそうな顔を見せられては、仕方がない。





　それから一年ほどの間、エルミナは名も知らぬ相手と手紙を交わし続けた。


　初めは、あくまで見本を書くだけの妹の代理だった。彼女が書きえないことは絶対に書かなかった。しかし、いつの間にか手紙の返事が来るのを楽しみにしている自分がいた。


　そうしたエルミナの心境を察したのか、あるいはただ飽あきたのか、エミリオが手紙の内容を訊くことも減っていった。


　文通を、妹ではなくエルミナがするようになるまで、そう時間はかからなかった。





　エルミナが、九歳のときの話だった。
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　ヘッドドレスに縫ぬい込まれた真っ白な髪かみ。即そく席せきで作った付け毛である。簡素な作りで、上う手まく工夫しないとエルミナの金色の髪全ては隠かくせそうもない。カナメの努力と器用さ、そして気転に感心する他ない。


「カナメ……」


　エルミナから手て渡わたされたその髪を握り、マルクは思わずその名前を呟いた。


「ねえ、ちょっとそれカナメの髪？　カナメになにがあったの？」


　マルクとエルミナの間に割って入ったのは、シュウだった。エルミナが驚おどろいたように顔を上げ、マルクもそれで我に返った。


「シュウさん、詳くわしい話は後です。今はここを離はなれましょう」


　エルミナの手を引いてきたセリアも頷うなずく。カナメの身になにがあったのかは分からないが、エルミナを逃にがすために自分の髪まで切ったのは間ま違ちがいがない。まずはエルミナの身の安全を確保しなければならない。


　シュウはまだなにか言いたそうだったが、小さく唇くちびるを嚙かんで引き下がった。


「ひとまず宿に戻もどります。リオのこともありますし。エルミナもそれで良いですね？」


　マルクが侵しん入にゆうした旅館からは離れているとはいえ、ここは公共のど真ん中である。いつ追手に見つかるとも分からない。エルミナが頷いたのを確認して、マルクはセリアに代わってその手を引く。


　引いた手が重たかった。マルクは歩こうとしたのだが、エルミナは前に進まなかった。


　ただ、不思議そうに地面──正確には、マルクの足下を見ていた。視線がゆっくりと上へ移動してマルクの顔を確かめ、それからもう一度足下を見、再びマルクの顔を見る。


「どうなさいました？」


　マルクが不思議そうに訊くと、エルミナはそれよりもさらに不思議そうな声を漏らした。


「……マルク？」


「はい？」


「……いや、マルク……なのだね？」


　なにが言いたいのか分からないが、エルミナは酷ひどく困こん惑わくしているようだった。


　──カナメが作ってくれた時間を無む駄だにはできないのです。


「エルミナ、話したいことはあると思います。ですが今はここを離れます」


　マルクがいくらか強い口調でそういうと、エルミナはまだ狼狽うろたえていたがなんとか頷いた。その隣となりでセリアが慌あわてて口を押さえていた。一体なんだというのか。





　数分後。マルクたちは初めにいた旅館に戻ってきた。エルミナを招くには抵てい抗こうのある安宿だが、今は仕方がない。部屋にはマルクとシュウ、セリアとリオ、そして侍じ女じよ姿のエルミナの五人が集まっている。


「それで、なにがあったのですか？」


　マルクがそう問いかけると、エルミナは「それを訊きたいのは私の方だ」とでも言いたそうにマルクを見たが、小さく頷いた。


「……私は、ヴィルヘルムの思い通りに動いていただけだったらしい」


　そして、エルミナはここにやってきてからのことを語り始めた。


　ヨハエルが迎むかえにやってきたこと。エルミナの来訪が初めから見み抜ぬかれていたこと。彼女がオルダーの末まつ裔えいで、それゆえ〈精杯グレイルの姫〉が追われていたこと。そして──


「……私は、お父様を殺した」


　マルクは「ああ」と小さなため息を漏らした。


　語り終えたエルミナは、普ふ段だんにも増して無機質な表情だった。どんな顔をすれば良いのか分からないのだろう。まともに感情が働いているかも疑わしい。本当に、人形のようになってしまっていた。


　一年前のエルミナは、こういった状態だったのだろう。それが僅わずかばかりでも表情を表すようになれたのは、ドミニクとアイシャの献けん身しんがあったからだ。それがまた元に戻ってしまった。


　マルクはギリッと奥歯を嚙かみしめた。


　エルミナの父はすでに他界している。そのときの経けい緯いも、マルクは大体知っている。間違っても、エルミナのせいではない。マルクはもちろんのこと、屋や敷しきの使用人の誰だれもがそう思っている。誰一人としてエルミナの責任だとは考えていない。


　それでも、エルミナは自分を許さないのだろう。


　──ですが、エルミナとて普段からそこまで思い詰つめていたわけではないはずです。


　エルミナはエミリオを救うことで頭が一いつ杯ぱいだった。加えて父親のリカルドは彼女たち姉妹を〈アルス・マグナ〉の〈器〉にしてしまった。


　恐おそらく、彼女自身父親のことをどう受け入れれば良いのか、整理もついていなかったはずだ。そこに〝父親殺し〟などという罪を着せられた。


　──辛つらかった、どころではないでしょうね……。


　初めはカナメのことでエルミナは取り乱しているのかと思った。だがそれは違ちがった。心の整理もできていなかった負い目を突つきつけられて、傷付けられたのだ。


　カナメが髪を切ったのは、そんなエルミナを衝つき動かすためだったのかもしれない。カナメがそこまでしたからこそ、エルミナは人形でいるわけにはいかなくなったのだ。


　──どちらにしろ、ヴィルヘルムはエルミナとカナメを傷付けました。


　マルクは知っている。カナメは自分の容姿には無む頓とん着ちやくだったが、それでも髪のことを褒ほめると少なからず嬉しそうな反応を見せてくれていたのだ。


　憤いきどおりで声も出ないマルクの代わりに、セリアが口を開いた。


「どんな容疑にしろ、この国にいるエルミナちゃんを逮たい捕ほすることはできないはずです。それに〈宣教師〉も強引な行動は取れないのでは？」


　すでに〈宣教師〉はこの国から追い出されている。ヴィルヘルムの護衛という形で限定的な活動は許されていたが、それも最後の戦力であるペインたちが敗れ、事実上〈宣教師〉は壊かい滅めつしている。


　しかしエルミナは首を横に振ふった。


「……ドミニクが作った〝国〟という盾たてはヴィルヘルムに奪うばわれた」


「なんですって？」


　耳を疑わざるを得なかった。エルミナは苦々しく頷く。事実らしい。


「そんな……。一体、どうやって？」


　その問いに、エルミナは僅かばかり表情を引きつらせた。それから珍めずらしく露ろ骨こつに目を逸そらした。


「……私は、成功者たちに負い目を作ることになる。そこを付け入られた」


「〈宣教師〉を追い出した件でございますか？」


　エルミナは曖あい昧まいに頷いた。今一つ違い和わ感かんを覚えたが、不利な状じよう況きように追い込まれているのは事実だ。マルクが呻うめいていると、隣で沈ちん黙もくしていたシュウが声を上げた。


「話は大体分かったけど、君、それでこれからどうするつもりなの？」


「……彼女は？」


　幽かすかに眉まゆを揺ゆらし、エルミナはマルクを見る。相変わらずの無表情だが、先ほどに比べれば感情らしい色が見て取れる。ただ、批難されているように感じるのは何な故ぜだろう？


　ともかく、まだシュウたちのことを紹しよう介かいしていないことに気づき、マルクはまずはリオを示す。


「リオのことはご存じですね？　こちらはシュウ＝ツキシロさんと仰おつしやいます。リオの義ぎ肢しを誂あつらえていただくためにお呼びしました。……カナメの、ご友人でございます」


　カナメの名前にエルミナはビクリと肩かたを震ふるわせる。それから毅き然ぜんとした口調で答える。


「……カナメのことはなんとかする」


「なんとかってどうやって？」


「シュウさん……」


　マルクが注意の声をかけると、エルミナは首を横に振った。


「……良い。カナメが稼かせいでくれた時間は一日だ。それまでに私が戻ればカナメが危害を加えられることはない」


　シュウが、盛大なため息を漏もらした。


「君さ、カナメってそれで納得する性格だと思う？」


　言われて、エルミナは俯うつむいた。


「……思わない」


　エルミナがラチナスへ連行されるというのに、それを黙だまって見ているカナメではない。沈ちん痛つうそうなため息を漏らすエルミナに、シュウは少しだけ満足そうな顔を見せた。


「それが分かったなら良い。……残り時間は一日だって？」


「……明日あしたの宴うたげまでに戻らなければならない。今からちょうど二十四時間後だ」


　それはあまりに短い時間だった。


「なにか考えはあるのですか？」


「……二十四時間以内にヴィルヘルムが失しつ脚きやくするほどの弱みを見つける」


　マルクは絶句させられた。


　エルミナをここまで追い詰めた人間が、それほどの失態を犯すとは思えない。仮に犯していたとして、それを隠いん滅めつしていないはずがない。ラチナス中探しても見つかるかどうか分からない情報を、フロアティナで、しかも一日でどうやって探せというのだ。


　呻くマルクをよそに、シュウは値ね踏ぶみをするように問いかける。


「それ、なにか当てはあるの？」


「……情報屋を頼たよれ、とカナメが言った」


　絶望しかけていたマルクは──情報屋──その単語で、屋敷を出るときにドミニクからメモを渡わたされていたことを思い出した。


　──なにか困ったことがあったらここに連れん絡らくしてみて──


　そこに記された電話番号は、情報屋のものらしい。


「ドミニクさんが、情報屋ならこの方を頼れと仰ってました」


　メモを取り出すと、エルミナとシュウ、そしてセリアが覗のぞき込んできた。三人もの美しい女性に迫せまられ、甘い香かおりが鼻をくすぐった。マルクが動どう揺ようしているとシュウが「あ」と声を上げた。


「この人……知ってるんだけど」


　情報屋にまで知り合いがいるとは、シュウは顔が広いらしい。


　そう前置きして、シュウは金色の双そう眸ぼうを鋭するどく細めた。


「連絡は取れるけど……イーストウッド社を頼るということは、それ相応の〝対価〟を要求されるということだけど、それは理解している？」


　ヴィルヘルムの弱み──まともな手段では恐らく到とう達たつしえないだろうその情報に、一体どれほどの〝対価〟が要求されるのか。


　エルミナは一度目を閉じて沈黙したが、すぐに頷うなずいた。





「……私は、負けたくない。どんな〝対価〟でも支し払はらおう」





　情報屋と連絡を取るため、シュウは部屋を出て行った。それを見送ると、エルミナが気まずそうな視線を向けてきた。


「……君の友好関係に疑問を持ったことは謝る」


「はい？」


「……いや、良い」


　首を傾かしげるが、エルミナが続きを語ってくれる様子はなかった。戸と惑まどいながらも、マルクは訊きいておきたいことを思い出した。


「エルミナ。ヴィルヘルムの下には何人かの契けい約やく者しやがおります。カナメから彼らの情報はなにか聞いていませんか？」


　エルミナは小さく頷く。


「……四人いる、という話だ」


「四人？」


　マルクが交戦したのは三人だった。まだもう一人いるというのか。


「……一人はヨハエルだ。一人は女性で、もう一人は男性だが誰かにやられていた」


　それから窺うかがうようにマルクの顔を見上げる。その視線の意図は分からなかったが、マルクは自分の記き憶おくと照らし合わせてみた。


　女性……というのは、恐らく擬ぎ態たい能力の契約者リーンだろう。もう一人はアッシュだろうか。エルミナの口ぶりでは向こうにも深傷ふかでを負わせることができていたようだ。


　──残る一人はヨハエルですか……。


　今や借金まみれで落ちぶれてはいるが、一度はマルクとエルミナを死の淵ふちまで追い詰めた。実力は、本物である。それが敵となったならば、厄やつ介かいな話だと言えた。


　そんなマルクの心境をよそに、エルミナが最後の一人を口にする。


「……最後の一人は、ヴィルヘルム本人だ」


　──やはり……。


　呻くようにマルクは頷いた。


　非道に徹てつしたマルクと、本気を出した〈クフ・リーン〉が逃とう走そうせざるをえないほど追い詰められた。あの場の流れをそこまで変えたのはあの男である。


　──予知能力──それが恐らくヴィルヘルムの能力である。


　リカルド＝ヴァレンシュタインには未来が見えていた。そして、その未来はなにがあっても変えられなかったという。


　しかし、ヴィルヘルムはあのときアッシュたちに指示を出すことでマルクの攻こう撃げきを回かい避ひし、逆に躱かわしたはずの攻撃を当てられた。


　つまり、ヴィルヘルムは、予知した未来を自分にとって都合が良いように変えられる。


　それを理解した上で、マルクはそれを口にした。


「お嬢じよう様さま、ヴィルヘルムの能力は、恐らく〝予知〟でございます」


　エルミナの顔から見る見る色が失われた。


「……では、私がこうしていることも見み抜ぬかれていると？」


「そうかもしれません」


「……わ、私は、カナメにここまでさせて……！」


　マルクは手に力を込めて首を横に振る。


「カナメが髪かみを切ったのは、あなたに逃にげてほしかったからではなく、あなたに立ち直ってほしかったからです。無む駄だなことなどと、思わないでいただきたい」


　それから、マルクは励はげますように笑いかけた。


「ヴィルヘルムの能力は〝予知〟ですが、裏を返せばそれがなければあなたの行動を読むことなどできなかったということです。ヴィルヘルムが見た未来は、きっと変えられます」


　ヴィルヘルムは未来を変えられる──それはつまり、変化の余地が残されているということでもある。マルクは確信を込めて次の言葉を紡つむいだ。


「自信を持ってください。あなたは負けません。そしてあなたに傅かしずくのはカナメだけではありません。あなたがここまで背負ってきたものに比べれば、ヴィルヘルムなど取るに足らない存在です」


　エルミナは、驚おどろいたように翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを揺らした。


「……君も、カナメと同じことを言うのだね」


「はい？」


「……いや、良い」


　その声は、どこか寂さびしげに聞こえた。


「……それより、私からも訊いて良いだろうか」


「なんなりと」


「……その」


　何故か、とても訊きづらそうにエルミナは視線を泳がせる。それから観念したように言った。





「……君の、その服装は、なにがあったのかね」





　微笑のまま、マルクの精神は完全に沈黙した。


　カナメの一件からエルミナの事情に至るまで、あまりと言えばあまりの事態に、マルクは自分がどんな格好をしているのかを忘れていた。


　マルクの衣服は処分されてしまった。アッシュたちとの戦せん闘とうで破れたドレスの替かえもなかった。縫ぬい繕つくろったドレスを、マルクは今着ているのだ。


　──この姿を、あなたにだけは見られたくありませんでした……！


　言葉もなく、マルクはガックリと膝ひざをついた。


　突とつ然ぜん頽くずおれたマルクに、エルミナは驚いたように瞬まばたきを繰くり返していたが、やがて小さく吹き出した。セリアに至ってはバンバンと壁かべを叩たたいてもだえている。


　──カ、カナメに知られなかったことだけでも、幸運だったと考えましょう……！


　それもとっくに見られているなど知るよしもないマルクは、儚はかなく自分をそう励ました。





　マルクが立ち直るころに、シュウが戻もどって来たが、あまり浮うかない顔だった。


「だ、駄だ目めだったのですか？」


　情報屋に連絡が取れなかったわけではなさそうだが、良い返事だったようにも見えない。


　シュウは艶つややかな黒くろ髪かみを揺ゆらして首を横に振ふる。


「情報は……たぶん、ある」


「たぶん……とは？」


「情報を持ってる人間が今、口を利ける状態にないみたいなんだ」


　エルミナがハッとしたように顔を上げた。


「……ヴィルヘルムは、私たちが来る直前まで行方ゆくえを暗ましていたらしい」


「なるほど……。その間に狙ねらわれた、と考えるべきだろうね」


　マルクは呻うめいた。


　──先手を打たれていましたか……。


　ヴィルヘルムはエルミナの行動を読んでいたという話だ。自分が失脚しうる僅わずかな可能性も潰つぶしているのは当然だ。苦い焦しよう燥そう感かんが胸に広がる。


「その方は、まだ生きていらっしゃるのですか？」


「……うん。そうみたい」


「でしたら！　……あ」


　言いかけて、マルクは自分の失態に気付いた。


　契約者の能力の中には人の怪け我がを治ち療りようできるものがある。屋や敷しきにもそういった能力の持ち主が二人存在する。一人はカナメだが、彼女はもう動けない。ならばもう一人のジェノバを頼りたかったのだが……。


　──私は、ジェノバの行方よりもエルミナの事情を優先しました。


　ジェノバがなにかに巻き込まれている可能性を考えていながら、彼女を捜さがそうとはしなかった。今やどこにいるかすら分からない。だというのに今さらジェノバを頼るのは虫が良すぎるだろう。


　肩かたを落とすマルクに、シュウが励ますように続ける。


「とりあえず、その人とヴィルヘルムの接点を洗ってもらうことにした。もしかしたら他にも手がかりが見つかるかもしれないし」


　それが期待できないものだと知っているのだろう。シュウの言葉には力がなかった。


　イーストウッド社──この国で最大の情報屋だというその会社ならば、あるいはその手がかりを摑つかんでくれるかもしれない。いや、摑んでくれるのだろう。


　問題は、エルミナに残された二十四時間という短い時間の中で可能か、という点である。


　手て詰づまり──考えてはいけないその単語が脳裏を過よぎった。


　あるいはクリスがジェノバを見つけてくれるかもしれないが、マルクが彼に連れん絡らくを取る術すべはない。クリスがわざわざ親切に連絡してくれるとも思えない。


　小さなため息を漏もらし、マルクは密ひそかな決意を固めた。


　──どうしても駄目だったときは、私は人を殺す必要があるのでしょうね。


　ヴァレンシュタイン家には、この国で最高の契約者たちが集っていると言っても過言ではない。彼らの力を使えば、小さな国ならばまともに戦争でもできるほどである。


　つまり──予知しても意味がないほどの力でねじ伏ふせることはできる。


　──ただ、そのとき私はエルミナに紅茶を注ぐことはできなくなるのでしょうね……。


　カナメが稼かせいでくれた時間は、そのままマルクが誓ちかいを守れる時間でもあった。





　それぞれが決意と策略を巡めぐらす中、全すべてから忘れられた男はひっそりと動いていた。
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　数時間前。


「──カーネギーって、広い街だなあ」


　列車を降りるなり、オウマは街の広大さに圧あつ倒とうされていた。


　マルクとの電話の後、オウマはドミニクに休きゆう暇かを申しん請せいし、屋敷を飛び出したのだが……マルクたちが見み舞まわれた列車事故は他の路線にも影えい響きようを与あたえていた。


　ロックウォールからは普ふ通つうに運行されていたのだが、その終着駅──大陸横断特急の出発駅である、グランテレサからの列車は運休のままだった。オウマがカーネギーに向かう列車に乗れたのは、日が暮れてからだった。


　一度事故を起こした列車は、普ふ段だんよりも緩ゆるやかな速度で運行した。本来ならば夜半過ぎには到とう着ちやくしていたはずのカーネギーに、オウマが到着したのは翌日の昼にさしかかったころだった。


　──ジェノバ、まだこの街にいるのかなあ……。


　勢いで飛び出したものの、あの後普通にマルクたちと合流していた可能性も高い。自分はまったく以もつて無駄に空回りしているだけなのかもしれない。


　そう考えると決心が折れそうになるが、しかしジェノバがなにかしらの事件に巻き込まれている可能性もある。オウマは当てもなく街を歩いた。


　──ジェノバ、人ひと混ごみが苦手だからなあ……。


　以前、ロックウォールの街で収しゆう穫かく祭さいがあったのだが、そのときもジェノバは人混みが怖こわいと泣いていた。その後オウマは背骨をへし折られかけたのだが、彼の中にはジェノバのか弱さだけが記き憶おくされていた。


　──とにかく、聞き込みから始めよう。


　あいにくと、オウマはジェノバの写真フオトグラフや似顔絵は持っていない。以前、クリスという女性（？）が写真機ステイルカメラを持ってきたときに、ジェノバの写真フオトグラフも撮とらせてもらいたくて頼たのんだのだが、聞いてはもらえなかった。


　実際のところ、クリスはオウマの存在自体に気付かなかっただけなのだが、彼はその事実を認識していなかった。


　──でも、ジェノバの格好って目立つからな。美人だし！


　そう考えているのはオウマだけなのだが──少なくとも屋敷の中では──彼は確信とともに拳こぶしを握にぎった。


「とりあえず、大きな店とかないかな」


　情報収集ならば地下酒場だが、初めての街ですぐに見つけられるほど簡単なものではない。この国では禁酒法という悪法が布しかれており、酒場は文字通り地下に隠かくれているのだから。


　まずは人の集まりそうな店を探そうとして、オウマはちょうど良さそうな店を見つけた。


「あ、ここの店、みんな黒服だ」


　中にはどういうわけか燕えん尾び服ふくに身を包んだ店員たちが給仕していた。


　──ジェノバは黒いの好きだからな……。


　オウマはその店に入ってみることにした。


「いらっしゃいませお嬢じよう様さま……あれ？」


　扉とびらを開けると、鈴すずの音とともにそんな挨あい拶さつを投げかけられた。自分は〝お嬢様〟ではないと思いつつも、まともな接客をしてもらえたことでオウマは歓かん喜きしてしまった。


　──いつも誰だれも相手してくれないんだよな。


　実際のところ、店員たちは鈴の音に反応しただけなのだが、オウマは満足していた。





　席に案内されて、オウマは少々戸と惑まどった。


　──女の人しかいないなあ。なんでだろう？


　周囲には女性客しかいない。反面、店員は男性だけである。女性専用の店だったのだろうか？　首を傾かしげていると、端たん整せいな顔立ちをした青年が水を運んできてくれた。


「ごゆっくりおくつろぎくださいまし、旦だん那な様」


　そう言って、青年は立ち去ろうとするが、なにかを思い出したように足を止めた。


「旦那様、つかぬことをお伺うかがいしますが、お客様のお名前は〝シュウ〟様とおっしゃいませんか？」


「へ？　いや、オウマっていうんだけど……」


「そうでございますか。失礼いたしました」


　そのまま立ち去ろうとする青年を、今度はオウマが呼び止めた。


「あ、俺からも訊ききたいことがあるんだけど」


「はい、なんなりと」


「ジェノバっていう女の子を知らないか？　こう、すごく美人で背中に棺ひつぎを背負ってるんだけど。あ、それと黒いドレスを着てる」


　青年は少し悩なやむ素そ振ぶりを見せたが、やがて頷うなずいた。


「棺は分かりませんが、黒いドレスのお嬢様でしたら確かに昨日いらっしゃいました」


「ほ、本当か？　その子、どこに行ったか分からないか？　なにかトラブルに巻き込まれてるかもしれないんだ」


　青年は再び悩む素振りを見せると、店の奥に向かって声をかけた。


「ルカ。ラインハルトでもかまいませんが、ちょっと来てください」


　呼びかけられて、奥から小さな少年とがさつそうな男が出てきた。どちらも燕尾服姿である。


「なんですかハンスせんぱい。また踏ふんでほしいんですかあ？」


「うぜえ。クソ忙いそがしいときになんの用だカスが」


　……どちらも、あまり素行は良さそうではない。


「昨日のお嬢様のお知り合いの方のようです」


「あん？　じゃあ、そいつがシュウってやつか？」


　──さっきも言ってたけど、誰だろう、シュウって。


　首を傾げるオウマに、小さな少年が問いかけてくる。


「旦那様は、あの綺き麗れいなお嬢様のお知り合いなんですかあ？」


　綺麗なお嬢様──つまりジェノバのことだよな──オウマはそう信じて疑わなかった。


「お、おう。同じ屋敷で働いてるんだ。わけがあってこっちに出かけたんだけど、なんかトラブルに巻き込まれてるかもしれなくて」


　そう答えると、がさつそうな男が納得したように頷いた。


「ああ、確かになんか巻き込まれてそうだったな」


「や、やっぱり……！　どこに行ったか分からないか？　力になってやりたいんだ」


「どうかな。俺たちもどこへ行ったかは分からないな。だが〝シュウ〟っていう男を捜しているらしかったな」


「シュウ様というお嬢様でしたらわたくしどもも存じておりますが。あの方は男性に間ま違ちがわれるような容姿でもありませんし……」


「だな」


　──手がかりは〝シュウ〟っていう男のことだけかあ。


　その名前を追っていけば、ジェノバにたどり着けるだろうか？　しかしこのだだっ広い街でたった一人の人間を見つけ出せるだろうか。


　オウマが頭を抱かかえていると、小さな少年がポンと手を叩たたいた。


「あ、そうだ。あのお嬢様は〈戦いくさ艦ぶね〉様が連れてきたんです」


「〈戦艦〉……？」


　通り名のようだが、契けい約やく者しやだろうか。少年の言葉にがさつそうな男が頷く。


「そういえば来てたな。そうか。あのお嬢様は〈戦艦〉様の紹しよう介かいだったんだな」


「知らなかったのはあなただけのようですが？」


「カスが。俺はお前らと違ちがって接客に当たってたんだ」


　どうにもこの三人は仲が悪いらしい。オウマは自分の存在を忘れられているような不安を覚えて──間違いなく忘れられているのだが──少し大きな声を上げた。


「あ、あのさ！　その〈戦艦〉さんってどんな人なんだ？　ジェノバの知り合いなんだろ？」


　三人はビクッと身を震ふるわせたが、カクカクと頷いた。


「そうだとは思いますが、どこまで知り合いなのかは分かりませんね」


「どういうことだ？」


「〈戦艦〉様はね、この街で困ってる人がいたら助けてくれる凄すごい人なんです。だから道すがら困ってただけってこともあるかもしれないです」


「あー……だがな、まだトラブルが解決してないなら、そのまま〈戦艦〉様が面めん倒どうを見てるんじゃあないか？」


「そうですね。その可能性が濃のう厚こうです」


「そ、そうか。じゃあ、その〈戦艦〉さんを捜さがせば良いんだな？」


「それが賢けん明めいかと思われます」


「ありがとう！　行ってみるよ」


　席を立とうとすると、その行く手を示し合わせたかのように三人が塞ふさいだ。


「「「それで旦那様。ご注文は？」」」


　結局、オウマは大して腹を空かしているわけでもないのに、ランチを三人分食べさせられた。





　引き続き、オウマは街を歩いていた。


　契約者ということもあり、さすがに〈戦艦〉の容姿は教えてもらえなかった。しかし捜していれば向こうから来てくれるだろうということだ。


　──向こうから来てくれるなら、俺もジェノバを捜すべきだよな。


　というわけで、オウマはジェノバの容姿を尋たずねていく。道行く通行人が昨日もここを歩いていたとは限らない。問いかけるべきは、小銭に困っている裏路地の人々である。浮ふ浪ろう者しややゴロツキたちはスリや恐きよう喝かつの対象として、あるいは物もの乞ごいの対象として裕ゆう福ふくそうな人々を観察している。そして彼らは対価を支し払はらえばそれらを好意的に教えてくれる。


　反面、声をかけてはならないのがギャングたちである。自分の縄なわ張ばりでコソコソとあれこれ嗅かぎ回る人間を、彼らは基本的に敵だと考えている。


　契約者は万能ではない。武器を持った人間に囲まれれば、無傷では済まない。ギャングという訓練された組織と、進んで敵対する理由はない。


　そうして聞き込みを続けて、オウマは疑念を覚えていた。


　黒いドレスの少女を見た、という情報はちらほらと見つけられる。しかし棺を背負った少女というと、誰も見ていないのだ。


　──ジェノバが棺を持ち歩いてないなんてこと、あるのか？


　鋼鉄でできた巨きよ大だいな棺。それがジェノバのトレードマークであり、彼女の心の支えでもある。人見知りをする──オウマの中ではそういった認識である──ジェノバは、棺を背負っているからまだ街の中を出回れるのだ。


　もしかしたら、自分は別人を追っているのかもしれない。オウマはようやくその可能性に気付いた。


「うーん……」


　頭を捻ひねりながらも、オウマは大通りを離はなれて裏路地の奥深くに進む。ここまで奥に来ると、わざわざ大通りを観察しているものも少ない。聞き込みには向いていない。


　それでもここに来たのは────





「──それで、あんたが〈戦艦〉さん？」





　オウマは、頭上を仰あおぎ見てそう問いかけた。


　頭上──古びた住宅群の壁かべに、カラカラと車輪の音を響ひびかせて一つの人ひと影かげがあった。奇き妙みようなことに、車くるま椅い子すが壁に貼はり付いているのだ。そこに腰こし掛かけた初老の男も、まったく重力を感じさせない素振りである。


　老人は、良くできた生徒を褒ほめるように柔にゆう和わな笑みを浮うかべた。
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「なかなか、腕うでが立つようだね。見事な気配の絶ち方だ。こうして目の前にいてなお、そこにいるのが疑わしく感じるよ。気配とは……いいや、存在感とはここまで希き薄はくにできるものなのだね」


「え……？　お、俺、気配とか消してないんだけど」


　戸惑うオウマに老人は親しみを込めた声音で続ける。


「若いというのに、謙けん遜そんも知っているようだ。私は君ほどの手て練だれを、指の数ほども知らないよ」


　何な故ぜ自分が褒められているのかよく分からなかったが、ひとまず敵ではなさそうだ。つけられていたから警けい戒かいしたのだが、人捜しをしているオウマを手伝いに来てくれたのかもしれない。


　オウマは警戒心を緩ゆるめて問いかけた。


「あのさ、俺、ジェノバっていう女の子を捜してるんだ。まだこの街にいるか分からないけど、知ってるんなら教えてもらえないか？」


　老人はどこか寂さびしそうに笑った。


「ふむ。あの子を捜しているということは、君も〝あの男〟の仲間だと考えるべきだろうかな？」


　──あの男……っていうと、マルクのことかな？


　電話でジェノバのことを訊いたとき、彼もなにか手を打つように言っていた。それが〈戦艦〉だったのではないだろうか？


　そう考えて、オウマは頷いた。


「たぶん、そうだと思う。俺、オウマって────あ！」





　オウマの言葉を待たずして、老人が車椅子ごと壁から落下した。慌あわてるオウマをよそに車椅子は宙でクルリと回転し、車輪から見事に着地する。思わず拍はく手しゆを送りたくなった。


　地面に着地した老人に、先ほどまでの笑顔はなかった。


「──残念だが、ジェノバは我が友の娘むすめであり、私にとっても孫のようなものなのだよ。老いた身だが、あの子一人くらいは守ってやりたいものだよ──〈マク・ダット〉！」


　老人の周囲で、壁が歪ゆがんだ。いや、歪んだのは壁だけではなかった。地面もだ。


　──なんだこの能力……！


　足下になにかが纏まとわり付き、オウマは体勢を崩くずした。そこに老人の車椅子が加速する。


　ギュギュギュッ──車椅子が立てるとは思えない音を立て、鉄の塊かたまりが突とつ進しんする。


「わわっわっ！」


　腰こしから鞭むち状の剣けん──連れん萼がくという名である──を抜ぬき、近くのガス灯めがけて振ふるう。


　鋼鉄の車椅子に老人とはいえ人一人の質量。それがこの速度で迫せまっているのだ。連萼の一いち撃げき程度で止まるわけがない。ガス灯に絡からみついた連萼を全力で引き、オウマは足に絡みつく泥どろを振り切った。


　直後、オウマがいた場所を車椅子が薙なぎ払はらう。まともにぶつかれば人間など挽ひき肉にくにされるだろう、単純にして恐おそるべき破は壊かい力である。


　にわかに青ざめながらも、〈戦艦〉はオウマに休む時間を与あたえはしない。すぐさまガス灯までも泥が這はい上のぼる。どうやらこの〝泥〟が〈戦艦〉の能力のようだ。


　──厄やつ介かいだな……だけど！


「マルクほどじゃないよな。惑まどわせ──〈憑ツク黄ヨ泉ミ〉！」


　オウマの姿が霞かすみのように揺ゆらぐ。そして〈魔ま術じゆつ師し〉のごとく、その姿はこの場からかき消えた。


「消えたっ？」


　狼狽うろたえた声を上げながらも、老人は老ろう獪かいだった。油断なく自分の泥に意識を向けている。


　ガス灯を離れたオウマは、当然のことながらどこかに着地しなければならない。そしてその着地すべき地面は全すべて〝泥〟に覆おおわれていた。


　着地した泥に、足あし跡あとが穿うがたれる。そして──


　ゾゾゾゾゾゾッ──刃は物もののような鋭するどさで、地面の泥が噴ふき上がった。


　これに触ふれてはただでは済まないだろう。骨まで断つ威い力りよくがあるようには見えないが、肉は裂さくだろう。骨に覆われていない腹でも切られれば間違いなく致ち命めい傷しようを負う。


　──ひい様の能力みたいだな。


　オウマの幼おさな馴な染じみであるカナメも、これに似た能力を扱あつかう。しかしただの波は紋もんしか引き起こさないそれに比べ、こちらは感知と同時に迎げい撃げきも可能としている。これを脅きよう威いと呼ばずしてなんと呼ぼう。


　二歩、三歩──老人から逃にげるようにオウマは地を蹴けるが、その都度泥が刃やいばとなって迎撃する。進むごとに反応は早くなっている。


　──次は、捉とらえられる……！


　それを感じながら、オウマは連萼を振るった。そして──


　ゾゾゾゾゾゾゾッ──オウマが着地しただろうその場所を、泥の刃が切り裂いた。


「──歳としは、取りたくないものだね」


　観念したようにそう呟つぶやいたのは、〈戦艦〉だった。その首筋から、うっすらと血が滲にじんでいる。その背後で景色が歪んでいき、やがて一本の剣と、それを構えるオウマの姿が顕あらわになっていく。


　オウマは、老人から逃げるように移動していた。それを追った分だけ、老人の周囲は泥が薄うすくなる。ギリギリまで引きつけてから、オウマは最初と同じ要領でガス灯に連萼を絡め、老人の背後に跳ちよう躍やくしていた。


　剣状の連萼の柄つかからは、一本の金属線が伸のびていた。その先には小さな環わが嵌はまっており、それをオウマは左手で引いている。


　老人が動きを止めたことを確かめて、オウマは左手で引いていた金属環かんを放す。針のように直線だった連萼が元の鞭状に戻もどった。暗器であるこの剣は、槍やりと鞭に使いわけることができたのだ。


　──マルクに壊こわされてから、修理するのが大変だったけどな。


　オウマが追い詰つめた敵から剣を引いたことで、老人は不思議そうな顔をする。


「あのさ、俺、ジェノバの敵じゃない。ジェノバのこと、助けたいんだ」


　真しん剣けんな言葉に、老人はふむ、と思案するように頷うなずく。


「一つ訊ききたいのだが、君の言う〝あの男〟とは誰だれのことかね？」


「え？　マルクのことだろ？」


　老人は小さく肩かたを竦すくめた。


「やはり、歳は取りたくないものだ。この歳になって、早とちりとはね」


「……？　なんだかよく分からないけど、ジェノバの居場所、知ってるのか？」


　カラカラと車輪の音を響かせ、老人はオウマに向き直った。


「知っている。私の方からも頼たのみたい。どうか、あの娘こを助けてやってほしい。私では助けてやれないのだ」


　深々と頭を下げられてしまい、オウマは戸と惑まどった。


「そ、そりゃあもちろん、俺はなんでもするつもりだけどさ。……なにが、あったんだ？」


　老人は、疲つかれたようにため息を漏もらした。


「ジェノバは、過去から立ち直れないのだよ。そしてその過去はジェノバを許さないようだね。君が来る、ほんの数時間前まで、ジェノバを狙ねらってある男がウロウロしていた」


「ある男……？」


「グラハム＝ヴィルヘルム──厄介な相手だよ」


　──あれ？　それって、どっかで聞いた名前だな……。


　首を傾かしげるオウマは、自分が全ての鍵かぎを握にぎる立場にいるとは露つゆほども知らなかった。





　　　　[image: ]





　日が暮れた。


　夜の暗くら闇やみに摩ま天てん楼ろうの明かりが揺れる。地上二十二階という高さからニュージョンストンの街並みを見下ろし、カナメは小さなため息を漏らした。


　──エルミナは、マルクと合流できたであろうか？


　カナメはマルクに〝自分たちの前に姿を見せない〟と約束させた。さすがに一人で彷さま徨ようエルミナを独りにはしないだろうとは思いつつも、不安だった。


　ヴィルヘルムにはエルミナは体調を崩したと伝えている。そして明日あしたの宴パーテイには出席するから、それまで婚こん約やくの発表は待つようにと。向こうもあれで契けい約やく者しやである。一度交わした約束は裏切れない。今夜の宴パーテイはエルミナ抜きで行われた。


　時計を見ると、深夜零れい時じを回っていた。日付が替かわった。


　──残りは、十九時間といったところか……。


　すっかり軽くなってしまった髪かみを触さわり、カナメは自じ嘲ちようするような笑みを浮かべた。


　カナメには剣と異能しかない。今のエルミナを助けることはできない。せめて自分よりは器用なマルクとセリアを頼たよれとは言ったものの、彼らとてエルミナを追い詰めるほどの策略を破れるかは怪あやしい。


　──あとは、ヴィルヘルムを失しつ脚きやくさせるだけの情報が、本当にあるかどうかじゃな。


　カナメとてそんなものがあると確信しているわけではなかった。ただ、今のエルミナを立ち止まらせてはならない。そう感じて放り出したのだ。我ながら無責任だとは思うが、それでもそれがカナメにできる精せい一いつ杯ぱいだったのだ。


　──最悪のときは、私はまた人を斬きらねばならぬのであろうな……。


　奇くしくも、それはマルクと同じ結論だった。


　エルミナの側そばにはこの国の頂点とも呼ぶべき契約者が三人も揃そろっている。残りの契約者とて、カナメたちに劣おとるものではない。──全面戦争──そうなっても、切り抜けられてしまうほどの力を、エルミナはすでに持っているのだ。


　もちろん、それはラチナスどころかこの国でも居場所を失うことになるだろう。エルミナに傅かしずく契約者のうち何人かは命を落とすことになるだろう。そして敵となったものたちにもおびただしい犠ぎ牲せい者しやを出すことになるだろう。


　それでも、カナメたちはその道を選んでしまう。エルミナのことが好きになってしまったから。友達になってしまったから。そしてそのエルミナを守る、確実にして現実的な手段だから。


　──エルミナは、それを望まぬのであろうがの……。


　それが分かるから、エルミナを頼らざるを得ない。結局、自分はエルミナに責任を押しつけただけなのかもしれない。


　そんなときだった──コンコン──部屋の扉とびらが、静かに叩たたかれた。


「エルミナ。起きていますか？」


　ヴィルヘルムだった。宴パーテイの後だからか、先ほどとは違ちがって丁てい寧ねいなもの言いだった。


　カナメは扉の側に忍しのび寄ると、カタナに手をかけた。壁かべ越ごしに銃じゆう弾だんを撃うち込まれるくらいのことは、想定しておかなければならない。


「……エルミナは体調が悪い。すでに休んでいる」


　囁ささやくようにカナメが答えると、扉の向こうでヴィルヘルムが小さなため息を漏らした。


「ならば、貴女が伝えてほしい。私は、エルミナに危害を加えるつもりはない」


「そのような戯たわ言ごと、よく口にできるの」


　よりによって本人の目の前でエルミナを〝父親殺し〟と呼ばわったのだ。カナメが敵だと認識するには十分すぎる理由である。


「オルダー教……いや、ラチナスも一枚岩ではない。私にできることは、実はあまり多くはない」


　自分はあくまで味方であり、敵は他にいるとでも言いたいらしい。


　カナメが殺気を織り込んでいると、ヴィルヘルムは少々予想外の言葉を口にした。


「──届いていますか。私の謳うたを──」


　聞き覚えのあるその言葉に、カナメはピクリと肩を揺らした。


「〈精杯グレイル〉の一族が〈精杯グレイル〉に語りかける謳であり、眠ねむり姫ひめに捧ささげた謳でもあります。リカルド＝ヴァレンシュタインはこの謳を歌ってはいけないとは教えませんでしたか？」


　カナメは、エルミナが歌ったことを一度しか知らない。山やま崩くずれにロックウォールが呑のまれそうになったときの、他にどうしようもなかったあのときだけである。それ以外に歌われたのは、全てエミリオのものだった。


　困こん惑わくするカナメに、ヴィルヘルムはなおも続ける。


「私は、貴女の手紙に救われた。だから私は今度は貴女を救いたくて、ここまで上り詰めた。汚きたないことにも手を染めた。それでも、私は貴女の笑った顔が見たかった」


　それは自分が聞いてはいけない言葉に思えて、カナメは耳を塞ふさごうとした。





「──あんな顔をさせるつもりは、なかったのです」





　それは、エルミナから自由を奪うばおうとしている人間の言葉ではなかった。戸惑うカナメの足下──扉の隙すき間まから、なにかが挿さし込まれる。目を向ければ、一通の封ふう筒とうだった。


　──私は、貴女の手紙に救われた──その、手紙らしい。


「明日でかまいません。もう一度、話がしたい」


　その言葉を最後に、ヴィルヘルムの気配は遠ざかっていった。


　あとに残されたカナメは、途と方ほうに暮れたようにへたり込んだ。


　──どうする……？


　これも、エルミナを陥おとしいれるための甘言なのだろうか？　それでもカナメには──人を好きになるということがどういうことか知ってしまったカナメには──ヴィルヘルムの言葉が策さく謀ぼうに汚れた言葉には思えなかった。


　これを、エルミナに伝えるべきではないだろうか──そう思う反面、カナメを泳がせてエルミナの居所を探ろうとしているのではないか──そんな危険性にも気付いてしまう。


　今までのヴィルヘルムのやり口を考えれば、これは罠わなである。絶対にカナメは動いてはならない。


　──じゃが、そうでなかったなら……？


　もしもヴィルヘルムが真にエルミナの味方であろうとしているならば、もう一度会話すべきである。最初の対話は、カナメが打ち切ってしまった。その負い目もある。


　自分の行動が、エルミナの運命を左右するかもしれない。


　動くべきか、動かざるべきか。迷いながらも、カナメは手紙を押し込まれたことを思い出した。警けい戒かいしながらもそっと拾い上げ、そして差出人の名前を確かめる。


　──エルミナ＝ヴァレンシュタイン──


　確かに、そうあった。封ふうはすでに切ってあった。何度も読み返したのだろう。日に焼け、端はし々ばしは風化してボロボロだったが、皺しわはあまり寄っていない。大切にしていたのだろうことが窺うかがえた。


　恐おそる恐る中を覗のぞいてみて──カナメは、冷や水を浴びせられたような気持ちになった。


　──私たちは、勘かん違ちがいをしているのではないか……？


　中には数枚の便びん箋せんが収められており、その筆ひつ跡せきは間ま違ちがいなくエルミナのものだった。そして、その内容はあたかも彼女がマルクに向けるような切々とした文章だった。


　そして、カナメは一昨日おとといエルミナが呟いた言葉を、思い出してしまった。


　──……文通を、していた時期があったのだ──


　懐なつかしそうに、そして寂さびしそうに、エルミナはそう言ったのだ。この手紙はそのときのものではないのか？


　──だとすれば、あやつは敵ではない。


　しかし、この手紙には宛あて名なが記されていない。他の誰かの手紙をヴィルヘルムが奪ったとも考えられる。


　──じゃが、先ほどのあやつの言葉にそんな気配はあったか？


　分からない。自分が間違えているのか、それともやはりあれも甘言なのか。


　どれくらいの間そうして悩なやんでいただろう。カナメは、ふと自分がまだ愛刀──暗乃守夜之を握ったままだということに気付いた。


　──まあ、私は結局、契約者なのであったな……。


　カナメは手紙とカタナを手に取ると、部屋を後にした。
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「ヴィルヘルムはおるか？」


　エルミナが取った部屋の一つ上。最上級客室を、カナメは訪れていた。


　中からひと言ふた言やりとりする声が聞こえ、次いで扉が開かれる。


「なんの用でしょうか？」


　顔を見せたのは十代の少女だった。カナメが殺気を叩きつけて竦ませた契約者だ。


「ヴィルヘルムに話がある」


　少女は部屋の中に目を向けると、小さく頷いて道を空けた。扉を潜くぐると広間になっており、ヴィルヘルムはそこに腰こしをかけていた。


　その姿を確かめて、カナメは右手をカタナの柄つかに添そえた。


「よせリーン！」


　ヴィルヘルムは鋭するどくそう叫さけんだが、カタナを目にした少女は反射的に懐ふところに手を入れていた。武器を取ろうとしたのだろう。その行動は、ただの自殺行こう為いでしかなかった。


　ドッ──柄の一いち撃げきで、少女が敢あえ無く頽くずおれる。


　その姿すら確かめることなく、カナメは慣れ親しんだ自分の部屋でも進むかのように踏ふみ込む。


　そして、進む間に抜ぬいたカタナを一いつ閃せんさせる。ヴィルヘルムは身を伏ふせながらも拳けん銃じゆうを抜いて立ち上がるが、その顔に初めて焦あせりの色が浮うかぶ。いかに先読みができようとも、個としての力でヴィルヘルムはカナメの足下にも及およばない。


　カナメは手首を返してカタナの向きを反転させる。そのまま打ち下ろしたカタナは、ヴィルヘルムの拳銃をはたき落とした。


　それでもヴィルヘルムは果か敢かんに、カタナを握るカナメの手に摑つかみかかる。カナメの剣の鋭さを目の当たりにしていながら、大した決断力である。


　カナメの剣が鋭いのは、筋力が強いからではなく、全身のバネの使い方が巧たくみだからだ。純じゆん粋すいな力比べで男に勝てるものではない。この場でカナメの攻こう撃げきを止める手段は、それしかないという判断は評価しても良い。


　しかしその程度でカナメは止まらない。


　手首からカタナを押さえ込まれたカナメは、それにかまいもせず体当たりの要領で踏み込む。これには堪たえられなかったらしく、ヴィルヘルムも初めに座っていた椅い子すへ押おし戻もどされる。そして──


　ゾプッ──ヴィルヘルムの頭ず蓋がいが真っ二つに割れた。


「──っっっ？」


　まともに殺気を叩きつけられ、目玉を剝むくヴィルヘルム。その腕うでを振ふり払はらい、カナメはすかさずカタナを首筋まで突つきつける。


「げ、猊げい下か……！」


　床ゆかに伏したリーンが呻うめくようにようやくそう言ったのは、そのときだった。


　完全に状じよう況きようを掌しよう握あくしたことを認識しながら、カナメは冷たい声音で語りかける。


「今は、殺さぬ。じゃが、おんしの行動次第では、私たちはおんしを故郷に帰しはしないであろ。おんしは王やもしれぬが、決して盤ばん上じようの外にいるわけではない。そのけったいな〝予知能力〟で、おんしの無事は見えているか？」


「少なくとも、貴女は今は、私を殺せない」


　それはなにかが助けてくれるという、都合の良い未来が見えているわけではない。ただ単に、言葉通りカナメに彼を殺すつもりがないというだけの洞どう察さつである。


　相手もそれを理解しているだろうことを感じて、カナメはいっそう冷たい声音で囁く。「おんしが今ここで生きているのは、エミリオがおんしを庇かばったからじゃ」


　二日前、列車の中でのことだ。ヴィルヘルムを仕留めようとしたクリスから、エミリオはヴィルヘルムを庇った。そのときのクリスの腕うで前まえは異常だった。エミリオが邪じや魔まをしなければ、クリスは二度目の銃じゆう撃げきで仕留められていたはずだ。カナメは苦々しく続ける。


「私の目の前でエミリオを攫さらい、あまつさえエルミナを傷付けた。私がおんしを殺すには十分な理由じゃ」


　混じり気のない殺意を突きつけられ、ヴィルヘルムも色をなくす。自分が殺されないという確信があろうとも、火のついた爆ばく薬やくの前に立って平静な人間は少ない。


　その殺気を突きつけたまま、カナメは「じゃが」と続ける。


「おんしは、エミリオになにもしなかった。それが籠ろう絡らくの一いつ環かんだったとしても、あの場所でエミリオは命の危険に晒さらされていた。その一点だけは、私はおんしに借りがあることになる」


「……なにが、言いたい？」


　額から汗あせを流し、ゼイゼイと荒あらい呼吸を漏もらしながらも、ヴィルヘルムは笑みを忘れずそう返す。


「じゃから、一度だけ機会をやる」


　そして、カナメはそれを打ち明けた。


「──エルミナは、今ここにはいない」


　ヴィルヘルムが大きく目を見開いた。どうやら気付いていなかったらしい。


「さきほどの話、甘言にしては良くできていた。じゃが、言いたいことがあるならば本人に直接言うがよかろ」


　そう告げて、カナメは先ほどの封筒を突き返した。


　これが、カナメが出した結論だった。


　ヴィルヘルムは約束した時間を守るだろう。しかしカナメはヴィルヘルムに負い目を感じている。だから迷う。ならば、そんな負い目はさっさと清算してしまうべきだ。


　──ただし、楔くさびは打たせてもらうがの。


　この勝負はエルミナとヴィルヘルムが指す盤上のものかもしれない。しかしヴィルヘルムも〝王〟というただの駒こまなのだ。


　エルミナの不在を打ち明ければ、彼女をより不利な状況に追い込むかもしれない。しかし同時にヴィルヘルムの精神的優位性を奪うこともできる。


　未来が見えていようとも、自分の命がかかっているという重圧を背負えるのか。そう、揺ゆさぶりをかけるのがカナメの選せん択たくだった。


　自室に戻るカナメに、数十分前までの迷いはもうなかった。





「……？」


　部屋の扉とびらに手をかけて、カナメは違い和わ感かんを覚えた。鍵かぎが、かかっていなかった。


　──ヨハエルか……？


　エルミナに協力する姿勢も見せているが、ヨハエルは本来敵である。エルミナの命運が決まるこのときに、動きを見せないはずもない。


　カナメが警戒しながら扉を開くと、そこには予想外の人物がいた。


「──おはよう、カナメさん。今朝は嫌いやな天気ね」


　鼻にかかる甘ったるい香こう水すい。派手な赤いドレス。クルクルと縦に巻いた長い髪かみ。一見美女と呼んでも差し支つかえのない容姿の……男。マルクの兄──クリスだった。


「おんし、ここでなにをしておる？」


　カナメはクリスの実力は認めているが、信しん頼らいはしていなかった。この飄ひよう々ひようとした男は、味方にも敵にもなりかねない危うさが感じられるのだ。


　そして、そのカナメのカンは間違っていなかった。クリスの目的は〝女性の一番幸せな笑顔を見る〟ことである。そのためならば、平然と男だけでなく女性でも裏切る。


　クリスは「んふ」と奇き妙みような声を上げて笑った。


「突とつ然ぜん押しかけてごめんなさい？　今、ある女の子を笑わせてあげたいんだけどね。その女の子を笑わせられるのって、どうもあなただけみたいなの」


「……私は今、そのようなことに関かかわっている暇ひまはない」


　クリスはなおも妖よう艶えんに微笑ほほえむ。


「その女の子を笑わせることは、エルミナさんを助けることにも繫つながるかもしれない、と言っても？」


　カナメは片目を大きく開いた。


「……話してみよ」


　ひとまず話を聞く姿勢を見せると、クリスはカナメが一番聞きたくない名前を口にした。





「──あなたには、ジェノバちゃんを笑わせてあげてほしいの──」





　カナメは、先ほどまでの吹ふっ切れた表情が噓うそのように渋じゆう面めんを浮かべた。
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　夜が明けた。マルクは暁ぎよう闇あんの朝あさ影かげを恨うらめしそうに見上げていた。


　シュウは情報屋を動かしてくれたが、事態はなにも好転していなかった。エルミナに残された時間は、あと十二時間といったところだ。半分もの時間をなんの進展もなく浪ろう費ひしたことになる。


　ちらりと室内に目を向けると、エルミナが椅子に腰こし掛かけて眠ねむっていた。眠れないと言っていたが、さすがに疲つかれていたのだろう。夜明けが近くなったころ、ようやく寝ね息いきを立てていた。


　毛布は掛けたものの、ベッドには連れて行かなかった。触ふれれば、せっかく眠ったのに起こしてしまいそうで。


　セリアは周囲の見張りをしてくれている。マルクはその間に休んでおかなければならなかったのだが、夜通し起きていた。眠れる気分ではなかったというのもあるが、どうしてもやらなければならないことがあるのだ。


　ちなみに、シュウの方は情報屋の連れん絡らくを待ちながらも義ぎ肢しの調整を進めてくれていた。


　──リオとシュウの二人は、できれば巻き込みたくはないのですがね……。


　だが、それは難しいだろう。ヴィルヘルムを失しつ脚きやくさせられなかったなら、マルクもセリアも、そしてカナメも実力行使でエルミナを守ろうとするだろう。そしてそのセリアやカナメと親しい彼女たち……片方は彼だが──が、それを見て見ぬ振りはできない。


　──それを知っていて、私はそれを選択しているのですね。


　自己嫌けん悪おに駆かられる。しかし、それをどうすれば回かい避ひできるのか、マルクには見当もつかなかった。


「君、寝てなかったの？」


　扉が小さく軋きしみ、そんな声をかけられた。振り返ると、そこにはシュウがいた。彼女にはよく話しかけられるような気がするが気のせいだろうか？　マルクは首を横に振る。


「気が小さいもので。あなたは眠れましたか？」


「少しは。まあ、休まないといざというとき動けないからね」


「休きゆう憩けい時間になるとよく会いますね」


　昨晩話したときも彼女は休憩時間だった。


「そうだね。……というか、他に話す人、いないじゃないか」


　確かにセリアは見張りで表に出ていることが多い。エルミナと会ったのはまだ数時間前の話であり、その上今は眠っている。


「リオもいると思いますが」


　そう言うと、シュウは肩かたを小さくした。


「その、リオさん、男の人だろ？」


　義肢の調整ともなれば服の下も目にしてしまうだろう。マルクは苦笑した。


「リ、リオのあの格好は、彼が好きこのんでやっているものではありません。寛かん容ように見てやってください」


「え？　いや、あの格好は可か愛わいくて好きなんだけど、……なんていうか、男の人と話すのってちょっと苦手でさ」


　恥はじらう乙女おとめのごとく幽かすかに頰ほおを赤く染めるシュウ。あまり男になれていないらしい。その辺りはカナメとよく似ている。


　──私も男なのですが……。


　膝ひざをついて泣きたい衝しよう動どうに駆られながらも、マルクは気になっていたことを訊きいてみることにした。


「そ、それで、イーストウッド社に支し払はらう〝対価〟とは、どのようなものなのですか？」


「んー？　まあ、いろいろかな。お金で済むこともあれば、一生を拘こう束そくされちゃうこともあるし。……でも、大きな情報ほど、他の情報も動きやすいからね。結局、なにも支払わなくても良い場合もある」


「支払わなくても良い？」


「うん。要は、イーストウッド社が等価な利益を得られれば良いんだ。だから、向こうから代金が支払われることもある。まあ、金銭じゃなくて〝貸し〟とか身内の安全とかと引き替かえにされる場合が多いけどね」


　なんとも不可思議な仕組みである。マルクが首を傾かしげると、シュウはクスリと笑った。


「まあ、心配しなくてもあいつならなんとかするよ。要領が悪いからね」


「要領が悪いのになんとかできるのですか？」


「要領が悪いから、なんとかしようとするんだよ。……君も、そうなんじゃないかな？」


「そう、かもしれません」


　マルクが苦笑を返していると、玄げん関かんが静かに叩たたかれた。


「接近者有り」


　マルクはシュウに目を向け頷うなずくと、扉から飛び出した。





「何者ですか？」


　階段の側そばに張り付いたセリアに、マルクは問いかける。


　この階に上がってくるには、ここを使う他ない。窓を見張っていた彼女がここを見張っているということは、接近者が侵しん入にゆうするのを確認しているのだろう。


　セリアは僅わずかに表情を曇くもらせた。


「見み間ま違ちがいでなければ、厄やつ介かいな人間です」


　単語ではなく、まともな口調。それでもはぐらかすような返答。首を傾げていると、階段を上る靴くつの音が近づいてきた。


　セリアの能力は近きん距きよ離り戦には向いていない。マルクが一歩前に出る。


　やがて上がってきた人物を目に留め、マルクは苦々しく目を細めた。


「さて、今度のあなたは本物なのでしょうか？　グラハム＝ヴィルヘルム？」


　そこに現れたのは、見間違おうはずもないヴィルヘルムだった。髪の色は黒だが、恐おそらくまた染めているのだろう。


　ヴィルヘルムの部下リーンは擬ぎ態たい能力を持っていた。そちらという可能性もあるが、今目の前にいるのは本物ではないかとマルクは思った。ここに、影かげ武む者しやを一人で向かわせるメリットはあまりない。


　マルクが問いかけると、ヴィルヘルムは懐ふところから拳けん銃じゆうを抜ぬいた。


　──おや、左手……ですね？


　リーンは右手で拳銃を扱あつかっていた。交戦中に不向きな手を使う理由はない。彼らは利き手が違うようだ。見分ける手がかりになるかもしれない。


　マルクが観察していると、ヴィルヘルムはその拳銃をそっと自分の足下に置いた。続けてもう一いつ挺ちようの拳銃を取り出し、それも階段に並べる。弾だん丸がん、ナイフ、針のような暗器。それらを取り出すと、ようやく立ち上がった。


「エルミナと、話をさせてもらいたい」


「それを聞き入れて、私たちになにか利益があるのでしょうか？」


　エルミナにまた人形のような顔をさせたのはこの男だ。どんな理由があろうとも、近づかせるわけにはいかない。


「私は、敵ではない。昨晩は、私も言葉を間違えた。彼女を守りたい」


「それを信じる証しよう拠こは？」


「……誠意は、見せているつもりだ」


　確かに、御おん大たい自らここまでやってきて、相手より低い位置で武器を手放す。仮にも枢すう機き卿きようまで上り詰つめた人間がここまでするのは、屈くつ辱じよくどころの騒さわぎではないだろう。確かにこれ以上ないほどに誠意は見せている。


　マルクは小さなため息を漏もらした。


「分かりませんね……。エルミナに殺人の容疑を着せておきながら、あなたはなにがしたいのです？」


　ヴィルヘルムの行動には一いつ貫かん性がない。狡こう猾かつな政治家かと思えば、今のように自じ暴ぼう自じ棄きとも取れる愚ぐ直ちよくさも見せる。これも策略なのかもしれないが、だがそれで得られるものはなんなのだろう？


　普ふ段だんならば抱いだきようもない〝迷い〟を覚えてしまう。


「走りなさい──〈クフ・リーン〉」


　静かにそう語りかけると、マルクは周囲に影を走らせた。影は縫ぬいかけの編み物のように解ほぐれ、廊ろう下かへ、壁かべへ、天てん井じようへ、階段へ、窓の向こうへまで駆け抜ける。


　蜘く蛛もの巣のように広がる影の中央に立ち、マルクは渋しぶ々しぶと呟つぶやいた。


「協力者らしい存在は感知できません」


　つまり、この男は自分が危害を加えた敵の元へノコノコとやってきて、あまつさえ武器の全すべてを手放したのだ。まったく以もつてなにがしたいのか理解できない。


　──さて、どうしたものでしょうね……。


　伏ふく兵へいはなく、ヴィルヘルムも丸まる腰ごし。これで通さないわけにもいかないのだが、今のエルミナに会わせて大だい丈じよう夫ぶだろうか。判断に迷っていると、背後で扉とびらが小さく軋んだ。





「……会う」





　銀啼鳥ソローネが鳴くように、凜りんとした声がひと言響ひびいた。


「お嬢じよう様さま……。起きてらしたのですか」


　振ふり返らずに問いかけるが、エルミナが頷いたのを感じられた。


　ヴィルヘルムはいくらかホッとしたような顔を見せると、その場で頭を下げた。


　──〈宣教師〉を統とう轄かつする枢機卿が、〈精杯グレイルの姫〉に頭を下げた……？


　異様な光景に、マルクは眉まゆを顰ひそめた。


「すまなかった。貴女の気持ちも考えず、軽率なことを口にした。謝らせてほしい」


　エルミナが拍ひよう子し抜ぬけしたように瞬まばたきをした。彼女でもヴィルヘルムの真意は読めないらしい。それからマルクに困ったような視線を向けながら、ヴィルヘルムに問いかける。


「……君は、私の身み柄がらを押さえたいのではないのかね？」


「そういった事情がないとは言わない。だが、私自身の理由は少し違う」


　それが、この男の二面性の理由なのだろうか？


「貴女は知らないかもしれない。だが、私は貴女に救われた人間だ。だから、貴女の力になりたかった。だから、この地位まで上り詰めた」


　エルミナが、困こん惑わくしたように眉を揺ゆらした。


「……君は、誰だれなのかね？」


　答える代わりに、ヴィルヘルムは胸元から一通の封ふう筒とうを取り出した。


　マルクが動けば〝影かげ〟の檻おりが解けてしまう。セリアが階段を下り、封筒を受け取る。ずいぶん古いもののようで、日に焼けて色いろ褪あせていた。その封筒の裏面を見て、セリアが少し目を大きくした。


「……これは……」


　手紙を手て渡わたされたエルミナは、珍めずらしく上うわ擦ずった声を上げた。知り合いからの手紙なのだろうか？


「──その手紙は、私の心の支えでした」


　ヴィルヘルムの言葉に、エルミナが信じられないというように後あと退ずさった。


「……君、なのか？」


「はい。返事を出せなかったこと、許してほしい」


「……どうして……」


　ヴィルヘルムは首を横に振った。


「言い訳はしない。私は七年という長い時間、貴女になに一つ便りを送らなかった」


　──あの手紙は、エルミナが書いたものなのですか？


「どういう、ことです？」


　マルクが困惑の声を漏らすと、エルミナが戸と惑まどいがちに答えた。


「……文通を、していたのだ。……九歳のときに」


　どうやら、そのときの手紙らしい。


「……だが、返事は来なくなった。私が、噓うそをついたから」


　それがどこか寂さびしそうな声音だったことに、マルクは裏切られたような気持ちになった。


　エルミナは、その手紙のやりとりを、不快だとは思っていなかったのだ。いいや、この様子では楽しみにしていたのだろう。三ヶ月とはいえ、エルミナの隣となりで紅茶を注ぎ続けたマルクには、それが分かってしまう。


　ヴィルヘルムは首を横に振った。


「貴女は、真実を打ち明けてくれた。それゆえに、私は貴女の存在を隠かくさねばならなかった。貴女は〈精杯グレイルの姫〉だ。だが、当時の私にはなんの力もなかった」


　そしてヴィルヘルムはひたむきな言葉でこう締しめくくった。


「七年かかった。私は枢機卿の椅い子すまで上り詰めた。今なら、貴女を全てから守れる。だから、迎むかえにきた。私は──貴女が愛いとおしい」


　そのために人生を賭かけてきたのだ。そう訴うつたえてくる言葉だった。


　エルミナが狼狽うろたえたようにもう一歩後退った。


「……私は、エミリオでは、ない」


　リカルド＝ヴァレンシュタインは、エルミナではなくその妹であるエミリオを後こう継けい者しやとして育てた。権力者が利益を求めるなら欲ほつするのはエミリオの方である。


　ヴィルヘルムは首を横に振る。


「私は、貴女を愛しているのです。エミリオの振りをして、それでも繊せん細さいな言葉を届けてくれた貴女を、人形になりたくないと訴えてくれたエルミナを愛しているのです」


　決定的なひと言だった。


　それは、十六年間側にいたエミリオでさえかけてやれなかった言葉である。エルミナの気持ちがグラリと揺れたのが、傍はたから見ていても分かってしまった。


「……わ、私は────」


　珍しく狼狽えた声を漏らすエルミナに、ヴィルヘルムは恭うやうやしく膝ひざをついた。


「だから、どうか私との婚こん約やくを受け入れてほしい。私は、生しよう涯がいをかけてあなたを守る」


　ビクッと、エルミナが身を震ふるわせた。


　──こ、ん、や、く……？


　聞き違いだと思いたいが、ヴィルヘルムは今〝婚約〟と言わなかっただろうか？


「──お引き取り願います」


　自分の耳を疑う前に、マルクは割って入っていた。そうせざるを得なかった。


　ヴィルヘルムが冷ややかな視線を向ける。
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「下がりたまえ。私は今、エルミナに話しかけている。君に口を挟はさむ権利はない」


　マルクの中でふつふつと怒ど気き──いいや殺意が込み上げてきた。


「権利なら、あります」


　丸メガネの位置を修正し、マルクは譲ゆずらない口調でこう言った。





「私はエルミナが好きです。どこの馬の骨とも分からぬ輩やからが近づくのを、黙だまって見ている義務などありません」





　ヴィルヘルムはポカンと口を開き、それからマルクの頭の先から足下までを何度も見直す。それから、にわかに信じられないとでも言うように呟いた。


「君は、男か？」


　張り詰めた気力が一挙に削けずり落とされた。


　──セリアさん、燕えん尾び服ふくを返してください……！


　女装した少年が愛を叫さけんだところで、どこに説得力があるというのか。その場で泣き出したいのを堪こらえていると、ヴィルヘルムは肩かたを竦すくめて階段の凶きよう器きを拾い始めた。


「興が削そがれましたね。私も、いささか性急だったかもしれません。今は、引き下がりましょう」


　それから、虚きよ脱だつしたようにへたり込むエルミナに優しげな眼まな差ざしを送る。


「ただ、私の気持ちに偽いつわりはない。それだけは、信じていただきたい」


　そう言い残して、ヴィルヘルムは去っていった。男のマルクから見ても、潔いさぎよくて紳しん士しだと思えた。もう、いろいろと台無しにしてしまったマルクの肩に、セリアが気の毒そうにポンポンと手を載のせた。


　それから、自分がなにを口走ったのかを思い出す。


　──私はエルミナが好きです──


　恐おそる恐る振り返ると、エルミナがビクリと身を震わせた。絶望的な気まずさ。永遠に思える逡しゆん巡じゆんの後、エルミナは怯おびえるように口を開いた。


「……今のは、どういう、意味かね」


　ここまで恥はじをかいて、隠すものなどなにもない。マルクは観念したように答えた。


「言葉の、通りの意味でございます」


　それから、一度呼吸を整え、それでも自分の気持ちを精せい一いつ杯ぱい打ち明けた。


「私は、あなたの執事バトラーです。ですが、あなたは私にとって女性でもあるのです。私は、あなたが好きです。いつでも、そう思っていました」


　エルミナの顔が、普段の無表情が信じられないほど赤く染まった。


　──こ、これは、まんざらでもないということでしょうか……？


　マルクが幽かすかな希望を抱くと、エルミナは突とつ然ぜん目を逸そらした。


「あ、あの……？」


「……君は」


「はい？」


　もう一度マルクの顔を見たエルミナは、厳しい無表情だった。


　マルクが一番訊きかれたくない、そして当然の疑問を口にした。





「……君は、カナメのことは、どう考えているのかね？」





　カナメ──エルミナのために、マルクとの約束を守るためにあの美しい髪かみを捨て、そしてマルクを好きだと言って口づけをしてくれた少女。そのカナメをマルクはどう想おもっているのか？


　とっさに答えることができないマルクに、エルミナは失意で表情を陰かげらせた。


　そして、マルクに背中を向け、自室の扉とびらに手をかけた。


「……今の話、聞かなかったことにしておく」


　扉の閉まる音は、明確な拒きよ絶ぜつの音だった。


　セリアは深いため息を漏もらしながらも、元の配置へと戻もどっていく。


　エルミナに好きだと言った後で、カナメの元に行くわけにもいかない。


　独り残されたマルクは、あれだけ固こ執しゆうしていた自分の居場所が、たった今壊こわれたのだとずいぶん長い時間をかけて理解した。


　エルミナに残された──そしてマルクが縋すがれる時間は、あと十一時間になっていた。






　第五章　そして、過去は覆くつがえされる







　街の小さな通り。今にも降り出しそうな空を眺ながめ、マルクは独り立ち尽つくしていた。


　あの後、マルクは客室に戻ることもできず、そのまま外に逃にげ出していた。セリアも、それを止めようとはしなかった。彼女の役目はエルミナを守ることなのだから。


　マルクの居場所は、なくなってしまったのだ。


　──私が、招いたことなのですね……。


　エルミナとカナメ。どちらも愛しいと想いながらもどちらも選べなかった。今ある居場所を壊したくなくて、どちらとの関係も失いたくなくて、どちらの方が好きかなど決めようもなく、そしてマルクはどちらも失った。


　ポツ──と冷たいなにかが頰ほおに降ってきた。雨だ。


　雨を避さけるのも面めん倒どうで、マルクはそのままぼんやりと立ち尽くしていた。


「──なんて面してやがる」


　いつの間にか、目の前に軍人風の男が立っていた。アッシュだ。


　さすがに自分がまだ女装をしていることは認識していたし、この男に言い寄られた悪夢も忘れたわけではなかったが、もう口を開くのも億おつ劫くうだった。


　アッシュはマルクの胸ぐらを摑つかみ上げた。


「俺はそんなお前を見にきたわけじゃあない。あのときの威い勢せいはどうした。俺を半殺しにしたあの強さは。目の前にあるもの全すべてを破は壊かいするようなあの力はどうしたんだ」


「………………」


　虚脱しきったマルクはなにも反応しない。アッシュは苛いら立だたしそうに舌打ちを漏らす。


「お前、あのエルミナとかいう女の仲間なんだろ？」


　エルミナの名前に、マルクは僅わずかに瞳ひとみを動かした。


「エルミナは特急列車で殺されかかったそうだな？」


　そんなこともあった。あのときは、マルクは無条件で命を懸かけられた。自分の居場所を守っているのだと充じゆう実じつ感かんも覚えられた。自分がやっていることが、誇ほこらしかったのだ。


「あれは、俺らの大将の差し金だ。なあおい。お前も契けい約やく者しやなら雇やとい主ぬしを守らないといけないんじゃあないか？」


　アッシュの言葉に、マルクはようやく笑みらしい表情を浮うかべた。


「もう、帰れないのですよ」


　初めて見つけた自分の居場所だったのに、マルクは自分の気持ちに答えを出さなかった。だから、壊れてしまった。今さら、エルミナの元にもカナメの元にも戻ることはできない。


　マルクは地面にへたり込んだ。突然、アッシュが手を離はなしたのだ。顔を上げると、アッシュは八つ当たりのようにこう言った。


「──よし。あの女を殺そう」


　そのまま立ち去ろうとするアッシュの足を、マルクは摑んだ。


「なんだよ。放せ。今のお前に興味はないんだ。なんなら、あの侍女メイドの女でも良いんだがな。今はエルミナって女の方が近い」


　虚脱しきっていた体に、僅かな力がこもる。


「……行かせません」


「お前には、止められねえ──よっ！」


　土手っ腹を蹴けりつけられ、マルクは派手に地面を転がった。〈クフ・リーン〉は、防ぼう御ぎよ反応を起こさなかった。とうとう、精せい霊れいにも愛想を尽かされたらしい。


　それでも、マルクは立ち上がる。マルクはエルミナを守るためだけにここまで来たのだ。そしてそのためにカナメは自分の髪まで切ったのだ。──エルミナを守る──それさえも手放したら、マルクはもう、本当に生きている意味がなくなる。


　アッシュは、まるでなってないというように首を横に振る。


「俺はな、本気のお前が見たいんだよ。あのときのお前が欲しいんだよ。そんな負け犬みたいな顔をしたお前に、用はない」


　摑みかかろうとするマルクを、アッシュは造作もなく殴なぐり返す。意志の折れてしまったマルクでは、まるで歯が立たなかった。


　だが、諦あきらめるわけにはいかないのだ。ここで引き下がってしまったら、マルクはもう戻ってこられない。縋りつくように摑みかかるも、やはり敢あえ無く殴り倒たおされる。


　一方的に縋りつき、一方的に殴り倒される。そんな不毛な争いが続いたのは、ほんの数分の話だった。


「──君、なにやってるの？」


　刃は物もののように鋭するどい声。なんとか顔を向けると、雨の中に金色の眼まなこが浮かんで見えた。


「つまらねえ」


　吐はき捨てるようにそう言うと、アッシュは雨の中に消えていった。それを見送って、シュウがマルクを助け起こす。


「大だい丈じよう夫ぶ……？」


　マルクは力なく頷うなずいた。怪け我がは、ほとんどなかった。手を抜ぬかれていたのだ。怪我をさせない程度に。屈くつ辱じよく以上に、情けなくて泣きそうだった。


　そんなマルクに、シュウは言いにくそうに呟つぶやいた。


「あいつから連れん絡らくがあった」


「……情報屋、から？」


　シュウは小さく頷いた。肩に掛かかる濡ぬれた黒くろ髪かみが胸元に流れ落ちた。


「君に代わってほしいって……。話せる？」


　今さら、マルクなどになにができるのだろうか。


　躊躇ためらいながらも、目の前に目的を示されたことでマルクは頷くことができた。


　傘かさを貸してもらい、マルクが安宿に戻るとシュウはすぐさま電話機を手に取った。電話は、数秒で繫つながった。


「ボクだよ。……うん。見つけた。……話すって。そっちも大丈夫？」


　短いやりとりの後、シュウはマルクに電話機を差し出した。


　それを耳に当てると、マルクが予想しなかった声が届いた。
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　バタンと扉が閉まる音を聞き、ジェノバはまた目を閉じた。


　数秒前まで、そこでは一人の男がジェノバに──正確には彼女が籠こもる棺ひつぎに語りかけていた──グラハム＝ヴィルヘルムの秘密を教えてほしい──そう、言っていた。


　外でなにが起こっているのかは知らない。ただ、ヴィルヘルムがなにかをやっているのだろうとは、ぼんやり予想がついた。


　ジェノバがあのとき──ヴィルヘルムと出くわしたとき、殺されなかったのは、リチャードに助けられたからだ。リチャードはイーストウッド社の構成員であり、ジェノバが持つ情報の有益さから保護したのだ。


　その情報とは、ヴィルヘルムの手術の話だった。ジェノバは確かに彼を殺した。だというのに、現ラチナス神聖国大使にしてオルダー教枢すう機き卿きようの名は、グラハム＝ヴィルヘルムだという。


　医師であるジェノバには、その経けい緯いが大体想像できた。その正体が誰だれなのかも。


　同時に、今まで自分が裁かれなかった理由も分かってしまった。誰も、ジェノバが手術を失敗したことを知らないのだ。


　ヴィルヘルムの情報を話すということは、今まで隠かくされていた自分の罪を告白することでもある。その罪と向き合えないから、ジェノバは長らく道化に扮ふんしてきたのだ。今さら、正気に戻ることなどできはしないのだ。だから、棺の中で怯おびえることしかできない。


　あの日、ジェノバはヴィルヘルムを助けたくないと思った。そして、彼は死んだ。


　ジェノバは、理解していなかったのだ。


　医師とは人の命を救うものだと思っていた。死を遠ざけ、人から敬愛される存在だと思っていた。たとえ命を救えなくとも、手を差し伸のべたことを誇れる人間だと思っていた。


　だが、それは違ちがった。


　医師とは、命を預かる存在だったのだ。自身の裁量一つで人を生かしも死なせもする。万能とはほど遠い、ただの人だった。


　そして、患かん者じやはそれでも医師に命を託たくす。助からないかもしれないと言われようとも、患者とその親族は藁わらのようにかすかな希望に縋すがって命を差し出す。


　幼かったジェノバは、それを理解していなかった。そして、初めての失敗がヴィルヘルムだった。助けたくない、と思ってしまった少年だった。


　あのとき、停電さえなければ、ジェノバの腕うでならば手術を完かん遂すいできた。停電が起きたとしても、普ふ段だん通りに集中していれば助けられたかもしれなかった。


　つまりジェノバは自分の怠たい慢まんで人を死なせた。それが見下げ果てた人間であったとしても、医師である自分は救わねばならなかったのだ。だから、ジェノバはメスを持てなくなった。患者の命を預かるという責任を、背負うことができなくなったから。


　人を救えなくなったジェノバに授けられたのは、皮肉なことに自分が不死身となる能力だった。心臓の機能を止めない限り、ジェノバは死なない。首を刎はねられたとしても、数秒以内に接続できれば生き存ながらえられるだろう。


　そして、その能力の代だい償しようにジェノバは人の血を啜すすらなければならなくなった。


　──もう、死なせてくれ。


　そう願っても〈デル・ドーレ〉はジェノバに死を許してはくれない。込み上げる渇かわきと飢うえは、嫌けん悪おしようとも人間の血を求めさせる。


　それでも、ジェノバは出会うことができた。カナメ。マルク。それ以外にもいろんな契約者たち。契約者ならば、ジェノバを止めることができる。ジェノバに殺されはしない。


　彼らと出会ううちに、道化になれば良いと思いついた。道化の面をかぶっていれば、誰も過去など気にはしない。ひとときの余興に笑って怒おこり、そしてそれを見ている別の誰かが笑ってくれる。


　なんとも素晴らしい生き方だ。そこには命を預かる必要もなければ、命を摘つみ取る必要もない。


　そしてジェノバはエルミナの屋や敷しきに招かれ、そして飢えと渇きからも解放された。


　──あの屋敷は、居い心地ごこちが良かった……。


　ずっと、あのままでいたかった。


　抜け出せない闇やみの中、ジェノバが膝ひざを抱かかえていると、再び扉とびらの軋きしむ音が聞こえた。





「──ここに、ジェノバがいるのか？」





　それは、懐なつかしい屋敷のにおいだった。


　──オウマ……？


　屋敷の中で散々影かげが……いや、存在感が薄うすいと囁ささやかれているオウマだが、ジェノバには普ふ通つうにその存在が認識できた。初対面のときに、彼の血を啜っているからかもしれない。


「ジェノバ、そこにいるのか？」


　その声は、棺のすぐ側そばで聞こえた。でもどう返事をしたら良いか分からない。


　黙だまっているジェノバをどう受け取ったのか、オウマはそのまま語りかけてくる。


「ええっと……あのさ、ジェノバ」


　彼は、なんというのだろうか。ヴィルヘルムの情報のことだろうか。それとも屋敷に戻もどれとでも言うだろうか。今屋敷に戻っても、ジェノバはどんな顔をすれば良いか分からないというのに。あるいは、マルクやカナメに手を貸せと言うのかもしれない。


　マルクやカナメに会いたい。だが、どんな顔をしてこの棺から出ろというのだ。


　返事ができないジェノバに、オウマは拍ひよう子し抜ぬけするほどどうでもいいことを切り出してきた。


「──腹、減ってないか？」


　一いつ瞬しゆん、なんと言われたのか分からなかった。


「アイシャがさ。クッキー作ってくれたんだ。ジェノバが喜ぶんじゃないかってさ」


　言われてぐぐーと胃腸が無様な音を立てた。


　拍子抜けしたせいか、急に空腹を感じてしまった。ジェノバ自身は外の時間は把は握あくしていないが、実に丸三日間なにも食べていない。彼女の能力ならば一週間程度ならば食事を断っても命に別状はないが、それでも空腹までは隠しようがない。


　怖おず怖おずと棺の蓋ふたをずらすと、そこから小さな包みが押し込まれた。


　封ふうを開けてすらいないというのに、凄すさまじい焦こげ臭くささが鼻を衝つく。これを今まで持ち歩いていたオウマに、敬意を払はらわずにはいられない。医師としての見識はこれを食物ではなく毒物だと告げている。しかしジェノバの狂くるってしまった味覚には、これがなによりも美味なのだ。


　一つ口に含ふくむと、劇物の苦みが口中に広がる。マルクあたりならば白目を剝むいている味だが、甘く感じられた。味覚だけの話ではなく、アイシャが彼女なりに一生懸けん命めい作ってくれたのが分かってしまったから。


　クッキー……自じ称しようクッキーは、一つ一つ違う形をしていた。きっと動物かなにかなのだろう。型抜きも使わず手でこね回してくれたのが見て取れる。


　──帰りたい……。


　だが、道化の面は割れてしまった。もう少し時間があれば、きっとジェノバはまた道化の仮面をつけられるだろう。だが、今すぐには立ち上がれない。躓つまずいてしまったから。正気を思い出してしまったから。


　一つ一つ、味わいながら炭化した固形物を口に運んでいく。その間、オウマはなにも言わず棺に寄りかかっていたが、やがてとうとつにこんなことを言ってきた。


「あのさ、ジェノバはひい様が好きなんだよな？」


　オウマが好意を抱いだいてくれているのは、実は知っていた。だが自分は女性にしか興味を抱けないのだ。だから────





「でもさ、本当はマルクのことも好きなんだろ？」





　固形物が、喉のどにつまった。


　棺の中でのたうち回り、蓋がポンと飛ぶ。それでオウマも気付いたらしく、慌あわてて背中を叩たたいてくれる。劇物が喉につかえたことで〈デル・ドーレ〉が自己修復を開始した。


　ようやく飲み下せたジェノバは、いつの間にか自分が棺の外に出されてしまっていることに愕がく然ぜんとした。それから、憮ぶ然ぜんとした声音で問い返した。


「……何な故ぜ、そう思うのだ？」


「へ……？　ああ、マルクのことか？　そりゃあ、見てたら……」


　ジェノバは、それが自分の中で恋れん愛あい感情と呼ぶべきものなのか判別がつかない。しかし、カナメが好きなのと同じだけ、マルクのことも好きだった。


　元々、ジェノバをこの暗い棺の中から外に出してくれたのは、マルクだった。当然のこと、ジェノバは彼に懐いた。


　それが一年前のある日、突とつ然ぜん壊こわれてしまった。


　──契けい約やく者しやって奴やつも女を作るんだな──


　誰だったか、無ぶ遠えん慮りよにそんなことを言ってきた人間がいた。そしてマルクはそれをあっさりと肯こう定ていした。


　──待つが良い。私はまだそんな心の準備はできていないぞ！


　そうしてつい否定してしまった──貴公が婦女子であってくれたなら──そんなごまかしかたをして。


　冗じよう談だんというか、その場の勢いで言ってしまったことだった。しかしマルクは公衆の面前でフラれたとしか考えなかった。……まあ、仕方がないと思う。ジェノバ自身も、あれは悪かったと思っている。


　後で謝ろうとは思ったのだが、そのときのマルクの怒りっぷりは凄まじかった。運悪く襲しゆう撃げきしてきた契約者とギャングたちは、泣いて命いのち乞ごいをするまで許してもらえなかった。


　とてもではないが「ごめん。冗談さ」と言える空気では、なかった。


　ほどなくして、マルクは去ってしまった。さすがに、ジェノバも落ち込んだ。自業自得とはいえ、もう少し言いようがなかったのかと。罪つみ滅ほろぼしというわけではないが、マルクに同性愛者と言ってしまった手前、女性を性的な対象として見られるか試してみて──


　──自分は、そっちでもいける口らしいと分かった。


　ジェノバは同性愛者だからマルクをフッたのではない。マルクをフッてしまったから、同性愛者になったのだ。


　相手が同性でも良いと知って、まず心に浮うかんだのはカナメだった。不死に近しい自分がまったく手も足もでなかった女性。力や技の強さではなく、心が鋭するどかった。憧しよう憬けいした。あのように強くありたいと。


　だから、ジェノバはカナメを追った。そうするうちに、カナメのことしか見えなくなっていった。しかし、マルクのことも別に嫌きらいになったわけではない。以前と同じく好きなままだったのだ。


　誰だれにも言っていない過去を掘ほり起こされ、ジェノバが呻うめいていると、オウマはどこか恥はずかしそうにこう言った。


「俺さ、ひい様やマルクの代わりにはなれないけど、ジェノバの隣となりにいることはできるからさ。だから……なんて言うのかな──」


　ポン、と頭の上に手を載のせられた。





「──別に無理しなくて良いんだぜ？」





　その言葉は、アイシャのクッキーと同じくらい苦くて、甘かった。


　ポロリと、ドレスの上に滴しずくがこぼれ落ちた。ポタポタと、滴の数は増していく。


「ぅ……ぇえ……っ……」


　嗚お咽えつを上げながら、ジェノバはクッキーを頰ほお張ばる。


　こぼれ落ちた涙なみだの代わりのようにクッキーを齧かじり、そして食べた分と同じくらい涙が溢あふれる。袋ふくろが空になっても、涙はなかなか止まってくれなかった。


　ジェノバが泣き止やむまで、オウマは言葉通りなにも言わずに、隣にいてくれた。





「……我は、人を殺したのさ」


　やがて落ち着きを取り戻したころ、ジェノバはポツポツと語り始めた。


「執しつ刀とう中だった。助けたくないと思ってしまった。患かん者じやの命は私が握にぎっていたというのに。患者は、私の殺意のまま、死んだ」


　背景は、語らなかった。語ってはならなかった。言い訳にしかならないから。言い訳が、できてしまうから。


「そっか……。きつかったな」


　大げさに励はげますでもなく、無意味に弁護するでもなく、オウマはただそう同意してくれた。その言葉が、少しだけ心地ここち好よかった。


　沈ちん黙もく。こんな話をされて、ペラペラしゃべれる人間も少ないだろう。オウマはなにを言うべきか悩なやんでいる様子だった。それから、思い出したように語り始めた。


「ええっとな……。ジェノバ、俺とひい様が幼おさな馴な染じみなのって知ってるよな？」


「……まあ」


「俺さ。ひい様が契約者になったとき、ビビってひい様を斬きってるんだ」


　それは、初耳だった。ジェノバが目を丸くすると、オウマは続ける。


「ひい様は死ななかったけど、俺はひい様を追いかけなくちゃいけなくなった。すげえ嫌いやだったよ。でも、俺はひい様を──正確には暗乃守を見つけた。あ、暗乃守っていうのはひい様のカタナのことだけど」


　そう言って、オウマは情けなさそうに笑った。


「もう一度会ったとき、ひい様はさ、俺に気付いてとっさに斬れなかったんだ。でも、俺は気付きもせずにまたひい様を斬った。それ助けてくれたの、ジェノバなんだよ」


　そのときのことは、ジェノバも知っていた。その場にいたのだから。そしてそれをオウマが後こう悔かいしていることも理解していた。


　なんと答えたら良いか分からず、ジェノバは俯うつむいた。


「もう、どうしたら良いか分からなくなってさ。そんなとき、マルクにぼこぼこに殴なぐられたんだ。ひい様を泣かしたってさ。でも、おかげで俺、どうしたら良いか分かった」


　それから、ジェノバの顔を覗のぞき込んで笑みを浮かべた。


「──謝りに行こうぜ？」


　ジェノバはキョトンとして瞬まばたきをした。


「謝る……だと？」


「おう。その人死んじゃってるんならお墓とかか？　ジェノバが後悔してるってこと、伝えてこようぜ。俺もいっしょに行くからさ」


　差し伸のべられた手に、ジェノバは怯ひるんだように身を退き首を横に振ふる。


「今さら謝ってなんになる。我がしたことは許されることではないのだ」


　謝って許してもらえるなら、誰も苦く悩のうはしない。ジェノバがそう拒きよ絶ぜつすると、オウマはなんでもなさそうにこう言った。


「そんなの、別にどうだって良いだろ？」


「ど、どうでも……？」


　絶句していると、オウマは当たり前のように続ける。


「俺たちさ、屋や敷しきのみんな、ジェノバに助けてもらってない人間なんていない。ジェノバ、医者の真ま似ねするの嫌だったんだろ？　でもみんなの手当てとかしてくれた」


「そ、それは……我が、契約者だから」


「違ちがうだろ？　俺知ってる。ジェノバがずっと頑がん張ばってるんだって。ひい様にちょっかいかけたり、それでマルクに怒られたり、誰だれ彼かれ構わず黒いもの勧すすめてみたり、あれってみんなを笑わせようとして、わざとやってたんだろ？」


　見み抜ぬかれていた。　誰にも気付かれていないと思っていたのに。


　啞あ然ぜんとするジェノバに、オウマは気さくな笑みを浮かべた。


「だから、俺はそんなジェノバが好きになったんだよ。俺たちがジェノバは頑張ってきたこと知ってるから、他のやつがなにを言ったって、関係ないんだよ」


　どさくさに紛まぎれて告白されてしまった。ジェノバは動どう揺ようしながらも、つい普ふ段だんのように取り繕つくろってしまう。


「貴公は勘かん違ちがいをしていると見える。我が愛するのはカナメ嬢じようだけさ。貴公の気持ちを受け取ることはできない」


　言ってから、ジェノバは頭を抱かかえた。また、やってしまった。マルクのときにも同じことをしたというのに。


　それでも、オウマはおかしそうにジェノバの頭に手を載せてきた。二度目だ。


「それでも良いんだ。俺、そういうジェノバが好きなんだから。勢いでどこまでも走っていっちゃうところも、ときどき頭が良さそうなところを見せるところも、そのくせそうやって悩んだり落ち込んだりするところも、全部好きなんだ」


　ジェノバはポカンと口を開いた。


　信じられなかった。オウマはこんなジェノバの全すべてが好きだと言った。何故この男はそこまで言えるのだ？　なにかを企たくらんでいるのではないか？　貴族の中で育ったジェノバには、オウマの言葉を信じる勇気がなかった。


　怯おびえるジェノバに、オウマは仕方なさそうに苦笑した。


「それにさ。屋敷の中でまともに俺のこと気付いてくれるのって、ジェノバだけなんだよ。だから、ジェノバといっしょにいたい」


　オウマらしい、なんともオウマらしい言葉だった。だから、その言葉は意外なほど胸の中にストンと落ちた。受け入れられてしまった。


　そして、ジェノバは自分が本当はなにを求めていたのかに気付いた。


　──ああ、そうか。私は、誰かに必要としてほしかったのだ……。


　頼たよられることは心地好かった。人に触ふれることは怖こわい。それでも、独りなのはもっと嫌だ。だから、怖くても鋼鉄の棺ひつぎを背負って、人のいる街に近づいていった。


　きっと、誰でもそうなのだろう。傲ごう慢まんなジェノバは、それを理解したくなかった。


　ジェノバは、観念したようにため息をついた。


「貴公の言葉、我には選ぶ権利はあるのだろう？」


「そ、そりゃあ、まあ……」


「ならば、顔を貸すが良い」


「顔……？」


　オウマは背が高い。キョクトの人間としてではなく、この国の人間と比ひ較かくしてである。ジェノバの身長では、座っていても見上げなければならない。


　困こん惑わくしながらも、要望通り顔を近づけるオウマの頰ほおを、ジェノバは両手で包み込む。その意図が理解できなかったらしく、オウマが目を白黒させる。


　そして──


「な、なんだ──む？」


　そのままオウマの顔を引き寄せると──ジェノバはそっと唇くちびるを重ねた。


　ほんの一いつ瞬しゆん、唇が触れ合っただけの、ささやかな口づけ。それでも意思表示としては十分だったはずだ。


　オウマが手足を挙動不ふ審しんに振りながら、口をパクパクとさせた。


「あ、あの、ジェノバ？　い、今のって……？」


　ジェノバは見事な黒くろ髪かみを振り払はらうと、いつも通りの自信に満ちた態度で胸を張った。


「そこまで言われてなにも想おもわぬほど、我は鉄の女ではないのさ」


「つ、つまり……？」


「いっしょに来て、くれるのだろう？」


　二度も言わせないでもらいたいものだが、オウマも時間をかけてその意味を理解していったらしい。


　やがてオウマは、拳こぶしを天に突つき上げた。





「──やったぜちくしょう！」
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『──マルクか？』


　電話機の向こうから聞こえたのは、ジェノバの声だった。


「ジェノバ……？」


　情報屋からの連れん絡らくで、何な故ぜ彼女が出てくるのだ。困惑するマルクにジェノバは続ける。


『事情は大体聞いている。ヴィルヘルムを止めねばならぬのだろう？　我はヴィルヘルムの正体を知っている。止められる』


「──っ！　ほ、本当ですか？　……いえ、待ちなさい。ヴィルヘルムの弱みを知っているのは、あなたなのですか？」


『そうだと言っている』


「……無事、なのですか？」


　ヴィルヘルムの情報を求めたとき、シュウはこう言ったのだ。


　──情報を持ってる人間が今、口を利ける状態にないみたいなんだ──


　それはつまり、ジェノバが口を利けない状態だったということではないのか？


　まるっきり彼女の心配をしていなかったマルクは慌あわてた。電話の向こうでジェノバがクックと笑い声を上げた。


『カナメ嬢の愛を勝ち取るまで、我が滅ほろびるとでも思うのか？』


「カナメに手は出させませんが、あなたが死なない人間だとも思っていません」


『……っ！』


　何故か、ジェノバが絶句した。それから、フンと鼻を鳴らす。仰ぎよう々ぎようしく胸を張っている姿が容易に想像できた。


『まあ、良いさ。それより、詳くわしい状じよう況きようを話すが良い。我はエルミナ嬢が婚こん約やくを迫せまられていることと、彼女が〝父親殺し〟の容疑をかけられていることしか知らぬ。エルミナ嬢はどうなっている？』


　婚約──それを打ち明けたヴィルヘルムは紳しん士しだった。マルクは全ての面で負けていたと言っても良い。エルミナにしても、気持ちが揺ゆれたのは見ていて分かった。


　今さら、マルクが口を挟はさんで良い問題ではないのかもしれない。しかし──


　──エルミナは特急列車で殺されかかった──あれは、俺らの大将の差し金だ──


　アッシュの囁ささやいた言葉が、マルクに抵てい抗こうする理由を与あたえた。


　マルクはエルミナがひとまずヴィルヘルムの元から逃にげ出したこと。カナメが稼かせいでくれた時間があと十時間弱であること。そしてエルミナが告白されたことを説明する。


『十時間か……。リチャードを今から捕つかまえるのは難しいな。特急列車を使ったとして、ギリギリといったところか』


「必要なのは情報です。あなたがここに間に合う必要はありませんが」


『いいや、必要さ。我が告白しなければ誰だれも信じぬ』


「……？　なにを言うつもりなのですか？」


　電話の向こうで、ジェノバが呼吸を整えたのが分かった。


『──グラハム＝ヴィルヘルムは我が殺した。今いるヴィルヘルムは偽にせ者ものだ』


　マルクは息を呑のんだ。それが事実ならば、確かに全てをひっくり返せる。


「でしたら、今すぐそれを公表すれば良いではありませんか！」


『いいや、駄だ目めさ。ヴィルヘルムが自分が死んでいる証しよう拠こを残していると思うのか？　二十代であれだけの地位を築いた男だ。戯たわ言ごとと一笑されるのが関の山さ』


　確かに、エルミナですら動揺させられたあの口回しに、マルクごときが太た刀ち打ちできるとは思えなかった。


「ですが、それならばあなたでも同じことではありませんか？」


『死亡させた主治医の証言ならば話は別さ』


「死亡させた……ですって？」


『初めにそう言わなかったか？』


「お、お待ちなさい。初耳ですよ？　あなたが医師として死なせたというならば、それを公表したらあなたの立場が悪くなるのではありませんか？」


『我だけではないな。ヴィルヘルムの入れ替かわり──つまり手術の失敗を隠いん蔽ぺいしたのは我の父だ。明るみに出れば父も貴族の世界では生きてゆけまい』


「おやめなさい。エルミナのためとはいえ、そこまでする必要はありません」


『勘違いするな。これは我にとって必要なことなのだ。我はこれを乗り越こえなければいつまでも棺の中から出られない』


　そして、いつものふざけた態度が信じられないほど毅き然ぜんとした口調でこう続けた。





『私は未来が欲しい。過ちには償つぐないを。契けい約やくには対価を。未来には過去を。私たちはなにかを得る代わりになにかを失って、それを覚かく悟ごすることで前に進むのではないのか？』





　その言葉は、今のマルクにはどこまでも鋭するどく突き刺ささった。


　そして、同時に理解した。


　──そうか……。人を愛するということも、そういうことなのですね……。


　──恋れん慕ぼの情というものは、相手に側そばにいてほしいという欲よつ求きゆうと損得なしに自分を懸かけられる覚悟の双そう方ほうがあって、初めてそう呼ぶのだと思うのである──


　以前、マルクが庭師のアーロンに恋こいについて相談したときの言葉だ。あのときは、その言葉の意味が理解できなかった。それが今、ようやく分かった。


　恋というものは、相手を欲しいと思う欲求なのだ。愛いとしくて守りたくて、そして側に欲しい衝しよう動どうなのだ。だから燃えるように激しい。しかし愛とはその先にあるものなのだ。


　それだけ恋い焦こがれた相手の全てを受け入れることができるか。その人のためになにかを捨てる覚悟があるのか。恋したその人も含ふくめて、失うことを背負うことができるのか。


　だから、マルクは答えられなかった。どちらも失いたくなかったから。どちらも欲しかったから。


　今なら分かる。マルクはやはりエルミナとカナメの二人に恋をしたのだ。どちらの方が好きかなど、初めから答えられるわけがなかったのだ。


　──私は、なにも分かっていなかったのですね……。


　全てに納得して、マルクはこう呟つぶやいた。


「──ありがとう。ジェノバ」


　ジェノバの言葉があったから、マルクは〝答え〟を出すことができた。自分の未来に決断を下すことができた。もう、迷うことはないだろう。


　そしてマルクは毅然とした口調でこう言った。


「ジェノバ。ヴァレンシュタイン家の執事バトラーとして命じます。臆おくする必要も恥はじる必要も認めません。当家の医師ドクターとして胸を張り、あなたの行くべき場所へ向かいなさい」


　そして、一呼吸空けてこう告げた。





「──道は、私が開いておきます」





　　　　[image: ]





　受話器を置いて、ジェノバは小さく息をついた。


　──償いに、相応ふさわしい場所がある。


　だから、ジェノバは発たつことにした。それが、ジェノバの決断だった。


　ここはカーネギーの郊こう外がいに存在する邸てい宅たくで、ジェノバがこの街にいたころ住まわせてもらっていた屋や敷しきだった。所有者はリキッドで、彼の別べつ荘そうでもある。あまり人が寄り付かないことから隠かくれ家がとしても使われており、街のギャングたちがリキッドのために用意したらしく、電話線まで引かれている。


　オウマには列車の切きつ符ぷを買いに行ってもらっている。その間に、ジェノバも大衆の前に立つべき服装に着き替がえ直す。


　今でも、人間は怖こわい。だが、独りではなくなった。だから、行く。


　化粧メイクは普ふ段だんの黒のそれではなく、社交界に出るべき正装のもの。ドレスの色は黒は譲ゆずれないが、紳士のスーツに似た作りの礼服。愛用の帽ぼう子しと仮面は、棺ひつぎの中に入れてある。


「行くのかね？」


　着替え終わると、部屋の扉とびらが叩たたかれ、リキッドが入ってきた。ジェノバはハッキリと頷うなずいて、スカートの裾すそを持ち上げた。


「世話になった。我は、貴公がいなければとうの昔に朽くちていた。貴公がいてくれたから、何度でも立ち直ることができた」


　それから、少しだけ羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれながらもこう言った。


「ありがとう。リキッドおじさま」


　老人は、自分の生徒の卒業を見守るように、満足そうに頷いた。


「その言葉が聞けただけで、私は満足だよ。……もう、ここには戻もどってこないのだね？」


「少なくとも、泣くためには来ないであろう」


「よろしい。次に会うときは、友人として迎むかえよう」


　ジェノバが恩師である老人と握あく手しゆを交わそうとしたときだった。





「ぐすっ……。悲しいですけど、君を行かせるわけにはいかないんですよね」





　部屋の出口に、神父服の青年が佇たたずんでいた。


　リキッドが弾はじかれたように車くるま椅い子すを反転させ、ジェノバも棺から武器を取り出そうとするが──


　ガチャン──けたたましい音を立て、棺が地面に転がった。固定に使っていた鎖くさりが、切断されたのだ。


　とっさに拾い上げようとしながらも、一歩立ち止まって周囲に目を凝こらす。ジェノバの目の前に、無数の糸が揺れていた。鋼糸だ。鉄製の鎖を切断するあたり、触ふれれば骨までたやすく断ち斬きられるだろう。
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「意外に賢けん明めいなんですね。ですが、悲しいことにその〝糸〟は俺の意思で動くんですよ」


　ピンッと鋼糸が弾け、ジェノバはとっさに身を伏ふせる。黒くろ髪かみの一ひと房ふさが音もなく千切れて宙に舞まった。


「俺だってこんなことしたくないですけど、これも仕事なんで仕方がないんです。俺を恨うらむような悲しいことはやめて、グラハムさんを恨んでくださいね」


　──分が悪い……。


　ジェノバは、瞬しゆん時じに自分の置かれた立場を理解した。


　いつの間に仕し掛かけられたのか、鋼糸はジェノバを囲むように設置されている。これはジェノバやリキッドの能力でも防げない。ジェノバは首をもがれたとしても生きているが、この量の鋼糸に切り刻まれては再生どころではない。


「貴公は……ヨハエルと言ったか？　ロックウォールで見かけた記き憶おくがある」


「俺も君のことは知ってますよ。〈精杯グレイルの姫〉のお身内ですよね。……悲しいです。俺は〈精杯グレイルの姫〉の身内で、自分の知り合いを殺さないといけないんですか」


「……貴公は確か、エルミナ嬢じように想おもいを寄せていたはずだが、ヴィルヘルムを放っておいて良いのか？　エルミナ嬢を盗とられてしまうことになるが」


　列車の切符を買いに、オウマが出かけてからずいぶん時間が経たっている。彼が帰ってくれば、透とう明めい化の能力でヨハエルの裏をかくこともできるはずだ。


　そう考えて時間稼かせぎを試みるが……。


「ああ、それは良いんですよ。だって、なにもかもを失ったら〈精杯グレイルの姫〉はきっと俺の気持ちに応こたえてくれるでしょう？」


　──狂くるっているな……。


　ジェノバにそう思われるのは不本意だろうとも、ヨハエルは異常である。


「あ、そっちの人も動かないでくださいね。〈魔琴〉っていうんですけど、俺の鋼糸はその部屋中に張ってあるんで切れても知らないですよ」


　密ひそかに泥どろを張はり巡めぐらせていたリキッドだが、能力を叩き込むよりもヨハエルが自分を切り刻む方が速いと理解したらしい。忌いま々いましそうに呻うめいた。ジェノバの方も手て詰づまりだった。


　──前に進むと決めたのだ。こんなところで死ぬわけにはいかないぞ！


　にわかに絶望を覚えたときだった。


　ガシャンッ──なにかが派手に割れた音が聞こえた。


「あ……へあ……？」


　ヨハエルが、グルリと白目を剝むいた。ヨハエルの後ろには、オウマの姿があった。手には割れた酒さか瓶びんが握にぎられている。


「ええっと……切符買ってきたんだけど、……誰だっけ？　この人」


　オウマにだけは言われたくないだろう言葉を投げかけられた。意識があったならば、ヨハエルはショック死していたかもしれない。





　オウマが縄なわでヨハエルを縛しばり付ける間に、ジェノバとリキッドも部屋を脱だつ出しゆつしていた。鋼糸が邪じや魔まで、リキッドは車椅子を放ほう棄きしなければならなかったが。


　──列車の時間だ……。


　オウマに手を引かれながら、ジェノバは一度だけ部屋を振ふり返った。


　鋼糸だらけの部屋の中には、鋼鉄の棺が取り残されていた。今からあんな大きなものを回収する時間はない。


　人の血を啜すする〈吸血姫〉でありながら、人を恐おそれるジェノバが今まで生きてこられたのは、この棺があったからなのだ。この棺こそがジェノバを守る砦とりでだったのだ。それを、もう連れて行くことはできない。


　──今まで、ありがとう……。


　数秒の間棺を見つめ、それからジェノバは歩き始めた。


「棺、良いのか？」


　ジェノバは頷く。


「我には、もう必要がない」


　人間はまだ怖い。だが、もう棺の中に籠こもる必要はない。


　歩き始めたジェノバとオウマを見送って、リキッドはこう呟いた。


「置いていかれても困るのだがね。……まあ、後で郵送しておくとするよ」


　その声は、少しだけ嬉うれしそうに聞こえた。





　そして、残りの時間は十時間を切った。
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　電話を切ると、マルクはシュウに礼を言ってかけ出した。


「ちょ、ちょっとどこに行くんだい？」


「必要なものがあるのです」


　そう言って客室に、マルクは飛び込む。そこにエルミナの姿はなかった。


「エルミナは、外出したのですか？」


　エルミナはいなかったが、リオはまだベッドの上にいた。


「はい。セリアさんがついて行きましたから、滅めつ多たなことはないと思います」


　それから、マルクの顔を眺ながめて安心したような笑みを浮うかべた。初対面の男ならば運命の出で逢あいを感じるような微笑である。


「その顔だと、悩なやみ事ごとは解決したみたいですね」


　思えば、マルクはエルミナから拒きよ絶ぜつされてそのままフラフラと旅館を抜ぬけ出した。リオは事情をよく知らないまま、去っていくマルクを見て心配してくれたのだろう。今さらではあるが、恥ずかしいことをしたものだ。


　エルミナとも話をしたかったのだが、いないのでは仕方がない。なにより、今は急いでいる。彼女のことはセリアに任せる他ない。


　部屋のテーブルには、マルクが一晩かけて用意したものが載のっていた。


　燕えん尾び服ふくである。三日前の列車事故で、ボロボロになったものだ。こちらは処分されていなかったので縫ぬい繕つくろったのだ。小さな破れ目は糸で縫い合わせ、大きな穴は当て布をして塞ふさぐ。そうして補修した部分に糊のりを塗ぬってアイロンをかけた。


　新品に比べれば見み劣おとりは隠せないが、十分使い物にはなる。


　ドレスを脱ぬぎ捨すて、今までの恨みを込めて付け毛を引き抜く。髪かみの毛まで抜けて痛かったが、本当にすっきりした。下着まで女性のものをつけさせられていたので、それらを脱ぎちらし、糊で皺しわを伸のばしたシャツとズボン、燕尾服を身に纏まとう。


　最後に真っ白な手て袋ぶくろをつけて濃のう緑りよくの紐ひもネクタイを結び直すと、身だしなみが整った。


　──やはり、この格好でなくては落ち着きませんね。


　リオに詫わびてから、マルクは部屋を飛び出した。マルクにしかできないことができたのだ。立ち止まっている暇ひまなどない。


　部屋を出ると、シュウがまだそこで待っていた。


「え？　え？　あ、あれ？　君、マルクちゃんだよね？」


　マルクはずり落ちた丸メガネを押し上げて微笑を返す。


「私は、自分が女などと言った覚えはありませんよ？」


「ふぇえ……？」


　シュウは赤面すると、そのままペタンとへたり込んでしまった。


　──そう言えば、男性が苦手だと仰おつしやってましたっけ……。


　悪いことをしたかもしれない。しかし弁解している暇はない。マルクはひと言詫びてから駆かけ出した。昇降機エレベーターに飛び込み、一階へのボタンを押す。


　広間ロビーを駆け抜け、旅館の表に出ると、そこには軍人を思わす男が佇んでいた。


　──あ、相手をする必要は、ありませんね……？


　服装は元の燕尾服なのだ。付け毛も外しているし、マルクだとは気付かれまい。そう信じて通り過ぎようとすると、アッシュは腕うでを組んだまま満足そうにこう言った。


「いい顔になった。俺はそのお前を待っていた〈黒衣〉」


　普ふ通つうに、見み抜ぬかれていた。


「今、あなたの相手をしている暇はありません」


「気にするな。俺には時間はたっぷりある」


　そう言って、アッシュは「それにしても」と続けた。


「──男装も似合っているな〈黒衣〉！」


「私は元々男です！」


　さすがに声を荒あららげると、アッシュは愕がく然ぜんとした顔をした。


「馬ば鹿かな……お、男だと……？」


　──良い気味です。


　自分が男に言い寄っていた。これは公衆の面前で変人から振られるよりも辛つらい。戦わずしてアッシュを倒たおしたと、マルクが確信したときだった。





「──だが、構わん！」





　アッシュは先ほどにもまして力強い声でそう言った。


「はい……？」


「俺がお前に惚ほれたのはお前が女だからではない。容姿と性格と仕草と強さと声の全すべてに惚れたのだ。男だろうとなんの問題もない」


「問題だらけではありませんか！　落ち着きなさいあなたは」


　マルクが適切な忠告を投げかけると、アッシュは大きく胸を張った。


「この込み上げる情熱、落ち着いてなどいられるか！」


　──ああ、駄だ目めなのですねこの方は……。


　いきなり精神的に疲つかれてしまったが、マルクは毅き然ぜんとして顔を上げた。


「今、私は立ち止まるわけにはいかないのですよ」


「行かせると思うか──〈黒衣〉！」


　マルクの進路を塞ぐように、アッシュが立ちはだかる。


「あなたに許可は、求めていません」


　そう言って、マルクは銀ナイフを投じる。アッシュはそれを片手で易やす々やすと弾はじくが──


「なっ──？」


　弾かれたナイフと同じ軌き道どうで、もう一本銀ナイフが迫せまる。


　一本目のナイフを目め眩くらましに、二本目を投げていたのだ。初見でこれを破った人間に、マルクは出会ったことがない。


　倒れ込むように身を捻ひねるアッシュを、マルクはすでに間合いに捉とらえていた。


「くっ──蝕むしばめ──〈フェル・デイア〉！」


「嚙かみ砕くだけ──〈クフ・リーン〉！」


　アッシュが拳こぶしを突つき出すが、無理な体勢から撃うち出されたそれに本来の鋭するどさはなかった。マルクはそれをかい潜って右手を突き出す。


　ゴキンッ──鈍にぶい音とともに、マルクの右袖が大きく裂さけた。


「なんっだと──？」


　呻いたのは、アッシュの方だった。


　──格かく闘とう技ぎならば、アイシャの方が鋭く速いのですよ！


　マルクはアッシュの拳を避よけながら彼の右足を砕いていた。自信を持っていたはずの近きん距きよ離り戦で圧あつ倒とうされたのだ。アッシュは追い縋すがることもできずその場に倒れ込んでいた。


　倒れたアッシュに一いち瞥べつも向けず、マルクは駆けて行った。





　残り時間は九時間。ジェノバが進むべき道を、開いておかなければならない。
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「どうぞ、エルミナちゃん」


　目の前に紅甘美アポルロの果実水ジユースが差し出され、エルミナは怖おず怖おずと受け取った。


　ヴィルヘルムがやってきた後、エルミナもまた行く当てもなく街を彷さま徨よっていた。


　──私は、身勝手だ……。


　本当は、嬉しかった。マルクから好きだと言われて、自分を選んでくれたことが、本当に嬉しかった。しかし同時にカナメに申し訳なさも感じた。だからカナメをどう想おもっているか問いかけた。


　マルクは、答えられなかった。


　落らく胆たんした。マルクはエルミナを好きだと言ってくれたが、カナメのことも同じように愛いとしく想っているのだ。


　そんなことに腹を立てたというのに、自分はヴィルヘルムの言葉で確かに気持ちが揺ゆらいだ。真っ正面から口説かれ、見事に気が動転した。


　そんなエルミナの心境を見抜いたように、セリアはそっと笑いかけてきた。


「少しは、落ち着きましたか？」


「……私は、どうすれば良いと思う？」


「エルミナちゃんは、エルミナちゃんがしたいようにして良いんですよ。エルミナちゃんがどんな夢を選んだとしても、私たちはついていくだけですから」


　縋るようにセリアの顔を見上げ、エルミナは小さなため息を漏もらした。


「……どうしたら良いのか、また分からなくなった」


　そして、エルミナはポツリポツリと語り始めた。


「……あの手紙は、本当はエミリオの手紙なのだ。だが、私はエミリオの代わりに文章を考えていた。文通は、楽しかったのだ」


　当時今よりもずっと体が弱くて、エルミナは一日の大半をベッドの上で過ごしていた。そこに自分の言葉に答えが返ってくる手紙はとても魅み力りよく的だった。


　手紙が来ればその返事をどう書くべきか、何冊も本を漁あさっては悩み抜いた。手紙を送っては、その返事がいつ来るか落ち着かない日々を過ごした。


　本当に、楽しかったのだ。


「……あの人は、私と同じだった」


　エルミナと同じように不ふ遇ぐうの環かん境きようにいて、エルミナと同じように〝噓うそ〟をついていた。そして、それを自分から打ち明けてくれたのだ。


「……だから、エミリオの振ふりをしていることは良くないと思った。私は自分がエミリオではないことを打ち明け、自分が人形だということを書いてしまった」


　エルミナはエミリオのための人形だった。〈アルス・マグナ〉の〈器〉として、エミリオの身代わりとして育てられたのだ。当時九歳だったが、エルミナはそれをもう理解してしまっていた。


　だから、助けを求めてしまった。名も知らぬ、顔も知らぬ文通の相手──それでも自分と同じ痛みを知っているその人に、救いを求めてしまった。


　返事は、来なかった。しかし、それから七年も経たってから彼はやってきた。


「……ヴィルヘルムは、私との約束を守りに来ただけなのかもしれない」


　自分は一体何故ヴィルヘルムを拒きよ絶ぜつしていたのだろうか。


　──マルク……。


　エルミナが恋こいをしたのは、マルクだった。だが、マルクには自分がいなくともカナメがいる。エルミナは、カナメのようにマルクの力となることができない。足手まといにしか、なれない。


　ならば、ヴィルヘルムに従った方が、彼にも良いのではないだろうか。ヴィルヘルムに対して気持ちを揺らしてしまった程度の自分なのだから……。


　セリアはおかしそうにエルミナの隣となりに腰こしをかけた。


「ゆっくり迷ってください……そう言ってあげたいのですが、時間はあまりありません」


「……分かっている」


「いいえ。エルミナちゃんは分かってないと思います」


「……？」


　言いたいことが分からず、エルミナが首を傾かしげると、セリアは大人の笑みを浮うかべた。


「エルミナちゃんの家庭教師カヴアネスは、みんな落第ですね。……これは、なにかの罰ばつではないのです。エルミナちゃん。真しん剣けんに口説かれることは不快ですか？」


「………………」


　答えられなかった。不快だとは思わなかった。少なからず、マルクにそう言われたのと同じように嬉うれしかったのだ。


　──ああ、だからマルクは答えられなかったのだね……。


　今さらながら、マルクの気持ちが分かってしまった。なんとも身勝手な話だ。


　自己嫌けん悪おするエルミナの手を、セリアがそっと包み込む。


「女の子は、男の子を選んで良いのです。マルク君が不ふ甲が斐いないなら、他の男の子を側そばに置いて慌あわてさせてあげても良いのです。そうやって自分の期待に応こたえられる男の子か確かめても良いのです」


「……それでは痴ち女じよだ」


「そんなことはありません。エルミナちゃん。これからも、きっとあんなふうに口説いてくる男性は現れます。そんなとき、その気持ちを受け入れるべきか毎回悩なやむ必要はないのです。自分を口説く資格があるか、そこから篩ふるいにかけて良いんですよ」


　実はそういうものなのだろうか。セリアが語るとそういうものなのだと納得させられそうな説得力があった。圧倒されていると、セリアはクスクスとおかしそうに笑った。


「ですが、そうやって悩んでるエルミナちゃんも嫌きらいではありません。今のままでいてほしい、そう、思うのも事実です」


「……なにが言いたいのかね」


「──もっと、わがままを言って良いんですよ、エルミナちゃん？」


「…………私には、そんな資格は、ない」


「そう思っているのは、エルミナちゃんだけだと思います」


　そう言って、そっと手に力を込める。


「私は、エルミナちゃんと出会わなければ、きっとリオと再会したとき彼を殺していたと思います。私は、エルミナちゃんが作ったあの屋や敷しきが好きです」


　セリアとリオが親しい仲だとは聞いているが、彼らの再会がどんなものだったのか、エルミナは知らなかった。


「私たちは、結局エルミナちゃんが好きだからあの屋敷にいるんだと思います。エルミナちゃんは、私の料理を残しませんし」


　セリアの料理は純じゆん粋すいに美お味いしいと思う。


「だから、やりたくないことはやらなくて良いですし、気に入らない相手ならば横っ面をひっぱたいてやれば良いです」


　それから、少し厳しい口調でこう言った。


「──誰だれかの顔色を窺うかがう必要なんてありません。エルミナちゃんがどうしたいのか、本当は分かっているはずですよ？」


　自分がどうしたいのか……？


　婚こん約やく者しやがいると聞いて、何な故ぜエルミナは屋敷を飛び出したのか。ヴィルヘルムが手紙の主だと聞いて、何故ああも動どう揺ようしてしまったのか。


　胸に手を当てると、小さな異物が当たった。取り出すと、銀細工のペンダントだった。銀啼鳥ソローネ──マルクが贈おくってくれたペンダント。普ふ段だん、屋敷の宝石箱に大切にしまっていたものだが、今回ばかりは持ち出してきた。


　──なるほど……。私がどうしたいかなど、初めから決まっていたのだね……。


「……セリア。君がここにいてくれて、私は嬉しい」


　きっと、エルミナの周りでこんなことを教えられるのはセリアだけである。男のドミニクではこうは言えないし、カナメもアイシャも恋にはエルミナ同様無知だったのだから。


　セリアは満足そうに微笑ほほえんだ。


「恐きよう縮しゆく」


　言こと葉ば遣づかいが元の単語メモに戻もどった。エルミナは、もう大だい丈じよう夫ぶだと確信したのだろう。


　そして、エルミナも自分の未来に決断を下した。
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　グラハム＝ヴィルヘルム──その名前と顔を奪うばった青年は、焦あせっていた。


　──どうなっているのだ……？


　自分の秘密を知る唯ゆい一いつの人間──ジェノバ＝ジェノワーズの始末に差し向けたヨハエルからの連れん絡らくが途と絶だえた。にわかに信じがたいが、返り討ちに遭あったらしい。〈宣教師〉の中でもペインに次ぐ力の持ち主だったというにも拘かかわらず。


　ヨハエルが始末された以上、ジェノバがここに来るのは確実である。その足止めに鉄道会社へ圧力をかけて列車を止めさせたというのに、彼らはその命令に従わなかった。


　──この手際……ドミニク＝ハーケンスだというのか？


　ドミニク＝ハーケンス──十五年前、人の身でありながらたった独りで当時の〈宣教師〉を壊かい滅めつさせた悪夢の男。その後も度々〈宣教師〉の行動を妨ぼう害がいし、一年前も一時的に活動不能にまで陥おとしいれられた。


　それさえなければ、ヴィルヘルムは一年前に〈精杯グレイルの姫〉を手に入れられたはずなのだ。





　ヴィルヘルムの能力は、未来の〝選せん択たく〟だった。


　過去を振り返り〝もしもあのときああしていれば〟と考えることは、誰でもあるだろう。ヴィルヘルムはその〝もしも〟の未来を見ることができる。〝選択〟の先に訪れる未来がどんなものなのか自分にとって都合の良いものを選べる。


　遠い未来になればなるほど、その精度は下がっていく。未来が遠ざかれば、その分そこに到とう達たつするための〝選択肢し〟が増えるからだ。それでも二十四時間以内ならばほぼ確実な的中率を誇ほこる。


　その能力を以もつて、ヴィルヘルムは全すべてを出し抜ぬいてきた。





　ヴィルヘルムは──その名を騙かたる青年は、貴族の血を引いていたが、同時に庶しよ民みんの血も引いていた。母は使用人で、父はその屋敷の主あるじだった。


　少年のころ、彼は小間使いとして屋敷に置いてもらっていた。ラチナスにおいて使用人は人間とは見なされていない。少なくとも、貴族からは。


　そんな少年は、ある日貴族の生活への憧あこがれから、貴族の所有物に手を出してしまった。


　それが──エルミナ＝ヴァレンシュタインからの手紙だった。しかしやがてその手紙を盗ぬすんだことが知られてしまい、少年は骨が折れるほどの折せつ檻かんを受けた。


　そして地下倉庫に放り込まれ、比ひ喩ゆ抜きに死にかけたところ精せい霊れい〈ブーリ・クリウ〉に魅み入いられ契けい約やく者しやとなった。


　──これから起こることが見える──その力を以て、少年は次に自分がどんな発言、そして行動をとればより良い未来にたどり着けるかを模も索さくした。


　聡そう明めいな発言。紳しん士し的な行動。正妻の子である弟よりも完かん璧ぺきに、優ゆう雅がに、そして決して目立つことなく。人望を集め、信しん頼らいを摑つかみ、少年は次々と未来を覗のぞき、そして最良の未来を勝ち取っていった。


　やがて、少年は弟の執しつ事じに任命された。父からも見所があると認められ、弟の支えになるよう仕えさせられたのだ。弟は頭の回転も鈍にぶく、凡ぼん庸ようだった。にも拘わらず、少年という虐しいたげられた兄の存在ゆえ、自らが特別で選ばれた存在だと錯さつ覚かくしていた。


　そして、少年は愚おろかな弟の破は滅めつする未来を探した。


　ある日、弟が階段から落ちて脳へ軽い打だ撃げきを受けることが分かった。医師から適切な処置を受け、安静にしていれば命に関かかわるものではなかった。


　その未来をより悪あしきものにするため、弟に医者がどれほど信用できない存在かを囁ささやき、容態を悪化させるためにアルコールを勧すすめた。同時に、弟の性格も歪ゆがめてやった。痛みから逃のがれるためアルコールに依い存ぞんしていた弟は、簡単に術中に嵌はまってくれた。


　弟の死が近づいたところで、少年はさらなる自分の未来を摑もうと考えた。


　それはとある宴パーテイ。史上最年少で博士号を取得した少女を祝う場だった。少女は、評価されるだけの腕の持ち主だった。彼女は死を目前にした弟でさえ救う力を持っていた。


　少年は弟にアルコールを飲ませ、泥でい酔すいさせたところで神経を逆さか撫なでしてやった。


　──坊ぼつちゃま……。アルコールをいただいては旦だん那な様にお叱しかりを受けます──


　アルコールを勧めたのは少年である。その少年が白々とそうのたまったことで、当然弟は憤ふん慨がいした。少年にアルコールを浴びせ、そして興奮した弟は少年の思おも惑わくのまま発作を起こした。


　──だが、このままじゃあこいつは助かってしまう。


　宴パーテイの主しゆ賓ひんである少女は、弟を救う。その未来が少年には見えていた。だから、助からない未来へ塗ぬり替かえた。発電機に細工を施ほどこし、執しつ刀とうの瞬しゆん間かんに電源が落ちるよう仕し掛かける。


　少女は、少年の思惑通り失敗してくれた。だが、それだけでは駄だ目めだ。まだ足りない。


　少年は少女の父親にこう囁きかけた。父親は、自分の娘むすめを不気味に感じながらも、彼なりに愛していた。そしてささやかな自分の立場も大切にしていた。


　──お嬢じよう様さまの失敗、なかったことにしませんか？──


　少女の未来は栄光に包まれていた。その未来を取り戻せる。そう囁いてやると、父親は一も二もなく頷うなずいた。


　少年は自分と弟が腹はら違ちがいの兄弟であることを明かし、死んだのが弟ではなく自分であることにした。口の堅かたい闇やみ医者を用意し、弟と同じ顔に整形させる。闇医者には行方ゆくえ不明になってもらった。少女の方は、始末するには名前が大きすぎた。立ち直れないことは見えていたので国外でやり直すことを勧めてやった。


　こうして少年は貴族になった。だがこれでも足りない。もっともっと。もっと偉えらくならなければならない。もっと高みへ。全てを摑むために。


　少年は青年へ成長し、そして枢すう機き卿きようの椅い子すを手に入れた。国の頂上に辿たどりついた。しかしそれでもまだ足りない。まだ望むものがあった。


　一通の手紙──美しい文章で綴つづられたある少女の苦く悩のうの記き憶おく。青年が欲ほつするのはその手紙の差出人──〈精杯グレイル〉とその〈姫〉──エルミナ＝ヴァレンシュタインだった。


　全ての準備は整った。


　そして花はな嫁よめの顔を覗きに行ったとき、青年は思わぬ過去に遭そう遇ぐうしてしまった。





　青年がヴィルヘルムとして大陸に渡わたってきたとき、それを察知したかのようにドミニクはニュージョンストンへ向かってきていた。あの男がいては〈精杯グレイルの姫〉を奪だつ取しゆすることは不可能に近い。


　それゆえ、ヴィルヘルムは己の最強の手札であったペインをも捨て駒ごまに使った。ペインを失うのは痛いが、それでドミニクをロックウォールに足止めできる未来が見えたのだ。


　結果だけ見れば、それは確かに上う手まくいった。しかしヴィルヘルムが見ていた未来とは僅わずかなズレが生じていた。


　本来ならば、ペインは屋敷の使用人の半数以上を始末しているはずだったのだ。それによりエルミナは使える駒を失い、単身ヴィルヘルムの元へやってくるはずだったのだ。


　そのとき、ヴィルヘルムは大した問題だと考えなかった。二十四時間以上先の未来で、精度が落ちるのはいつものことだから。ズレを修正するため、ヴィルヘルムはエルミナと同じ列車に乗り込んだのだが……今度はまったく見えなかった事態が発生した。


　──〈アルス・マグナ〉の暴走──あれには肝きもを冷やした。エルミナについてきた契約者たちを始末するはずが、危うく自分まで死ぬところだった。


　加えて、ヴィルヘルムはそこで出会うはずのなかった少女に出会ってしまった。


　──貴公は、死んだのだ！　我が──我が殺したのだ──


　ジェノバ＝ジェノワーズ──ヴィルヘルムの立場を脅おびやかしうる、唯一の真実を知る人間。


　ズレがまた少し大きくなった。だが、それでもまだ修正可能な範はん囲いだった。


　エルミナが自分の前に現れれば、それでヴィルヘルムが勝つ。エミリオのことしか考えていなかったエルミナは〝父親殺し〟の罪を突つきつければ必ず揺ゆらぐ。立ち直るまでは人形のようになっているはずだった。


　あとは婚約を発表し、ラチナスへ連れて帰れば全てが解決する。全てはヴィルヘルムのものになるのだ。


　だというのに、エルミナの侍じ女じよはエルミナの不調を理由に婚約発表の延期を要求してきた。断るべきだったが、すでにエルミナの縁えん者じや──この国の成功者たちを集めてしまっていた。今強引な手段を取って、彼らを敵に回すのは得策ではない。ヴィルヘルムは侍女の申し出を受け入れざるを得なかった。


　──人形になったエルミナは一日程度では立ち直れない──


　そのはずだった。その、はずだったのだ。それが一体どんな手を使ったのか、侍女はエルミナを立ち直らせた。そしてエルミナは外へ脱だつ出しゆつしてしまった。


　最悪の事態だ──絶望しかけたが、未来はヴィルヘルムを見捨てはしなかった。


　一番厄やつ介かいだったのは、エルミナが国外へ逃とう亡ぼうすることだったが、彼女はそれを選びはしなかった。侍女もエルミナの不在を打ち明けるという愚ぐ行こうに出た。おかげでヴィルヘルムはまだ未来を修正することができた。


　そこまで思い返して、ヴィルヘルムは思わず身み震ぶるいした。


　──おんしは王やもしれぬが、決して盤ばん上じようの外にいるわけではない──


　あの侍女──カナメと言っただろうか。あの娘むすめの行動は全て見えていたというのに、それを変えることができなかった。信じられないことに、ヴィルヘルムが未来を見るよりも、あの娘は速かったのだ。


　──だが、結局はなにもできなかったではないか……！


　侍女は自らの行動ゆえ、この旅館から動けなくなった。エルミナの隣となりにはもう盾たてはない。もう一度〝父親殺し〟の罪を突きつけて人形にしてしまえば、今度こそ立ち直れない。


　──だが、私はあのときなにを言った……？


　自分の行動が理解できない。ヴィルヘルムの記憶が確かならば、自分はあのときエルミナを口説いたのだ。一体何な故ぜあんなことをしたのだ？


　ズキン──と、頭に鈍い痛みが走った。


　──違ちがう！　俺は、手紙の主を──エルミナを、助けたくて……？


　そう、だっただろうか？　ならば、何故弟を殺す必要があったのだ？


　──俺が手に入れたかった未来は、どっちだ……？


　わけが分からない。自分の頭の中はどうなってしまったのだ？　おかげで修正可能だった未来はまた歪んでしまった。


　立ち直るはずがなかったエルミナが立ち直り、同じく立ち直るはずがなかったジェノバが立ち直り、あまつさえヨハエルをも撃げき破はしてみせた。あの二人を会わせるわけにはいかない。列車を止めようとしてそれさえも失敗した。外交特権で圧力をかければ一日列車の運行を止めるくらいは造作もないはずなのに。


　最善の未来への選せん択たく肢を選んでいるはずなのに、最善がどんどん遠のいていく。悪い夢でも見ているような気分だった。


　──もう、自分でやる他ない。


　人を使うから、未来にズレが発生するのだ。


「──旦那、顔色が悪いが大だい丈じよう夫ぶかい？」


　声をかけてきたのは、駅員の制服を着こんだ男だった。この男は歴れつきとした駅員だが、金銭と己の欲よくには忠実だった。


　青年は、自分の前に整列する十数名の男たちを睥へい睨げいする。ヨハエルからの連れん絡らくが途と絶だえてすぐに集めた兵隊たちだ。青年の能力は手足となる駒があってこそ真価を発揮する。


「なんでもない。準備は良いな？　線路を爆ばく破はし、列車を転てん倒とうさせる」


　本国から連れて来た部下はもう動かせない。金で雇やとった兵たちを使い、青年は最後の選択をしていた。
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　リーンは、ラチナス出身の契約者でありながら〈宣教師〉には身を置いていなかった。本国でもリーンの存在を知るものは少ない。


　擬ぎ態たいという能力は、暗殺には適しているかもしれないが、本来戦せん闘とう向きではない。そんな能力のリーンに与あたえられる任務とは──影かげ武む者しやだった。それもただの影武者ではない。枢機卿以上の権力者が有事に直面したときかり出される存在である。


　それはつまり死の危険が高く、それでいて生き残ったところで生かして置きたくない事情に触ふれやすい立場である。


　然しかるに、リーンは使い捨ての影武者だった。それが、ひょんなことからヴィルヘルムに拾われ、彼専属の影武者となることで今まで命を永らえてきた。


　リーンはヴィルヘルムがあまり好きではないが、その一点に関しては感謝していた。


　──ですが、グラハムはなにがしたいのでしょう……？


　ヴィルヘルムはエルミナを愛していると言ったのだ。


　リーンの対価は〝性別〟だった。男にも女にも擬態できるが、リーン自身は生せい殖しよく機能とともに男女の認識を失ってしまった。


　男でも女でもないリーンは、当然のことどちらにも性的な関心を抱いだけなくなった。恋こいや愛などと言われてもさっぱり理解できない。好ましいか好ましくないかくらいの概がい念ねんは存在するが、男女の関係というものがまったく以て理解できない。


　それゆえ、今回のヴィルヘルムの行動理念がまるで理解できていなかった。


　──いずれにせよ、そろそろ潮時のようです。


　リーンとヴィルヘルムのつき合いは長い。ヴィルヘルムの〝対価〟を知っているのは、恐おそらくリーンただ一人である。ヴィルヘルム自身も、それを理解しているのかは怪あやしい。


　ヴィルヘルムの対価は〝信しん頼らい〟である。〝信じる〟という思考そのものが対価なのだ。それゆえ、彼は人を信じることができない。常に疑ぎ心しん暗あん鬼きに満ちている。そしてそれは恐らく自分自身に対してもそうなのだろう。ただ、普ふ段だんはそれを考えていないのだ。


　その対価ゆえに、ヴィルヘルムは異様に狡こう猾かつで人間性を疑うほど残ざん忍にんである。反面、語りかけられるだけで魅み了りようされてしまうようなカリスマも併あわせ持っている。二重人格と呼んでも良いだろう。


　その二面性ゆえ、多くの人間はヴィルヘルムの真意を読み取れず翻ほん弄ろうされる。今回の〈精杯グレイルの姫〉エルミナとて例外ではなかった。


　しかし、人格が破は綻たんしていることは事実なのだ。いつかどこかで破綻するのは目に見えていた。そしてその破綻はここに来て明確になっていた。人格のブレが彼の見る未来にもブレを引き起こしている。普段の彼ならば躓つまずかないだろう未来に躓き始めている。


　──準備をしておいた方が、賢けん明めいでしょうね……。


　ヴィルヘルムが躓いたとき、影武者のリーンは道連れになる。そういった場合、どう身を振ふるかはずいぶん昔に決断していた。


　そこまで考えたときだった。部屋の扉とびらがノックもなく開かれた。


「おや、リーンはいないのだね」


　そこに現れたのは、リーン──現在ヴィルヘルムに擬態しているが──と同じような法ほう衣えに身を包んだ中年だった。穏おん和わな笑みを浮うかべ、ヴィルヘルムと似通った雰ふん囲い気きを持っているが、こちらは二面性など持ち合わせていない、至極紳しん士しな男である。


　枢機卿とはいえ、ヴィルヘルムはまだ二は十た歳ちの青年である。経験不足と指し摘てきされれば反論できない。それゆえ、司教であるこの男に補ほ佐さ官かんとして同行してもらっていた。


　リーンは席を立つと、深々と腰こしを折る。


「これはハイネル様。なにかご用でしょうか」


　男──ハイネルは困ったように苦笑する。


「なにも二人きりのときまでそのように堅かた苦くるしく構えることもあるまい、グラハム」


「気を抜ぬいてしまうと、どこで失敗をするか分かりませんもので」


　実際のところ、気を抜いてしまうとこの男にはリーンの擬態も見み抜ぬかれてしまう。リーンは気が気ではなかった。


　ハイネルはそんなリーンの心境を知るよしもなく、感かん慨がい深ぶかそうに頷うなずく。


「ともかく、これでお前がヴァレンシュタイン卿きように頭を下げて取り付けた婚こん約やくも、正式なものになるな」


　ヴィルヘルムはリカルド＝ヴァレンシュタインに再三頭を下げてエルミナとの婚約に漕こぎ着けた。エルミナが頷けば、という約束だったのだが、そちらはリーンの能力で簡単に誤ご魔ま化かすことができた。


　汚よごれた裏事情を知らないハイネルは、どこか物もの憂うげな表情を見せた。


「今のお前の姿を、ヨシュアも喜んでいてくれれば良いが……」


　ヨシュアというのは、ヴィルヘルムの腹はら違ちがいの兄だった。五年前、ヴィルヘルムが硬こう膜まく下か血けつ腫しゆで倒たおれた際、医師の診しん察さつを拒こばませた責任を取って拳けん銃じゆう自殺したという話だ。


　そちらもヴィルヘルムがなにかをやったのだろうとは思うが、リーンが彼に拾われる前の話ゆえ詳くわしくは知らなかった。


　リーンは沈ちん痛つうな表情を作り、頷いた。


「はい。私が兄を誇ほこるのと同じくらい、兄が私を誇ってくれると、信じています」


〝信じる〟という対価を支し払はらったヴィルヘルムの姿を使い、そんな言葉を語るリーンは自分の白々しさに呆あきれてしまった。


　その後、十分ほど他愛のない雑談をすると、ハイネルは去っていった。


　──さて〝後始末〟の方はアッシュに任せたいところですね……。


　時計を見ると、宴パーテイの開始時刻まで二時間を切っていた。
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「──列車を動かしていただいて、感謝いたします」


　マルクは駅長に礼を述べ、丁てい寧ねいに腰を折っていた。


「いやいや、命令通り列車を止めていたら、きっと俺の方がクビにされていた。感謝するのはこっちの方さ。おかげで社長にも顔を覚えてもらえたしなあ」


　答えた駅長は機き嫌げんが良さそうだった。最初にマルクが声をかけたときはずいぶん胡う散さん臭くさそうに見られたものだが。


　大陸横断特急は鉄道王ジョーゼフ＝クラークが所有している。マルクはまったく面識がないが、エルミナの取り引き相手である。


　ヴィルヘルムならば、ジェノバがここに向かっていることくらいは把は握あくしていることだろう。必ずジェノバの妨ぼう害がいをしてくる。


〈宣教師〉なき今、ヴィルヘルムには手て駒ごまが少ないはずだ。ジェノバに直接刺し客かくが差し向けられる可能性は低い。今までジェノバが無事だったことがなによりの証しよう拠こである。ならばどんな手段でジェノバの行く手を遮さえぎるのか？


　外交特権で列車を止めさせるのが手っ取り早いのではないだろうか。理由など、テロの疑いをかけるなどいくらでもつけられる。


　しかしここはフロアティナである。駅長を通じて、マルクはクラーク氏にこう囁ささやいた。


　──エルミナが主治医を必要としている。その医師がこちらに向かっているため、なにがあっても列車を止めないでほしい──


　マルクはなにも噓うそをついていない。ジェノバは紛まぎれもなくエルミナの主治医であり、現状を覆くつがえせる唯ゆい一いつの人間である。エルミナが婚約を解消するつもりがあるならば必要な存在である。


　枢すう機き卿きようであるヴィルヘルムへの貸しと、現在明確な利益を持っているエルミナ。クラーク氏がどちらを取るかは賭かけだったが、エルミナが体調不良を理由に宴パーテイを延期させたことを耳にしていたのだろう。列車は予定通り動いてくれた。


「それで、執事バトラーさんはここにいて良いのかい？」


「はい。医師を案内しなければならないもので」


　不調の主あるじを置いて、執事のマルクが駅から立ち去る様子がないことを不思議に思ったのだろう。駅長がそんなことを訊きいてきた。


　列車は止まらない。ならば次に考えうるのは、線路の破は壊かいである。マルクはそれを死守しなければならない。駅長に答えながらも、マルクの影かげは線路を這はうように伸のびていた。日は大分傾かたむいたとはいえ、まだ夜ではない。糸のように細く解ほどくことにより、線路の影に紛まぎれて１オーシク近く伸ばしていた。


　──さすがに、これほど長ちよう距きよ離りに干かん渉しようすると、くたびれるものですね……。


　ジェノバが行動を起こしてからこの街に到とう着ちやくするまで十時間。十時間あれば、あの枢機卿ならば確実に線路を破壊する方法を打ち立て、実行してくる。


　それが分かるから、マルクはここに留とどまらなければならなかった。


　最初に圧力がかけられてから、ヴィルヘルムは妨害らしい妨害をしてきていない。恐らく人員と必要な道具を集めているのだろう。


　──ヴィルヘルムの予知能力は、駒こまがあって初めて真価を発揮します。


　ヴィルヘルム一人ならば、マルクが負けることはない。しかし、彼が指示する駒がいれば立場は逆転する。事実、アッシュたちと交戦したあのとき、マルクは敗退を余よ儀ぎなくされたのだから。


　マルクはポケットから銀時計を取り出し、時間を確かめる。夕方五時を回っていた。食事会は七時から開かれるという話だ。あと二時間を切ったことになる。


　──あと二時間、時間を稼かせぎさえすれば……。


　マルクはヴィルヘルムを倒す必要はないのだ。ジェノバがジョンストンホテルにたどり着くまでの間、ヴィルヘルムの足止めができれば良い。


　──列車の到着時刻は、予定では六時でしたね……。


　向こうは、マルクの能力を知っているはずだ。〈クフ・リーン〉の影は、影を落とすもので干渉できないものは存在しない。遠えん距きよ離りからの狙そ撃げきが意味をなさないことは認識しているだろう。となると、爆ばく薬やく等を用いて直接線路を破壊しに来る。


　動くならば、そろそろだろう。


　マルクが気を引き締しめていたときだった。


「──来ました」


「なんか言ったかい？」


　呟つぶやきに反応した駅長に、マルクは微笑を崩くずさず問いかける。


「駅長殿どの。つかぬことをお伺うかがいしますが、この時間に線路の整備などは行われますか？」


「……？　いや、そんな話は聞いていないなあ」


　マルクは夕ゆう陽ひが傾かしいでいく西の空へ目を向けた。列車は、そちらから来るのだ。


「少し、用事を思い出しました。列車のこと、よろしくお願いいたします」


「ああ、任せてくれ。とは言っても、俺がなにかできるもんでもないがなあ」


　はっはっはと笑う駅長を尻しり目めに、マルクは駆かけだした。





　線路沿いに走ること十数分。マルクは線路に張り付く、数人の男の姿を発見した。


　そう街を離はなれたはずはないのだが、周囲に建物は少なく、だだっ広い草原になっている。列車の騒そう音おんを嫌って民家が建てられていないのだろう。手入れも行き届いていないらしく、雑草が膝ひざを隠かくすほどの高さまで伸びている。


　燕えん尾び服ふくの乱れを正し、呼吸を整え、マルクは涼すずやかな微笑を以もつて男たちに囁いた。


「お勤めごくろうさまでございます」


　マルクが声をかけると、男の一人が立ち上がった。駅員の服装をしている。


「君は誰だれかな？　ここは、関係者以外が入っては困るのだが」


　マルクは恭うやうやしく腰を折る。


「これは知らぬこととはいえ、ご無礼をいたしました。少し気になることがありましたもので、お尋たずねしてもよろしいでしょうか？」


「ここは危険なんだ。早いところ、立ち退のいてもらいたいんだが」


　マルクは男の足下に目を向け、微笑を返した。


「そのようでございますね。接せつ触しよく着火式の爆薬では、私の能力でも防げませんし」


　線路に車輪が載のったことで着火するように仕し掛かければ、マルクにも爆弾を止められない。


　列車が線路を走る瞬しゆん間かんは、能力を使うわけにはいかない。列車ごと止めてしまうことになり、乗客は急停車の重圧をまともに受けることになる。内臓を痛めるような乗客も出ることになるだろう。


　マルクの指摘に、男は朗らかな笑みを浮かべた。


「おかしなことを言うな。爆薬だって？　そんなものが仕掛けられているなら、危険だな」


　パンッ──乾かわいた音が、風に乗った。


　朗らかに語りかけてくる男の後ろでは、別の男が拳銃を抜いていた。マルクはそちらに目を向け、困ったように苦笑した。


　銃じゆう弾だんは、マルクに届くことなく宙で静止している。男は驚きよう愕がくに目を剝むく。どうやら一いつ般ぱん人だったらしい。マルクの能力すら知らされていなかったのだろう。


「拳銃も危険でございますね。あと、避よけた方がよろしいですよ？」


　そう言って、マルクは男を突つき飛ばした。直後──


　ボッ──マルクと男の足下を、生き物のように炎ほのおが駆け抜けた。


　ゴウゴウと燃える炎を見上げ、男はパクパクと口の開閉を繰くり返す。


「な、な、な……？」


「油を引いて、タイミングを見て火をつけたのですよ」


　──やはり、手の内を見抜かれていますね……。


　希き薄はくな上に揺ゆらいでいる影しか落とさない炎は、マルクの影では括くくれない。以前、ペインと戦ったときに同じ手を使われたのだ。自分の能力ゆえ、弱点は誰よりも理解している。


　それから、拳銃を抜ぬいた男の陰かげに隠れる三人目の男へと目を向けた。


「そうでしょう？　グラハム＝ヴィルヘルム」


「……敬けい称しようを、つけてもらいたいものだな」


　そこにいたのは、ヴィルヘルム本人だった。拳銃は、左手で握にぎられていた。本物の方である。髪かみの色は黒く染まっている上に、口調も先ほどエルミナと話していたときとは違ちがい、高圧的なもの言いだが。


「それで、俺を呼び捨てにする貴様は誰だ？」


「これは申もうし遅おくれました。私はヴァレンシュタイン家執事バトラー──マルク＝マルドゥークと申します」


　それから、ヴィルヘルムを真っ直すぐ見み据すえた。


「ヴィルヘルム猊げい下か。あなたの経歴に不ふ審しんを抱いだきましたもので、お嬢じよう様さまにはお知らせしないまま、少し調査させていただいております。ここにいらっしゃるということは、どうやら悪い方に当たってしまったようでございますね」


　白々とのたまうマルクに、ヴィルヘルムは意外そうな顔を見せた。


「驚おどろいたな。独断でこんなことをやっているのか？　その思し慮りよの足りなさには同情を禁じ得ないぞ」


「はい。あなたのことをお嬢様が知る必要はありません。ただ、あなたがこの国から消えれば済む問題ですから」


　お互たがい微笑を浮うかべながら、ねっとりと悪意を投げかけあう二人。初めに声をかけた男が耐たえかねたように胃を押さえた。


　ヴィルヘルムは、なおも余よ裕ゆうを崩さぬ態度で親切そうに語りかける。


「貴様には礼を言わなければならないな。おかげで貴様一人を消せば全すべてが解決することが分かった」


　その言葉に応こたえるように、辺りにいくつもの人ひと影かげが現れる。倉庫らしい建物や、雑草の中などに身を潜ひそめていたらしい。夕暮れで視界の悪いこの時間ではまず認識できない。上う手まい采さい配はいだと言えた。


　──さすがに、抜け目ないですね……。


　背筋に冷たいものが流れた。彼らがただのゴロツキたちであってくれれば問題ないのだが、そうはいかないらしい。


　男たちは手に手にガラスの破片と簡素な投石器を持っていた。アッシュと戦ったとき、飛来するガラスは〈クフ・リーン〉の影でも防げなかった。見事に弱点を突かれた。この人数からガラス片を打ち込まれては、マルクとて躱かわしようがない。


　影で括るには、男たちは多すぎる。そして直接攻こう撃げきするには、遠すぎる。見事に能力を封ふうじられてしまった。


「よくも、これだけの手て駒ごまを持ち込んだものですね……」


「こいつらか？　こちらで雇やとい入れた連中だ。良い国だなフロアティナは。大衆は皆、とても商売熱心だ」


「……おびき出されたのは、私の方だったということですか」


　呻うめくような声を漏もらすと、ヴィルヘルムは紳士的に頷うなずいた。


「主オルダーは慈じ悲ひ深ぶかい。貴様が改宗して俺の部下になるのなら、命を見み逃のがしても良い。貴様は、エルミナに好意を抱いているのだろう？　側そばに置いてやろう」


〈宣教師〉が壊かい滅めつした今、ヴィルヘルムも手駒が欲しいのだろう。常識で考えるならば、ここはヴィルヘルムに屈くつし、再起の機会を待つべきだろう。


　それでも、マルクは微笑とともにこう返した。


「どうやら、なにか勘かん違ちがいをしていらっしゃるようです。私は、ヴィルヘルム──あなたを糾きゆう弾だんするためにここにいるのです」


　マルクの答えに、ヴィルヘルムは仕方なさそうに笑った。


「契けい約やく者しやならばもう少し賢かしこい選せん択たくをするべきだと思うがな。……まあいい。俺も二度も慈悲をかけるほど寛かん容ようではない」


　もの言いが異様にカンに障る。ほどなくして、この男の口調がアルバのそれにそっくりなのだと気付いた。腹が立つのは自然なことである。


　ヴィルヘルムが、片手を上げた。


「ではな。さようならだ」


　その言葉を合図に、周囲の男たちは一いつ斉せいにガラス片を撃うちだした。


　同時にマルクは身を伏ふせ、とっさに影かげで周囲の雑草を括って盾たてにする。ガラス片は雑草の盾に遮さえぎられ、あるいはマルクの頭上を通り過ぎるが、そのうちいくつかは背中を引き裂さいていった。


　初撃は、なんとか凌しのいだ。しかし、状じよう況きようはなにも変わっていない。男たちが持つガラス片は一つではないし、背中を裂かれたマルクは走る速度も鈍にぶる。そもそも、昨日撃たれた足も治ってはいないのだから。


　──長い、時間稼かせぎになりますね……！


「お見事。次もその調子で躱かわせるか？」


　マルクは身を低く伏せたまま線路へ向かって走る。爆弾をどうにかしてしまえば、ヴィルヘルムの手を防げる。


　それを読んでいたのだろう。マルクの行く手にガラス片が降り注ぐ。


　とっさに足を止め、後ろ回りの要領で後方へ逃にげる。再びガラス片に手足を切り裂かれながらも、マルクは銀ナイフを男たちに撃ち込む。
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　二人の男が呻き声を上げて倒たおれる。その隙すきにマルクは前進しながら燕尾服から片かた袖そでを抜き、前のボタンを外しておく。


　線路の爆弾までたどり着いたところで、三度目の攻撃。線路の上に盾として使えるものはなにもなかった。


「く──っ！」


　マルクが腕うでを振ふるうと、片袖を抜いた燕尾服はフワリとカーテンのようにマルクの前面を覆おおう。それを影で括り、即そく席せきの盾を作るが全ては防ぎきれない。何本かは足を直ちよく撃げきし、マルクは膝をついた。


　それでも、マルクは爆弾を摑つかむことができた。解体の技能など持ってはいないが、マルクの能力ならば触ふれられればそれで十分だった。


　パキンッ──ガラスが割れるような音を立て、爆弾は砕くだけ散った。


　──爆薬の大半は、信管がなければ着火しないのですよ。


　ニトログリセリンあたりならばともかく、普ふ通つうの爆薬は火を付けなければ発火しない。よしんば発火したとしても、密閉性が損なわれればただの火薬の集まりである。線路を破は壊かいするような威い力りよくにはほど遠い。


　爆薬は、除去した。


「よくがんばったな。正直、最初の攻撃で仕留められると思っていたぞ。見事だと褒ほめてやる」


　カンに障る笑みを浮かべ、ヴィルヘルムは拍はく手しゆを送った。マルクを仕留めてから、爆薬を設置し直せば良いと考えているのだろう。


　それを見て、マルクはふと違い和わ感かんを覚えた。


「あなたの能力……やはり、未来などではないのですね」


　ヴィルヘルムが怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。


「ふむ？　俺の能力は……まあ、話しても良いか。正確には未来の〝選択〟だ。都合の悪い未来は、否定することができるのだよ」


　マルクは冷笑を浮かべた。


「少々、落らく胆たんしました。まさか、自分の能力も把は握あくしていない程度の相手に、私はムキになっていたのですか……」


「……なにが言いたいのだ？」


　マルクは立ち上がると、ずり落ちた丸メガネを押し上げた。


「あなたの能力は、未来の選択ではありません。ただの〝予想〟です」


　ヴィルヘルムの表情が、にわかに強こわ張ばった。


「未来は変えられる。私たちは、そう信じています。ですが、もしもその未来が見えてしまう人間がいたとしたら、そこには絶望しか残らないのですよ」


　マルクは知ってしまったのだ。


　リカルド＝ヴァレンシュタイン──未来を〝確定〟する〈観測者〉の絶望を。


「あなたのように〝選択〟して変えられるようなものは、未来ではありえない。ただの、予想です」


「世よ迷まい言を。それは貴様がそう信じたいだけだろう？　未来は変えられる。それだけ、俺の能力は優れているということだ」


　マルクは、不出来な生徒に正解を促うながすようにこう言った。





「本当に未来を変えられるならば、あなたはこの時間までに私を仕留めるべきでした」





　冬に差し掛かかったこの季節は、日が暮れるのも早い。暗く染まった空には、金色の月が浮かんでいた。そして、風になびく草々が、写真フオトグラフのように静止していた。


　夜が、来た。


　マルクの能力は陽ひの光により制約を受けていた。太陽と自らという二つの点を固定しなければ、能力が使えないのだ。


　しかし太陽が沈しずんだ夜に、能力を制約するものは存在しない。制約を解かれた影は小さな街ならば丸ごと覆い尽つくすほどに肥大化し、マルク自身が立ち止まる必要もなくなる。


　マルクは、ひたすら時間稼ぎに徹てつしていた。未来を予知するヴィルヘルムを倒す手段が思いつかなかったから、ジェノバを無事に行かせることしかできないと思っていた。この時間稼ぎ、もっと過か酷こくなものになると考えていた。


　しかしヴィルヘルムはマルクの覚かく悟ごを裏切って慢まん心しんしていた。マルクは拍ひよう子し抜ぬけする前に腹が立った。


　──この程度の力で、エルミナを守るとのたまったのですか？


　大地は、夜の闇やみではなく〈クフ・リーン〉の影に染まっていた。自分が影の世界に囚とらわれていると気付き、ヴィルヘルムは顔を引きつらせた。


「殺せ！」


　ヴィルヘルムの命に従ったというよりは、恐きよう怖ふに駆かられて男たちはガラス片を撃ち出す。その狙ねらいは正確にマルクを定めていたのだが──


　パキンッ──文字通りガラスが砕ける音とともに、ガラス片は跡あと形かたもなく散っていた。


　マルクの能力は、正確にはガラスに干かん渉しようできないわけではない。括くくることができないため、砕くことしかできないのだ。自分に投げつけられたガラスを砕いたところで、破片が増えるだけの話だ。だから、意味をなさなかった。


　それが夜の──影で塗ぬりつぶした世界ならば、領域内に存在する限り砕き続けることができる。砂以下にまで砕かれたガラスは、失速してマルクまで届くことはなかった。


　マルクは乱れた燕えん尾び服ふくを整え直し、中指で丸メガネの位置を修正すると、左手を後ろに組んだ。執しつ事じが取るべき待機姿勢である。


　影で括り上げたヴィルヘルムたちに止とどめを刺さすことなく、マルクはあくまで時間稼ぎに徹する。右手で懐かい中ちゆう時計を取り出すと、短針が六を指していた。





　そして、そっと微笑を浮かべるマルクの背後を、鋼鉄の車輪が駆け抜ぬけた。





　金色のランプを明めい滅めつさせ、長い車両が線路を走る。ジェノバを乗せた特急列車だ。夜色の黒こく煙えんを吐はき、豪ごう華か客車がニュージョンストンへと進入する。


「──っ！　追いかけろ！　列車の乗客を外に出すな」


　ヴィルヘルムがここにいても、影かげ武む者しやはジョンストンホテルに残っている。彼はジェノバさえ足止めできればそれで良いと考えているのだろう。


　マルクは今一度丸メガネの位置を修正し、可か哀わい相そうなものを見るようにこう言った。


「追いかける？　この私の前から、どう立ち去るおつもりなのですか？」


　野を覆う暗い影はすでにその場にいる全員を括っている。


「あなた方が検討すべきは、特急列車をどう止めるかではありません。私の前から、どう生き延びるかです」





　この瞬しゆん間かん、ヴィルヘルムに雇われた男──不景気でつぶれた教会の元神父トリオ＝カスキンは悪あく魔まは執事の姿をしているのだと認識した。


　この場を生き延びたトリオは自分が神から生かされたのだと感じ、再び信しん仰こうの道に身を投じる。過去の自分と同じく信仰を失い、道を誤った人々を救済すべく身を粉にして行動するようになる。浮ふ浪ろう者しやに労働の口を探し、住まいを持たない人々に廃はい屋おくと化した教会を仮住まいとして与あたえ、そうした行動は周囲の人々を感化させ、フロアティナの在り方を変えた男として歴史に残る存在となる。


　没ぼつ後ごは聖者に名を連ねることになるトリオは、そんな未来を予見することなく恐怖で心をへし折られた。


　同時に、それはヴィルヘルムの心がへし折られた瞬間でもあった。夜のマルクを打ち破る手段が存在しない。カナメが撃ち込んだ楔くさびは、この瞬間ヴィルヘルムの自信を完かん膚ぷ無なきまでに破壊した。





　そんな彼らの心境を知ってか知らずか、マルクはヴィルヘルムから能力を解いた。彼と自分を避さけるように影を断ち割る。


「なんの、つもりだ……？」


　額から汗あせを流しながらも、ヴィルヘルムは問いかけてくる。この状況で口を利くことができるだけでも、彼の度胸は据すわっていたと評価できた。


「本来ならば、ここで片付けてしまいたいところですが、我が主あるじがあなたに関心を抱いだいたのは、遺い憾かんながら事実のようです。それを私の裁量で処分するのは主に背く行こう為いと言えるでしょう」


　言いながら、マルクは懐ふところから銀ナイフを三本取り出した。


「ですから、チャンスを差し上げます。私は、あなたに対して能力は使いません。私が使うのはこの三本のナイフだけです。あなたが私を退けることができたならば、私は引き下がりましょう。ジェノバを死なせるわけにはいきませんが、彼女も止めて差し上げます」


　マルクの言っていることが理解できなかったのだろう。ヴィルヘルムは困こん惑わくしきった表情だった。


「貴様は、なにがしたいのだ？」


「別に？　ただ、あなたがお嬢じよう様さまに相応ふさわしい相手か、執事バトラーとして見極めておきたいだけでございます」


　そう。マルクはそのためにここまで来たのだ。エルミナの隣となりにいる人間が善人である必要はない。むしろ真っ直すぐ過ぎる彼女の隣にいるならば、あくどいくらいがちょうど良い。


　重要なのは、エルミナを守るに足る存在かということなのだ。


「時間は、あまりありませんよ？　列車はもう駅に到とう着ちやくしているでしょう。そしてジェノバの足ならば旅館まで数分もかかりません。これが、あなたに残された最後の機会だとお考えください」


　ヴィルヘルムは腰こしの拳けん銃じゆうに手を伸のばすが、その表情は硬かたく暗かった。勝算がまったく見えないとでも言いたげな顔である。マルクが三本のナイフをどう使うつもりなのか理解したのだろう。


　それでも、睨にらみ合う時間は、長くはなかった。


　ヴィルヘルムが左手を揺ゆらす。マルクの回かい避ひ行動を先読みしたのだろう、鋭するどい一いち撃げきだった。そして──


　キンッ──その拳銃に、銀ナイフが叩たたき込まれていた。


　引き金を引くよりも早く銀ナイフを撃うち込まれ、ヴィルヘルムの表情が恐怖に歪ゆがむ。それでもマルクはあと二本のナイフを持っているのだ。泡あわを食ったように身を捻ひねるが──


「がっ──？」


　避よけたヴィルヘルムの上じよう腕わんに、銀ナイフが突つき刺さっていた。


　一本目で拳銃を封ふうじ、二本目でヴィルヘルムを狙う。予知能力を持つヴィルヘルムはそれを回避するが、二本目を避けた瞬間ならば三本目を躱かわしようがない。


　単純な三つの動作。しかしそれを銃弾一発を射出するよりも速く、そして正確にこなしたのだ。未来が見えていようがいまいが関係はない。


「おや、失敗してしまいましたね」


　ヴィルヘルムの手から弾はじかれた拳銃は、マルクの足下まで転がってきていた。


　マルクは拳銃を拾い上げると、ヴィルヘルムに向かって放った。続けて新たな銀ナイフを三本抜き出す。


「次です」


　今度こそ、ヴィルヘルムの表情は絶望に染まった。


　マルクは同じ行動を繰くり返す。ヴィルヘルムが敗れるまで何度でもである。その都度最低でも一発は銀ナイフを撃ち込まれる。さらにマルクは致ち命めい傷しようを避けてナイフを撃ち込んでいるのだ。ヴィルヘルムには戦せん闘とう不能による決着すらあり得ない。


　これが、未来を変えられない絶望というものである。


「どうしました？　拳銃を、拾ってください。続きができません」


　ヴィルヘルムは、地面に手を伸ばしながらも、拳銃を拾うことができなかった。拾えばまた銀ナイフを撃ち込まれる。その〝確定〟した未来を前に、動くことができなかった。


　銀時計の秒針が一周する間待ったが、ヴィルヘルムは拳銃を拾うことはなかった。これ以上待っても、時間の無む駄だだろう。


　マルクはため息を漏もらすと、ヴィルヘルムの前に進んだ。


「く、来るな……！」


　無様に尻しり餅もちをつきながら、ヴィルヘルムは後あと退ずさる。エルミナを口説いた紳しん士しはどこにも見当たらなかった。


　軽く舌打ちを漏らすと、マルクは懐から残った銀ナイフを全すべて取り出した。


「ここに、ナイフが十五本あります。これが、私の残った手札です。一度に三本。あなたはあと五回これに耐たえることができれば、私の攻こう撃げき手段を奪うばうことができました」


　目先の未来に囚われて、その先まで見ていない。普ふ段だんのこの男ならば、恐おそらくそれが見えていただろうに。


「リカルド＝ヴァレンシュタインにあって、あなたにないもの。それがなにか分かりますか？」


　身も凍こおるような冷たい声。ヴィルヘルムが恐怖に歪んだ顔を上げる。





「それは──覚かく悟ご──ですよ」





　リカルドは全てを知っていた。自分が愛したヴィオラがどんな最期を迎むかえるのか。ヴィオラが誰だれを愛していたのか。自分がどんな最期を遂とげるのか。全て知っていながら、彼は全てを背負う覚悟を持っていた。だから、ヴィオラは彼を選んだ。


　ヴィルヘルムが、激げつ昂こうしたように摑つかみかかってくる。


「ふざけるな！　覚悟くらい、俺にもあった。生死の境を彷さま徨よい、泥どろを啜すすって他人を蹴け落とし、誰も頼たよらずここまで来たのだ。覚悟がないとでも思うのか！」


　摑みかかってきたヴィルヘルムの腕うでをマルクは力ちから尽ずくで引きはがした。


「そんなもの、ただの自己満足でしょう？　何度でも言います。あなたには覚悟がない。エルミナの──〈精杯グレイルの姫〉の隣にいるということがどんなことなのか、まるで理解していない」


　マルクは知っている。知っている、はずだったのだ。


　ドミニクとペイン。そしてリカルド。先代〈精杯グレイルの姫〉のため、その生しよう涯がいを捧ささげた男たちの生き様を、マルクは見たのだ。


　だというのに、マルクは覚悟ができていなかった。だから、ヴィルヘルムになにも言い返せなかった。エルミナにも拒きよ絶ぜつされた。


「〈精杯グレイルの姫〉は眠ねむり続ける。今もヴァレンシュタイン家の地下ではエミリオが眠り続けています。日に日に衰すい弱じやくしていく彼女を十年以上見つめる覚悟があなたにはありますか？　それを見つめ、救おうと足あ搔がき続けるエルミナから目を逸そらさずにいられますか？　いつの日かエルミナもそうなるかもしれない。その現実を受け止めることができますか？」


　その覚悟は、マルクもしていたはずだった。しかし──未来は変えられる──そんな言い訳をして、現実から目を逸らしていただけだった。


　必要なのは、その最悪の可能性を受け止め、それを変えるために足搔く覚悟だったのだ。


　そして、マルクはいずれ自分がそうなっていただろう結末を告げた。





「そのとき、あなたはエルミナを憎にくまずにいられるのですか？」





　ヴィルヘルムが大きく目を見開いた。


　リカルドでさえ、ヴィオラが眠る十五年には耐えられなかった。彼は自分が愛したヴィオラと自分の娘むすめのうち片方を、見捨ててしまった。


　あれほどの覚悟を決めた男でさえ、そうだったのだ。覚悟ができていない人間が恋こいするだけで隣にいればどうなるのか。


　どれだけ恋い焦こがれても、応こたえてはくれない〈精杯グレイルの姫〉──どれだけ尽つくしても目を開けてくれない人間を、愛し続けることはできない。すると、やがてその〈姫〉を憎み始めることになる。愛と憎しみは、意外なほど隣となり合わせなものなのだから。


　愛するということは、その人を失うことも受け入れることなのだ。その人を助けられないと諦あきらめることではない。その人がどんなふうに笑い、どんなふうに怒って泣き、どれほど必死で生きたのか、胸を引き裂さかれるような喪そう失しつを味わおうとも、その人の人生も背負って歩き続ける覚悟なのだ。


　ペインがその生き様を以もつて教えてくれたことだというのに、マルクはそれを分かっていなかった。


　眠り姫の傍かたわらは茨いばらの園なのだ。それでも、彼らは眠り姫を愛してしまったのだ。


「その程度の覚悟もできていないあなたに、エルミナは渡わたせません！」


　ゴリッ──マルクの拳こぶしが、ヴィルヘルムの顔面を打ち付けていた。


　ヴィルヘルムは、マルクの拳を避けなかった。彼の能力ならば予測して避けることもできただろうに、まるで無反応だった。


　そして、それが決着だった。


　ヴィルヘルムは、もう立ち上がりはしなかった。


　──さて。執事バトラーとして、もう一つやるべきことがありましたね。


　マルクは、月の浮うかぶ夜空を見上げた。


　リカルドとヴィオラ──二人が繫つなげてくれた未来──あの日暴走する〈アルス・マグナ〉が見せた記き憶おく──それがマルクに届けられたのは、きっとそのためだったはずなのだ。
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　ジョンストンホテル──宴パーテイの会場には、すでにたくさんの人間が集まっていた。


　対人恐きよう怖ふ症しようのジェノバは、そこに足を踏ふみ入れることを躊躇ためらってしまう。その手を、オウマが握にぎってくれた。


「うわ、これ、全部偉えらい人なのか？」


「そうだな。おおむね全員、エルミナ嬢じようと並ぶほどの資産家であり、それ相応の功績を持った人間だ」


「こ、こんなところに俺なんか入って良いのか？」


　ジェノバは、こんなところにいながら吹き出しそうになってしまった。


「淑しゆく女じよにはエスコートをする紳士が必要だ。ここでそれを務められるのは貴公だけだ。失望させてくれるな」


　オウマは慌あわてたように衣服の乱れを正すと、そっとジェノバの手を取った。


「それじゃあ、行くか？」


　小さく頷うなずくと、ジェノバはそこに足を踏み入れた。


　顔見知りはあまりいないが、好こう奇きと敬けい虔けんの視線が集められる。あの日、ジェノバが博士号を取得した日と同じだった。


　だが、今度はジェノバが自分の意志で進み、自分の意志で発言する。


　会場の中央まで進んだところで、ジェノバは大きく声を張り上げた。





「──誰か。ここに神父はいないか？　今ここで打ち明けたい後こう悔かいがある」





　招待客たちはざわめく。警備らしい男が数人、不ふ審しんそうな眼まな差ざしを向けて近づいてくる。


　──まだもめ事を起こすわけにいかないな……。


　今警備に取り押さえられるわけにはいかない。どうするべきか迷っていると、招待客の中から一人の男が進み出てきた。


「わたしはこの国の人間ではないが、同じ神を信しん仰こうしている。わたしでよければ、あなたの告白を聞き届けよう」


　初老の男は、司教の衣を纏まとっていた。ラチナスの高官のようだ。ジェノバの前に立つと、男は深々と腰こしを折った。


「君は私を知らないかもしれないが、わたしは君を知っている。ジェノワーズ嬢」


　男の顔に、どこか見覚えがあるように思えたが、すぐには思い出すことはできなかった。ジェノバは両手を組み合わせて膝ひざをついた。


「──私は、人を殺しました──」


　怯おびえながらも、それでも朗々とジェノバはことの経けい緯いを告白していく。ヴィルヘルムを助けたくないと思ったこと。それゆえ手術に失敗したこと。そして今のヴィルヘルムが偽にせ者ものであること。父がその手引きをしてしまったこと。


　周囲の招待客たちが顔を見合わせなにかを囁ささやき合う。ざわめきが広がる宴パーテイの会場にて、ジェノバは自分の名前を告げることで懺ざん悔げを終えた。


「私はジェノバ＝ジェノワーズ。ラチナスで博士号をいただいた医師です」


　告白を受け止めた老人は、疲つかれたようなため息を漏らし、目頭を押さえた。


「あなたが語った言葉は、真実なのだね？」


「神の御み名なに誓ちかって」


　男は宝ほう冠かんを脱ぬぐと、ジェノバの前に跪ひざまずいた。


「わたしの名前は、ハイネルという。ハイネル＝ヴィルヘルムだ」


　ジェノバは耳を疑った。


「わたしは、グラハムとヨシュアの父親だよ。そう、あの子の名前はヨシュアだ」


　ようやく気がついた。老人はヴィルヘルムと似通った顔立ちをしているのだ。


「あなたの罪は、わたしの罪でもあるようだ。わたしは……わたしの目は、いつから曇くもっていたのだろうね」





「これで、良かったのかい？」


　オウマに問いかけられ、ジェノバは小さく頷いた。


　自分がまたメスを持つことができるのか。それは分からない。だけど、ジェノバは確かに昨日よりも一歩だけ前に進むことができた。それはきっと、間ま違ちがいではないはずだ。


　そんなときだった。オウマがふと顔を引きつらせた。


「あ、ひい様……？　髪かみ、切ったのか」


　目を向けると、そこには確かに真っ白な髪を揺ゆらす少女がいた。腰を覆おおうほどに長かった髪が今は肩かたを掠かすめる程度に切り揃そろえられている。


　髪のことには動どう揺ようしたが、彼女が自分好みの漆しつ黒こくのドレスに身を包んでいたことで、ジェノバは大きく目を見開いた。


　ジェノバの側そばまでやってくると、カナメは居い心地ごこちが悪そうにドレスの裾すそを揺らして両手を広げた。


「は、話は、聞いておった。……なんじゃ。今なら、その……慰なぐさめるくらいは、面めん倒どうを見るが……」


　どうやら、ジェノバの心中を思ってか、あるいはただ対人恐怖症を心配してくれたのか、抱きついても良いと言ってくれているらしい。


　ジェノバは感極まったように身を震ふるわせた。


「おおおおおおおお！　これは──なんというご褒ほう美びだ！」


「ひっ──やっぱり無理じゃ！」


　飛びつこうとしてカナメに撃げき墜ついされたジェノバは、それでも幸せそうな顔をしていた。


　──やっぱり、道化はこうでなければ。


　そんなジェノバを見つめ、クリスが一人身み悶もだえしていたことを知るものはいない。






　エピローグ







「……マルク？」





　街の駅から外れた場所。途と中ちゆう、ジェノバとすれ違ちがい、ヴィルヘルムの居場所を聞けたエルミナは、彼と決着をつけるためそこに向かっていたのだが──


　──そこにいたのは、マルクだった。


　マルクはどこか物悲しそうな顔をしていたが、エルミナに気付くと全すべては終わったというように微笑ほほえんだ。


　その微笑が今までとは違い、どこか大人びて見えたことでエルミナは少なからず動揺した。気を利かせたのか、付き添そってくれていたセリアが声の届かない距きよ離りまで離はなれる。


　自分に残された時間はあと僅わずかである。あんなことの後でもあり、マルクの顔を直視できなかったが、エルミナは自分の目的を告げた。


「……ヴィルヘルムは、どこかね」


「あちらでございます。少々痛めつけてしまいましたが、命には別状ございません」


　マルクは自分の後ろを示した。一体、なにがあったのだろうか。しかしもう行かなくてはならない。


　エルミナが進もうとしたときだった。マルクがその先を遮さえぎるように立ちはだかった。


「……マルク？」


　なんのつもりだろうか。エルミナが困こん惑わくした声を漏もらすと、マルクは恭うやうやしく腰を折った。


「お嬢じよう様さま。伝言を賜たまわっております」


　──伝言……？　ヴィルヘルムからだろうか？


　困惑しながらも、エルミナは頷くことができた。


「……聞こう」


　マルクは腰を折ったまま、顔を上げなかった。


「エルミナ。あなたのお父上──リカルド＝ヴァレンシュタイン様には、未来が見えていました。決して変えることのできない未来が」


　リカルド＝ヴァレンシュタイン──エルミナを人形にし、そして見捨てた父。その父には、未来が見えていた？


「そして、あなたのお母上──ヴィオラ＝ヴァレンシュタイン様も、それをご存じの上でリカルド様にその身をお預けになりました」


　エルミナは母を覚えてはいない。ただ眠ねむり続けるその姿しか見ていない。その母もまた、全てを知っていたというのだろうか。


　マルクはなにを言いたいのだろう。エルミナが戸と惑まどっていると、マルクは続ける。


「彼らには、あなたとエミリオの未来も見えていました。一方が〈器〉に、一方が使い手に、そして暴走した〈アルス・マグナ〉が全てを消してしまうことも、全て知っていました」


　エルミナは、一歩後あと退ずさった──父親殺し──ヴィルヘルムを追い返そうとも、逃のがれることのできないエルミナの罪。それを父も母も知っていたというのか。


　怯えるエルミナに、マルクはこう言った。


「彼らは、それでもあなたたちに生まれてほしいと願いました。顔を見ることができなくとも、辛つらい思いをしているときに手を差し伸のべられないとしても、それでもあなたたちに生きてほしいと願いました。あなた方が生きていることが、彼らの人生が無む駄だではなかった証あかしだから」


　そう言って、マルクはエルミナの手を取った。


「リカルド様とヴィオラ様は、幸せに生きました。あなたは、ちゃんと望まれて生まれてきたのです」


　ポツリ──頰ほおを、熱い滴しずくが流れた。


　誰だれも言ってくれなかった言葉。ドミニクですら伝えることのできなかった思い。誰が届けてくれたのか、父と母からの伝言だった。


　愛されたいと思った。でも、愛してはもらえなかった。そう、思っていた。


　だというのに、本当は愛されていたという。


　何な故ぜそれをマルクが語るのか、それを疑問に思うことはできなかった。その言葉があまりに真しん剣けんだったから。


「……でも、私は、お父様を」


　愛されていたというのならば、なおさらそれが重たくのしかかってくる。助けられたかもしれなかったのだ。少なくとも父は。


「リカルド様はそれを承知の上で生きました。あなたが責任を感じる必要はありません」


　それは、気休めだった。言われて嬉うれしいとは感じても、解決にはならない。


「それでも、ご自分が許せませんか？」


　エルミナの心を読んだようなひと言。しばしの逡しゆん巡じゆんの後、エルミナは首しゆ肯こうを返した。


　マルクは、今度はエルミナの瞳ひとみを真っ直すぐ見み据すえた。





「ならば、私があなたを許します」





　エルミナは、ポカンと口を開いた。


「……君が、許す？」


「はい。私が許します。世界中の誰があなたを許さないと言っても、あなたがあなたを許せないとしても、私があなたを許します。あなたもエミリオも、もう過去に縛しばられる必要はないのです」


　それから、エルミナの手をそっと引く。


「あなたは、もうご自分でここまで歩いてこられたではありませんか。ですから、最後の鎖くさりはここに置いて行ってください」


　それは、驚おどろくほど胸に響ひびく言葉だった。同時に、胸の閊つかえのようにわだかまっていた重さが、スルリと抜ぬけ落ちた。


　それから、マルクは道を空けるように一歩横へ退いた。その意味はエルミナにも理解できた。小さく頷うなずいて前へ進む。


　足を進める前に、一度だけマルクへ視線を向けた。


「……君は？」


　マルクはついてくる素そ振ぶりを見せなかった。どこに行くのだろうか？


「まだ、やり残したことがございます」


　それは、きっとエルミナには関かかわらせてもらえない問題なのだろう。エルミナは小さく頷くと、前に歩き始めた。


　父と母からの伝言。軽くなった心とは裏腹に、じっとりと不安が滲にじみ出てくる。


　──あなたは、もうご自分でここまで歩いてこられたではありませんか──


　それが、あたかも別れを告げるような言葉に聞こえて……。


　不安を振ふり払はらうように、エルミナは駆かけていく。


　見上げた空には、昼間の雨が噓うそのように満天の星が煌きらめいていた。
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　それは、弟の自じ慢まん話ばなしがきっかけだった。


　その日、弟は教皇の信しん頼らいも厚いと有名な、ヴァレンシュタイン卿きようの屋や敷しきを訪問したらしい。そこで、息女のエミリオ＝ヴァレンシュタインに出会ったらしい。


　弟の口から衝ついて出るのはエミリオがいかに可か憐れんで美しいかという話だった。文通をすることになったのだと。


　当時、少年の中には貴族に対する敵てき愾がい心しんしか存在しなかったが、弟がそこまで気に入った女性というのは初めてだった。一ひと目め惚ぼれというものだったらしい。


　それゆえ、弟へ宛あてられた手紙を見つけたとき、つい気になって手にとってしまった。


　──一体、どんな娘むすめなのだろう。


　衝しよう動どう的てきに、手紙の封ふうを開いてしまった。


　美しい文字で、繊せん細さいな文章が紡つむがれていた。一目で魅み了りようされた。何度も読み返して、相手の姿を夢想した。


　ほどなくして、自分がなにをしでかしたのか気付いた。弟の──主あるじの子息の手紙を勝手に読んでしまったのだ。見つかれば、どんな仕打ちを受けるか見当もつかない。


　悩なやみ悩んだすえ、少年は自分で返事を書くことにした。当たり障りのない文章で、それでいて決して相手の気を害さないように。


　そうして手紙を送ったものの、相手が不ふ審しんに思ってはいまいか不安になり、もう一度だけと自分に言い聞かせて封を破ってしまった。


　そんなことを何度か繰くり返すうちに、少年はいかに主にバレることなくこの文通を続けられるかを考えるようになっていた。


　少年は、孤こ独どくだった。文通の返事だけが、自分の味方だったのだ。


　しかし、次第に良心の呵か責しやくが少年を苛さいなむようになった。手紙の主は、少年を弟だと思って送っているのだ。自分は相手を騙だましていることになる。


　だから、少年は自分が噓をついていることを告白した。本当は、そんな身分の人間ではないのだと。全てを明かす勇気がなかったため、自分が誰なのかは曖あい昧まいに誤ご魔ま化かして。


　文通は、それで終わると思った。


　しかし、その返事は来た。手紙の主は、エミリオではなく、その姉のエルミナだった。彼女も自分と同じく正体を偽いつわって手紙を書いていたのだ。


　どこまでも親近感を覚おぼえた。


　ところが、そこに記されていた一つの詩が少年の運命を大きく狂くるわせた。


　──届いていますか、私の謳うたは──


　少年は、その謳の正体を知っていた。父と弟が話しているのを聞いてしまったのだ。


　──〈精杯グレイル〉の一族はその謳を歌う──


　エルミナは〈精杯グレイルの姫〉だ。貴族の会話を盗ぬすみ聞くことが多かった少年には、その意味が理解できてしまった。


　──この手紙を人に見られるわけにはいかない。


　手紙が見つかれば、彼女はオルダー教に捕つかまってしまう。守れるのは、自分だけだ。


　この謳を記してはいけない──断腸の思いで、今まで送られてきた手紙を全て燃やした。一枚一枚、返事が来ることにどれだけ自分が救われたのかを思い返しながら。


　最後の一枚──エルミナが正体を明かしてくれた一枚を燃やそうとしたとき、少年はその現場を父に見つかってしまった。


　手紙は、床ゆか板いたの隙すき間まに隠かくすことに成功した。


　しかし、燃やしている最中だった手紙は隠しようがなかった。弟になりすまし、ヴィルヘルム家より遥はるかに地位の高いヴァレンシュタイン家のご令れい嬢じようを誑たぶらかしていたのだ。許されるわけがない。


　少年は、骨がへし折れるまで折せつ檻かんされた。


　──許せない……。


　自分の弱さが許せない。なにもやり返すことができず、救いを求めてくれたエルミナになにもしてやれない。なんの力も持たない自分が許せなかった。


　──許せない……。


　自分がこんな目に遭あわされているのに、階上の食しよく卓たくからは楽しげな声が響いてくる。


　そうして、少年は契けい約やく者しやとなった。


　憎ぞう悪おは、力を手にしてなお少年の心を焼き続けた。





　仰あお向けに倒たおれたまま、グラハム＝ヴィルヘルム──その名を騙かたっていたヨシュアは、その懐なつかしい記き憶おくを思い返していた。


「……いつから、俺はそれを忘れていたのだ……？」


　初めは、ただエルミナを救いたかっただけだったのだ。しかし〈精杯グレイルの姫〉を守るには自分は非力すぎる。だから、力が欲しかった。人を陥おとしいれ、縋すがりつき、踏ふみ倒し、ヨシュアは貪どん欲よくに力を付けていった。


　いつからだろう？　力を手にすること自体が目的になってしまったのは。


　それでも、エルミナへの想おもいは歪ゆがみながらも確かに残留していた。


　あの日──暴走する豪ごう華か客車の中で、ヨシュアはエルミナの顔を見に行った。あいにくと、人格は妹のエミリオだったが、それでも〈アルス・マグナ〉の幻まぼろしの中で、ヨシュアはエルミナを見つけた。


　美しかった──そう思うのと同時に、彼女の人形のような無表情に衝しよう撃げきを受けた。


　エミリオがあれだけころころと表情を変えるのに対して、エルミナはまったくと言って良いほど表情というものを持っていなかった。ある程度観察していれば、微び弱じやくな変化くらいは見取れるのだろうが、その程度のものである。


　──人形になりたくない──


　エルミナの手紙には、そんな訴うつたえが記されていた。なのに、自分が助けにいかなかった彼女は人形のようになってしまっていた。


　本当の目的を、思い出してしまった。


　そして、ヨシュアの未来は揺ゆらぎ始めた。


　必然だった。エルミナを自分の所有物にするための未来を見続けてきたというのに、エルミナを愛する未来を見始めてしまったのだから。


　目的のブレた未来は予知の意味をなさなくなり、ヨシュアの自信もまたカナメによって罅ひびを入れられ、マルクによって完かん膚ぷ無なきまでにへし折られた。


　──どこで間ま違ちがえたのだ？


　そう考えて、ふと思い出したのは三日前の記憶だった。


　あの日、僅わずかに揺らいだ未来を修正しようと、ヨシュアはエルミナが乗る豪華客車に侵しん入にゆうした。そこで、エミリオに出会ってしまった。


　エミリオは、数あま多たの契約者の能力を統合するという、まったくもって規格外の力の持ち主だった。


　正面から力で挑いどんでも勝ち目はなく、策を弄そうにも彼女は思考までをも読んでしまう。小細工すら仕し掛かけられない。能力を知られるわけにもいかず、ヨシュアは初めてただの人間として──〝噓〟のない自分に戻もどらなければならなかった。


　だから、自分にとってエルミナがなんであったのかを、思い出してしまった。


　あの日エミリオに会ってしまった時点で、ヨシュアの敗北は定められていたのだ。


「滑こつ稽けいだな……」


　列車の中で、ヨシュアはエミリオに逆らえなかった。その姉であるエルミナにどうして敵かなうなどと考えてしまったのだろうか。


　そう考えて、自分にも弟がいたことを思い出した。


「助けて……やれば、良かったな……」


　エルミナとエミリオはどこまでも相手のことを大切にしていた。ヨシュアにも、身分が違ちがうとはいえ、そんな家族がいたのだ。執しつ事じとして仕えていたころ、弟が無む邪じや気きにヨシュアを──兄を凄すごいと褒ほめ称たたえていた光景も、確かにあったのだ。


　未来は変えられても、過去は変えられない──あのとき〝もしも弟を生かす未来を探していたならば〟今は違う結果になっていたのではないだろうか。


　──今さら、後の祭りか……。


　ジェノバはもう全すべてを知らせてしまったことだろう。逆ぎやく賊ぞくはエルミナではなくヨシュアということになった。


　起き上がる気力もなく嘆たん息そくしていると、ガサリと雑草が揺れた。


「……返事を、しに来た」


　銀啼鳥ソローネが囀さえずるような声音。ヨシュアは信じられないものを見るように顔を上げた。


　エルミナが、そこに立っていた。
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　──ああ、これが俺への裁きということか……。


　エルミナの答えなど、初めから分かり切っていた。だから彼女を人形にしなければならなかったのだ。


　彼女には、ヨシュアを恨うらむ理由がある。断罪する権利がある。思い焦こがれたこの気持ちを思い出した瞬しゆん間かん、彼女から裁かれる。


　──悪党の結末としては、まずまずか……。


　ヨシュアが観念すると、エルミナはその傍かたわらに跪ひざまずいた。


　どうせならば、〈精杯グレイル〉で消してほしい。汚お点てんまみれのヨシュアの人生など、なかったものにしてもらいたい。ヨシュアがそう思ったときだった。





「……ありがとう」





　なにを思ったのか、エルミナはそう言った。そして、ヨシュアの体を抱きかかえた。


「……手紙が来るのが嬉うれしかった。屋や敷しきの外にも出られなかった私に、初めて外の世界を教えてくれたのは、君だった」


　ヨシュアはポカンと口を開いた。エルミナはまだ自分をグラハムだと思っているのか？


「俺は、偽にせ者ものなんだが……」


「……手紙を書いたのは、君なのだろう？」


　これも、心を読んでいるのだろうか？　これだけ人を陥れてきたヨシュアを見て、何な故ぜそう思えるのだろう。


「……私を愛していると言ってくれた君は、あの手紙の人と同じにおいがした。自信家のように振ふる舞まいながらも、その根本では孤独と不安に揺れていた。私と同じで、とても不器用で誠実な君だった」


　──気付いてくれていた。


　今さらそんなことを願うのは都合が良いとは知りつつも、ヨシュアはエルミナが自分のことを理解していてくれたのだと信じたかった。


「……君から愛してると言われて、自分の気持ちが分からなくなった。迷った。君が今までなにをしてきたとしても、私のためにここまで来てくれたのは、事実なのだから」


　それから、エルミナは毅き然ぜんとした声でこう告げた。


「……でも、君は私の前に来るのが遅おそすぎた」


　そう言って、なにかを思い返すように目を閉じる。


「……お父様とお母様、そしてエミリオを失ったとき、全てを拒きよ絶ぜつした私を背負ってこの国まで連れて来てくれた人がいた。自分の中に閉じこもっていた私に、外に目を向けさせてくれた娘むすめがいた。きっと私はもう笑うことができない。そう思っていたのに、笑わせてくれた人がいた」


　ギュッと胸を押さえて、エルミナは続ける。その手には銀細工の銀啼鳥ソローネ。


「……私の居場所を荒あらしたけれど、私の初めての友達になってくれた娘がいた。私がある人から失望されたと落ち込んだとき、励はげますために一ひと芝しば居い打ってくれた男がいた。私が眠ねむってしまったとき、エミリオのために怒ってくれた青年がいた。迷った私に、人の顔色を窺う必要ないと言ってくれた女性がいた。とても臆おく病びようなくせに道化の格好をして、私のために戦ってくれた少女がいた」


　全てが、彼女にとって大切な思い出なのだろう。初めて出会ったときの抑よく揚ようのない声とはかけ離はなれた、真しん摯しな力強さを持った声音だった。


「……私の母のために人生を懸かけてくれた男がいた。その男を支えるために私に謝ってくれた女性がいた。私の使用人を守るために、汚よごれ役やくを背負ってくれた少年がいた。ここに私がたどり着くまでに、義ぎ肢しを失ってまで戦い抜ぬいてくれた少年もいた」


　ようやく目を開けたエルミナの瞳ひとみには、なんの迷いも滲にじんではいなかった。


「……全て、私にとって大切なものたちだ。だけど君は、彼らを傷付けた。君は、やり方を間違えた」


　そして、凜りんとしてこう言った。





「……私の居場所は、私が決める。私は、君とはいっしょに行けない」





　ヨシュアは、とうとつに理解した。


　エルミナとヨシュアは似ていた。長子でありながら虐しいたげられた立場だった。ヨシュアはそれを憎にくむことしかできず、エルミナも拒絶して人形となることしかできなかった。


　だが、エルミナは人形であることから抜け出せたのだ。自分の殻からを破って、外に出てこられたのだ。憎悪にどっぷり浸つかることでしか自分を慰なぐさめられなかったヨシュアとは違い、未来を摑つかんだのだ。


「あなたは、強くなれたのだな……」


　力を手に入れても、ヨシュアは強くなどなれなかった。八つ当たりをすることしか、できなかったのだ。


　返事の代わりに、ヨシュアは伝言を残すことにした。


「なあ、あなたは、エミリオとは話せるのか？」


　エルミナは、首を横に振った。


「……話したい。でも、まだそこには届かない」


「そうか……。なら、届かせてくれ。伝えてほしいことがある」


「……聞こう」


　ヨシュアは、からかうようにこう言った。





「──お前は、もう少し慎つつしみを持った方が良い」





　言われたことが理解できなかったのだろう。エルミナは困こん惑わくしたように瞬まばたきを繰くり返した。戸と惑まどうエルミナをよそに、ヨシュアは立ち上がる。


「伝えてくれよ。……そろそろ時間切れらしい。いるのだろう、アッシュ？」


　草むらに向かって語りかけると、ガサリと音を立てて軍人風の男が姿を現した。


「……どういう、ことかね？」


「この若さで枢すう機き卿きようになるとな、どうしたって敵が増えるものさ。そこに本物のグラハムを殺しているなどと知れればどうなるか……言わなくても分かるだろう？」


　ヨシュアは消されるのだ。だが後こう悔かいはない。自分は憎ぞう悪おのまま望むように力を振るい、そして敗れたのだ。


　アッシュは、肯こう定ていする代わりに肩かたを竦すくめた。ヨシュアがどんな殺され方をするのか、それはもう見るまい。最後くらいは能力に頼たよらず未来を選ぶ。


　身構えるヨシュアに、アッシュは、面めん倒どう臭くさそうに頭をかいた。


「あー……、俺も、そのつもりだったんだがなあ……」


「……なんだ？」


「リーンから言伝ことづてだ──二十四時間だけ時間を稼かせいであげます──だとよ」


　ヨシュアは絶句した。


「なんだと？」


　リーンはヨシュアの代わりに逮たい捕ほされるつもりなのだ。影かげ武む者しやだと知られればヨシュアが白状しないだろう情報を得るために魔ま女じよ裁判級の拷ごう問もんを受けることになる。


「あと二十三時間四分くらいだからな？　せいぜい頑がん張ばって逃にげてくれや」


　それだけ言い残すと、アッシュは背中を向けた。


「ま、待て！　リーンはどこにいる。奴やつが捕つかまる必要はない。俺が行く」


「ああ？　まあ、好きにすれば良いんじゃあないか？　俺は次の仕事があるから忙いそがしいんだよ」


「次の仕事……？」


　アッシュが小さく舌打ちをした。


「こっちは負け込んで自信も体もガタガタだってのによ。逃げるのを手伝えってよ」


　あのしたたかな少女が、べっと舌を出している顔が想像できてしまった。彼女は自分の身を守る術すべとて用意していた。今さら、ヨシュアが関かかわる必要はないとでも言うように。


　ヨシュアが啞あ然ぜんとするうちに、アッシュは去っていってしまった。そのままペタンと腰こしを落として、一部始終をエルミナに見られていたことに気がついた。


　エルミナは、少し悩なやむような素そ振ぶりを見せてから、どこにしまっていたのか一枚の羊皮紙を取り出した。


「……行く当てがないのならば、屋敷に来るかね。私は、一人でも多くの契けい約やく者しやが欲しい」


　使用人として雇やとう代わりに匿かくまってくれると言っているらしい。ヨシュアは肩を竦めた。


「せっかくだが、遠えん慮りよさせてもらう。こんな様でも、意地というものがある」


「……そう」


　無理に引き留めるでもなく、あっさり引き下がったエルミナに──ヨシュアは地面に手をついて縋すがりついた。


「──すみません。ちょっと見栄張ってみたかったというか引き留めて欲しかったというか行く当てないんで匿ってもらえるとありがたいですすみません！」


　エルミナは呆あつ気けに取られたように目を丸くしたが、それから幽かすかに笑みと呼べる表情を浮うかべた。


「……小間使いホールボーイで良ければ、これに署名をしたまえ」


　枢機卿──次期教皇の座にまで上り詰つめた自分が、使用人の中でも最下位である小間使い──マルク以上の悪夢のような転落。


　それでも、〈空白の契けい約やく書しよ〉に署名するヨシュアはどこか幸せそうだった。


　──一からやり直すのも、悪くはないさ。


　あの日、エルミナと文通をしていた少年は、小間使いだったのだから。


　ささやかな幸福感を覚えながら署名をして、ヨシュアは血の気が引くのを感じた。見るつもりはなかったのだが、エルミナの未来が少しだけ見えてしまった。


「……どうかしたかね？」


　不思議そうに首を傾かしげるエルミナに、ヨシュアは怯おびえるようにこう告げた。





「──エルミナ。謳うたは、もう歌うな──」
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　ヨシュアとの契約を済ませたエルミナは、マルクを追って街に舞い戻もどっていた。


　ジェノバがあのあとどうなったのか、時間稼かせぎのため旅館に残してきたカナメの安否は、そしてマルクがやり残したこととはなんなのか、確かめなければならないことは山ほどあった。


　ジェノバの方はラチナスとフロアティナの両方から事情聴ちよう取しゆのため、しばらく接せつ触しよくは難しそうだった。そちらはセリアとオウマに任せ、エルミナは自室へと走った。


　あのとき、カナメが自分の髪かみまで切ったから、エルミナは前に進めたのだ。カナメに礼が言いたい。そして自分の選せん択たくを伝えたい。


　自室の前の廊ろう下かまでたどり着いたところで、その先にエルミナがよく知る後ろ姿が見て取れた。左右に伸のびる長い裾すそ。燕えん尾び服ふくの後ろ姿は、マルクのものだった。


　──マルク。


　声をかけようとは思ったものの、ここまで全力で走ってきたのだ。息切れで声など出なかった。


　それでも重たい足を引きずり、マルクの背中に近づこうとしたときだった。


　マルクの背中に、真っ白な手が回された。大きなものではない。位置から身長も高くないことが窺うかがえる。


　ほどなくして、それがカナメの腕うでだと認識した。


　──マルクとカナメがどうして……？


　エルミナが状じよう況きようを理解する前に、マルクの声が聞こえてしまった。





「──カナメ。あなたが好きです──」





　──え……？


　頭の中で、なにかが割れた音を聞いたような気がした。


　──私が許します。世界中の誰だれがあなたを許さないと言っても、あなたがあなたを許せないとしても、私があなたを許します──


　そう言ってくれてから、まだ一時間も経たっていない。


　その一時間の間に、一体なにがあったというのだ？


　なにかを摑むように伸ばした手は、どこにも届かなかった。





　エルミナは、背中を向けて走り出した。


　──今の話、聞かなかったことにしておく──


　自分を好きだと言ってくれたマルクを拒きよ絶ぜつしたのは、他ならぬエルミナだった。走りながら、それを今さらのように思い出した。






　あとがき







　皆様お久しぶりでございます。手て島しま史ふみ詞のりでございます。


　今回はあとがき２ページしかないので駆かけ足でございます！





　ヴィルヘルムに挑むも窮きゆう地ちに追い込まれるエルミナ。主あるじを逃がすため大切なものを捨てるカナメ。マルクを巡めぐる第三のヒロイン（？）とデレ期に突入したセリア姉さん。いつも騒がしいあの娘は過去から立ち直ることができなくて。肝心な執事は男の娘こに扮ふんしてなにやってんの？　宿命は覆くつがえすことができるのか〈精杯グレイル〉編完結！





　はい。マルクもとうとう十冊目！　今回は冒頭にドラマガ掲けい載さいの短編を挿そう入にゆうしたちょっと変わった造りになっております。というのも、ここで入れないともう文庫に収録する機会がなさそうでしたので「やらせてください！」と担当さんに頼たのみ込んだのでした。


　いやあ、女装ネタは昔からやりたかったのです。ようやく陽の目を見られたのですが、もう本当に気が済むまで遊び倒したので私は満足しております。


　それと前巻で触ふれた話についてですが、すみません。ちょっと今回はご報告できそうにありませんでした。いずれブログの方でご報告でき……とか言ってたらもうページが！


　それでは今回もお世話になりました皆様に謝辞を。


　今までお世話になりました前担当Ｔ様。引き継つぎのドタバタの中いろいろ気にかけてくださいました新担当Ｈ様。女装マルクが大変良い感じでしたＣＯＭＴＡ様。カバーデザインのアフターグロウ様。校正に携わってくださいました皆様。わざわざ全巻買ってくださいました職場のＮさん。そういえば今日残業して帰ったら子供たちが「お疲れ様！」って言ってくれました。あと奥さんがくれたマッサージクッションが最高なのです。そして本書を手にとってくださいましたあなた様。ありがとうございました！





次回予告


　どうしてこうなった？　傷しよう心しんのエルミナが引き籠こもったのは揺ゆり籠かごの中で。だけど現実世界はそっちでなんか大変なことに。三角関係ついに決着！　そして全ては結末に向かって。マルク最後の短編集『影執事マルクの恋れん歌か』お楽しみに！




２０１１年１月　新年の慌あわただしい晩に　手島　史詞　
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影かげ執しつ事じマルクの決けつ断だん





手て島しま史ふみ詞のり
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